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日米特許一二個・賞用新案登録四六個併用

大野武陰火姥 ｌｾ ・ ｆ
{ 特許大野式シヤヴター〕

主 要 製 品

大 野 式 シ ヤ ヴ タ ー

大 野 式 J L ー プ J L シ ャ ッ タ ー

大 野 式 工 場 周 軸 承

大 野 式 穂 子 入 勅 箆

大 野 式 縛 子 入 戸 事

大 野 式 廻 将 軸 抵 抗 測 定 機

各 種 防 火 m

日英 米協特許三一個 ・ 賞用車 ｦ 案五九Ａ回 ｕｾ 用

特 許 木 エ サsν シ

受 托 営 業

2重 大 野 製 作 所

東京市芝鼠三田四岡町二番地・電話三国( 必) 国室主霊友

. f t Ol . 員鎗1N・大阪市鉱花嵐上i l U. ゆ二 ・電鍾扇島 (4晶} 三J V ¥

.  



止ド

ロ
曾

催開
ｾ＠
Eヨ

大季春

常協合本年度春季大舎を左の要項に依り県行致・しますから奮って御参加 下 さるこ

とを希望い7こし ます 。

( 日日程日)4 月 22 日日月

大阪市上本町六丁目大軌停車場午前 8 時 30 分
メ入

口集

大和国宇陀郡室生村室生奇の建築及美術研究 の後伊賀名張世i玉 水 旋

館に於て大懇親合開催

入 金 2 国 so 銭( 童食、宴曾抗、往復電車賃バス井)

l 道 賃 等 1e合むUb曾より補助あり /  

ア川

主主

ふ円

切d

合γ

長唱

講 演 含 開 催る室 生 寺 に 闘 す

春季大曾見皐の便宜上左の要項に依り i詩的舎を聞きますから大合参 加l の有無に 拘

ら十奮って御来聴を歓迎いにします。

4 月 10 日 ( 火) 午後正 611"，):時日

建 築fl4梨音1;所

ふ円

切d

室生寺に就いて題出

天間 俊一氏工撃j' (fj :士京都帝国大串敬授

合費不要:

INi 

ｴ ｾ＠

ｈｾＡｪ＠

ｾ＠
F 宅

曾協

和 9 年 4 月

築建

Ila 

本日



呼三

ロ
曾

住宅研究に関し座談舎 lこ協舎員の随意参加を希望の件

本協舎住宅委員舎に於て委員長武田博士の下にた記の通り 座談合の形式でf主宅に付いて研究

致して居りますので協合員各位の随意御参加を撤迎いにしますから奮って御出j市の上i歯切な

る御研究談を御決し下さることを希望いにします

毎月

第一水曜日( 但シ4 月は18日)

午後正六時開曾

建 築 倶 楽 部

( 本年度は1 . 2. 8. 12 月を除。
日

間

場

月

時

曾

E汗 究 科 目 及 各 月 議 定 安

熱( 冷房J …・・簡易なるもの防7  l'J 盗防3 月

虫防9 月鼠防4 只

寒防10月腐防濃防5  Jl 

火防11月音防臭防6 月

夏 の 家 設 計 懸 賞 国 案 嘗 選 議 表

7象て懸賞募集の夏の家設計固案は膳募総叡 107 通審査の結果下記の逼賞選者決定

致しまし t: 。

入 賞 ( 金牌、副賞金査百園也)

大阪市港区東田中町 4l - 目93地 / 3 汀

イ

汀

A

-7

A

雄

久

三

武

戸 谷 和

I也 米

制

三

宮

rll 1=1  ij 羽市方大阪市西淀川区f同町 432

若

作

h

A

君

上

助

協

一

雄

之

利

辰

以

水 :;咋

島

JII 

JII 

情

小

蛇

皆

兵庫隊明石郡垂水町西垂水町郁11
1岡田f 竹釜荘内

( 銅牌)

大 阪 i l i{主吉凶問滋;東/ 町 7 丁目 14

兵庫県長j巳ケ崎市竹谷田r : J T  fJワワ

選外佳作

大阪市西成区粉j l ! { '1' 之町ヌ l . 目4ん

京都市左京区修撃陵中林町 106 ノ3

曾協

月4  

築

年9  
和

建

昭

本日



曾
斗二

口

本合から 下 掲 の 如 き草 行本 を 上 梓 し て ゐる c r市 街 地建 築物 法 令」 は 三 版 、「績 住

宅 園 案 集 」 及 「 績 皐 校 建 築 困 集J は 犬 々 前 回 苅 行 の 際 好 評 を 受 り に も の 〉 姉 妹 篇

でmt れも 充 分 の 自 信 を 以 っ て お 薦 め す る こ と の 出 来 る 良 著 で あ る 。

(三版) 市 街 地 建 築 物 法 令

本書は昨年 5 月出版するや忽ち初版再版 ともに費切となっ? こもので共後多数の注文があ るので

三版を刊行しに ものである。

1 . 大 き

1 . 定 債

菊 牟 載

5 0 銭

3 3 0 真

送 料 6 銭

(新刊 ) 績 佐 宅 圏 実 集

本警はさきに刊行して絶讃を受り忽ち三版をmねfこる「住宅岡裟集」の姉妹篇である。牧め る

所のものは

「阪和上之芝住宅」 懸賞首選園祭

東豊中住宅懸賞嘗選圃案 ( 婦人 ・子供室を主とせるもの)

「住宅平面園及台所設計園J ( 昨秋までの本合募集の諸懸賞首選闘築中より撰出)

以上でいづれも多数の舷募園祭より 46 種を 政選せるも ので住宅設計上具間的の指針を提供し

1: る好箇の標準園祭集である。

，. 大 さ 四 六 倍 版 10 0 頁

1  . 定 債 1.0 0 圃 送 料 10 銭

( 新 刊 ) 績 事 校 建 築 園 集

各方面の霊力を得て最近二三年間に竣工しに』裂校建築の資料を蒐めにところ、大・中・小・皐校の

代表的のもの 40 絵校に上つにのでこれらを纏めて編纂刊行することにし七、強行は本月下旬

の強定である、前回蛮行し ｔ こる本集は非常なる灯会ドｾ得て三版を重ねたがその姉妹編である。

1 . 大 さ 四 六 倍 版 2 0 0 頁

， . 定 慣 1.0 0 回 送 料 1 4 銭

枇 図

法 人
日

昭 和 9 年 4 月

本 建 築 協

ノ色、

.証"
E ヨ



建 築 モ: 枇 曾

第 17 輯 第 4 披 昭 和 9 年 4 月号変行

公 園
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動物飼育の立場から見fこ動物撤合 ・・

天王寺公園の建築物に就いて ・・
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寓 貫 目 次

沈 床 ;{E Pf l  (  3 )  

2  向 上 卒 而 阿 ・・・・・・田 ( 3 )  

3・4
: J  玄3 ネ

一
ド … … … ( 4 )

5  噴 水 感 及 1也 ( 5 )  

6  湿 w  ( 6 )  

7  公 間 入 口 門 ( 6 )  

8・9 手口 気 橋 ( 7 )  

10 美 術 館正 面 大 階 段 ( 8 )  

11 藤 棚 ( 8 )  

12  日本庭関瀧口及渓流 ( 9 )  

13 
ス 9' 

y  
ド ( 9  )  

14- 17 キ リ /' 7ぇ 猿 狭 合 ( I::l )  

18 動 物 関 市 門
( 12)  

19  E吏 応
(12)  

20・21 白
肯E 4帯t ( 13)  

22 円ム 会
( 14)  

23 ｾｉￋ＠ 令 ( 14)  

24 現〉 事島 会 (  14)  

25 海 翠k 池
( 15)  

26  猿 J:b  ( 15)  

27 暖 房 機 闘 牛: ( 15)  

28 

新 天 王 寺 動 物
(  16)  

闘 備 隊 第 良

陶総モサ' イク ( キリン合正面壁) 稲田直一作 ( 京都市仙閉工房 )

I V  2  
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ｼ 官 ￭ ｾｾ 溜
l  属J I  閤丁目ｾＩ ｬＱｦ

ドロ，_、巳三乙蚕〕

1. 沈 床 花 壇

卒 面 坪約 9，COO平方米、

道路面i よりの深 75'1寝

噴 水 務及池 を中心とし

国! と直線 との組合せに

よる :zp. 面的デザイシ を

刈 誌の植物及芝生に よ

って現出 し、四季各種

の草花 を ボ ー ダ ーに咲

せて居 る景淑は洋式造

園術の締撃 と云ひ得ゃ

う

3
1 V  



I V  4  

3 ・4 . コ ロ ネ ー ド

餓 筋 コ y クリー ト訟陸康根 、才t ut 9 米平方の方形

軒高テ レー ス地盤 より3. 4米、 附属パー ゴラ、鈴

1'{J i コ Y ? リート及木泣 2 ヶp . f r 、テレース 会而政

105J  : zp方米 、南道路而より 60糎 及 99 糎 、手 摺 l E

闘石造高50糎、階段花尚石造 4 ケ所、壁 泉;f E闘石

造 、 高道路面より1 . 65米 、長 11. 3 米E 而鏡石1 . 8

米角 、泉池、鍬筋コシク リー ト及花尉石造面談35

卒方米 、

3先床花壇の沼下げによる土砂を盛土して此の附近

一 体 K テレースガーデ Y を迂k 1 ) 出し展望 と休廷! と

Fこ女子泡の場ETr a: 符たと 云 へ様、廻廊 の名の様に角

本t 丸桂の配列に よる美 と陸鼠根と棚榛木 の艦快さ

とは主主Ｚ色モノｾ ｾ＠ ｬｾ 塗刷毛引仕上げで術商な感じを

出 し床は コ γ ク リート洗ひ出 しである が、芝生り

プ ロックを配して 軟か味 を持たし 、 テレ ースの両

側壁面を事j 用して盛泉を設けて居る 。

中央の鏡石 は花岡石の 1 ; 校もので掛樋は大理石 を

用ひ共に Ｑｾｭ き仕上げで 、そ の 扇 側に 予 定盤 仕上 げ
の花閥石板を並立さ した批綴な ものである



5. 噴 水 塔 及 池

塔は鍬I f ) j コ" / ! 1 Ｙ ート造 線 、 ｆ イ ｉｾ 張り仕上

げ、高地盤線よ1 l 7.08米 、選 は 十 字 形 で 凡

てモザイツク タイル張 、務 柱 は 径40縦の回1

柱で金色 ＦＮＯｾ 9 色タイノL 張 、柱頭の阻l量Z径

96桝銭製ク ロー ム鍍 令仕 上、 下部噴 水 球 は

2J " 鍛クロ ー ム1Jll' 4訟の 骨 粗に グラス モザ イク

の民珠色を 張 り 上 げ たも の である 。

1也は鍬勿J コンクロー ト1土石遣 、卒而主1; 702 

zp. 方米 、塔 を 有 つ 18米 角 の 上 段 と 長 方 形 の

下段繭翼とに分れ上下段の水面の洛差33組

樋 獲 によって連結 されて居る 、 その蓬 は モ

ザイＡＱｾイ ノ ι 張 、 」 ニ下段の 池縁は凡て糞覚

山石盤 切仕 上げの ものである 。

令: 般に 闘と直線と の 良ャ 組 合 せ を 持 つ 新 し

い デザイ Y が命 、銀の燦然とした色を 7Jc に

映 し出すその幻影は i t 床 花 唆 の 自 然 色 と相

反 映 し て 公 閣 の 鮎 景 物 と して- gJ ;・彩 を放 つ

もの と云へ干う

5  I V  



.... ':'  ｾ ＺＢＮ｟ Ｇｾ Ｎ ＧＢ＠ Ｚ， Ｎ ［ ー 嶋 ＭＮ ＮＮ ｾＮＯＮＺ ・ ＮＮＮ Ｎ ＮＮ｟ ::  
‘ ι 干 一一 一 一

ＭｾＭぺぐ 勺 Ｎ Ｂ 二、守Ｎ ｾｾさ きょ 正 日 Ｑ 、Ｚｾ Ｎｾ ＮＧＮ＠ l ‘  白

、、 ［ Ｍｮ ｾ ・ が 旬、 Ｚ・ ・，Ｎ Ｚ，［ＺＺ ｾ｟ Ｚ ＺＺＺ， ｐ ＮＮＡｯＭＺ［ ｾ＠ Ｚｲ ＮＧ￬ ［ｾ＠ :... ，. ".:- ｾＺ＠

j ' .:! •• Ｚ ＭＧｬ ＡｊＺ ・Ｔ 白 人 品心ｾｾ羽ＭＭ ・ Ｇ ＨＮ ， Ｎ ，［ｾ ＮＺ 、 手 Ｎ ｩＮＮ ｾ Ｎ［

6 . 温 室

木造及鎖骨卒家主主 、建 坪 2363 卒 方

米 、附周テレ ー ス 18.2卒方米 、軒 高

2. 17 米 、( 暖 房装置を合む〉

公 闘王民連事lfr 木 造平家建屠根瓦及鋼

板主主 、建刻! 73. 9平方米 、附腐 テ レー

ス約 19卒方米 、苦Z案の入口にテレ ー

スを設けバー ゴラ を附 け て 四季 色 取

P 取り の花井陳列と出札ボックスと

を美化し 、そ の隣に獄i西な公悶事務

所を設けて公営の 固 さを和 らげ得ら

れた硲は此の 寓買 によく '!Ii!は れて居

ると思l..s、

7 . 公 園 入 口 門

鍬 筋 コ './ p リー ト遁モノL l'ノι 刷毛引

及綴木仕土 lグ、高 梁 F 2. 2米 、 rlJ 内

法 2. 4 米 、引 戸 木造高 1. 3 米

茶臼 山西入口に設け られ たもので: m

: ; s: しい屋根に代って丸太を 載 せてあ

るのは 駆 快に又 雅 味 を 添へて 居 る

IV  6  



8 ・9 . 和 気 構

橋! l f r鍛j世j コ Y クリ ー ト

治 勾欄木治 、 rI13. 3;)任、

中 央 舞 揚 rlJ 5. 3米 、令 長

45. 0 米 、五: 径問一極rm

9. 0 米 、巾 央- {豆問 を 舞

揚 と す 、橋 商の高 、J-"

T訂よ り最 高 2.3米 、反 P

中央にて 3コ獅

此 の 橋 は 茶 臼 山2え河底

池 の 史 蹟 地 並 に 附 近 風

致 1'( 制 和 す る 様 純 和 風

の 藤 原 時 代 様 式 を 取 っ

たもの で、橋脚、桁、

梁 、 絞 は 凡て着色モノレ

タノι 擬 木仕 上 げ、橋 護

は自然石商L絞 援 上 げ と

い 勾 欄 は 内 地 檎 材 を

用 ひ 鈎削り の上生能主主

で、 擬 5聖王朱 t土釘 隠 し俸

のｾ物 は 凡て銭銭製 青

銅t度合仕上 げ の もので

ある 、 各 部 の 7 ・ロポ ー

シ ヨ y の良 さと四国の

景 趣 と の ハー モ = ー は

糞 し 古 代 風 の橋を 持 つ

大 阪 市 内 で の最もよい

景勝 を現出したと云へ

やう

7  I V  



1 0 美術館正面大階段

鍬筋 コ ｙｹ リ ート 造花陶石ｾ

: zv. 商坪 340 卒方米 、巾2 1米 、

49段 、l %揚 2 段 他 樹'wn段 、

雨肩飾塗2士官Z燈付

美 術 館正面の烈面を閉塞し在

来の石垣を打抜いて之れを雨

Ji fの根 締めにキIjffl して築迭さ

れた公闘の主幹道路を司る持者

段であって直線式デザ イ ンに

よる家111さは美術館の前民主化

相 態はし〈公閣内建設 物のー

維とし又大阪市内での大階段

と格 し得るものであら う

I V  8  

1 1 . 藤 棚 鍛 筋 コ' . / ? リート 1土木造 、梁 間 84米 、桁

行3. 6米 、1 ;柱flO3.5 米 24問、高梁下地盤よ り2.7 米 、

制l 綾 木柱反 よ りの 出 1. 2 1米

運動場の 西1W) に〉削 11) のス タユノ ドと相針して あっ た作来

の木造を 改 築 したも ので納長いプラ ンからし て長方形

の断面を持つ柱と梁の 2 列を制! の桟木 を桁 に代用して

組付けた構造で柱、梁は着色モルタノL に擬木仕上げ 、

技木は荒木のま λ に防腐剤塗仕上げである



12 . 日本庭園

瀧 口及渓涜

;(E来の 日本. ! s 悶に

用 ひられてあっ た

自然石を利 用して

橋 渡 を 大にする ｾ

i品牛を コ ;/ ? v -

ト擬宕に よっ て 築

詮さ れた もので 擬

岩の技巧と しては

先 づ 完成 の域 に主主

したも の と云 へ 様

ＱＳＮ スｾンド

鍛 )'{J j コンク リー ト 慈 モノ" pz ，" 塗仕上 げ、 長 l ∞ 米 、 10

段 ( 1段2 1糠 x 54. 5糎〉附属塀高1 . 2 米 、日 蔭 棚 、餓 骨 銭

筋 コ シクリ ー ト及 木 造 着 色 モ ノ" pz ル 2k . クレ オ Y ート 刷

;毛引仕卜 げ、高 梁 下地盤 よ り4.5 米 、柱 lill4米 、24問 、初

rj J  5. 8 米 、運動場 東 側の道 路 沿 ひ約百に設 け られたも

ので スF シドとしては大したものではないが鍛傘の代

りに l 本 脚 の 日蔭 棚 を 建 て た事 は新 しい試みの ー っ と

云 へやう
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1 4・1 5 キりン舎及猿猿舎 ( 附属機械室)

鉱 ｉ 筋コ ＧＯｾ リート造平 家 総 注 尾根 、 ｭ 坪 Ｔ Ｒ Ｕ Ｎ Ｖ Ｒ ｰ 方米 、 軒高 ＷＮＹ 米 ｊｬｺ ＵＮ Ｗ ［Ｎ 帳 、 外 部決 猿

J侯合im路内部着色モノl d' '" Iil IJ 三si :JIz*' 一都 銀匝警告 仕 上 、英他内部白色 モノι F ル塗、 キ リ

ン合 内部栓明 J土屋根裏化粧 植 木 杉皮模絞入仕上 げ、主tt 具は 凡て鍛製の ものであって 、

キ リン及猿共に内外 より淑覧 し得るプラ y とされ 、泊路の 一 隅を機械室に 泊・て暖房装

置及第 泉 揚71 < ボ，/ 7 ・を設備されて居る 、f自I キリ y 合 出 入 口 り 正 首壁 面 には 陶探モザイ

クのキリ ンjボ産地生接見犬態 を表は して居 る ( 23i . t の司王商圏参 照〕

I V  10 



1 6・1 7. 猿 猿 舎 外 観 及 内 側
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重3

1 8. 動物園南門 ( 出札口 )

織筋コ ' /! l リート 浩平屋建陸 屋根 、 建 坪 36. 8平方米 、

軒 高 3 米 、外部白色入浴石研出仕上 げ、 u : l 札口廻りモ

ザイクタイル張 、其他白色モ ルタル品IJ 毛 引仕上 げ、出

入口は鎖製 γ アーシヤター付、デ ザ イ γ の 凡て が回! と

直 線 の交合 による新I成 を幣びたも の で新技の動物関入

口として相HI ! i しいも のと云へやう〈公衆使J f r 付〕

I V  12 

1 9. 責庖 ( 南園) 餓筋コ ' /!l リート 造平家 ill 緩 根

鋼板葺 、 ｾ主 ｆ 82. 5 卒方米 、軒 高 3.7 米 、外部活色モル

タノレ モルガ y 仕 上 げ、窓 、入 口廻 り}]!;兵木製オイノレス

テイ Y 主主仕ヒげ、 パ ンガ ロー式の喫茶応後夜応 で あ っ

て附内貰! 苫と してはF寄付のある主主のきい たものと云へ

やう



2 0・2 1 . 白熊濫 純平町坪 375.75 平方米、俄 jj1j コンク リート 芯モノ. !J ノL 塗 仕上げ 、岩盤高岩床より 3.1米

地 縁地 盤面より 深 4.5 * 、氷岩床平面主l ' 180 平方米 、1也E 絞 :<0 卒 方 米 、71q"?f- 1. 5米 、排水ポ :-- 7 ・室〈地 下〉

建 坪 14.05 2J'- 方米 、天井高 2. 56 米 、下古11フド前桝共地表面よ り深 6.1米 、寝 室 Zi( iiIJ 路 ( 地下) ｾＺｊ ｬ Ｉｩ ｆ＠ 57. 2 平方 米

天井高 Ｒ ＮＵ 米 、 沼 路 ｆＱ Ｇ ｴ 底土 止 笠Ｈｩ［ｾ 3.5  ｾ壮 Ｍ Ｑ 米 、 延 ＲＲ Ｎ ＳＵ 米 、 テ レ ス狐形 巾ＱＮ Ｔ 米 、 長 ＲＵｾ 転 、 手 摺〈必 管製ＮＭＺ

y キき1HI: _七げ〉高回線、其 他1曲線域柵. 寝 室rm仕 切 倣柵及出 入口 銭精 子 戸付であ る。 此の抵 は隣接 の カ ンガ

ノι ー置と 共にi l l IJ物州最南端 に地下道 の残土2え其他で盛土された小丘の中腹 を利 用して 白熊谷 、 カ Y ガノレ ー丘

を現出した ので共に無柵 式徒である 、 白熊 の生接地北極の氷 岩1段々と よ:jt 絞 ず る有様 を白 色モノレタノレの態 用 と

直線式のデ ザ イ ンとに よって印象 的 に表現し 、周固に岩壁を 鋒 立 さ して渓 谷の 感 じを出し、 弧形 の池縁 に は

自然石を配 し、 白熊 の雄 ;11: な動作をテレ ー スと岩壁 の上 とから 不 自然さを 感 じずに叡覧出来 る様 になって居

る、 岩壁の 一方 から 山の 中腹を貫いて地下寝室 主沼路を設け た惑は 岩留と山とを i1I: l J 出すに一着陸雨得な 方 法

と云へ様、地下 寝室の 採光 はデ ッキグラ ス を用 ひ たトップライトで、池 Ｗ Ｎｋ は ｾ泉を給水し、排水電動ポン Ｗ ・

E 段けて常に清白を係たれて居る

13
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2 2. 小 獣 舎 銭筋コ Y ク

リー ト主主平家建屋根片流れ

建珂; 55.92 f 方米 、軒高 2. 67

米 、内 外共着色モル !l '"昂1)

毛号| 仕上げ 、 出入口建具は

鍛中将子及餓板妓の二重m. 片

閲き ]j(_ 上 げ下 げ式、 鋭部 凡

て. . - . . ! : ，. . - キ愈仕上げ 、狛 、狼

のs¥を入れる援であって各

家 の運動場 の 問に空間を取

り植樹をして m:ii 百な獄舎に

軟か味 を添えて居る

( 23頁の2 f 面回参照〉

2 3. 舵 鳥 舎 木造平家建

屋根片流れ 、 建坪 53. 02 平

方米、軒高 4. 5米、運動場約

3∞卒方米、政鳥、火喰鳥、ェ

ミウ等を入れる禽舎で寝室

の基礎はコシタ ロート遣、

土墓は槍角材、柱は 凡て檎

の出節庫署き丸太を用ひ氷唱

で小屋組した寄称、片流れ;の

車 鈴 鍍 平 板一文 字311 であ

る、間仕切壁は桜板雨前E臣、

荒木のま L エ F ーナル塗、

運動場舟] 悶柵及仕切柵は高

き 1. 5 米銭 管 の 骨 組 に 姿 形

命綱渡 、人止柵は木造の骨

組に命綱を張 P 渡したもの

で、有11) - の匂・組は凡て . . . . y キ

塗 仕 上 と し、金 値 lく野趣あ

る騎快な出来上 P である ω

句 2 4. 鶏 鶏舎 餓筋コ y 1'

リー ト及木造平屋建陸屋根

及スレート鷲片流れ、建坪

57. 5 卒 方 米、軒高 3.8米 、運

動場は凡て鎖骨命綱張 、中

央に ドー ム形の孔雀合そ の

雨裂 に ｾｾ￉ 、 現ｽ等を入れるノ ｬ 、

家を持つプランであっ て全

般にスマー トな感じ で ある



2 5. 海 獣池 新聞l形卒商

:Ji F約 280 卒 方 米、71<深 l 米

池 縁は 餓10i コシクリート浩

外恨11入品E石i J I ; ひ出し塗仕上

げ芯び返し式の鍛術付 、i也

戸記 l土コン クリート防 71<モノレ

タノL 設 、主号属及中島 lニ! 邸前

コシクリー トの主慢に黒ト

石 を 絞 み 上 け. て自然主号機を

諮り 出 し. タト周人 lトー術 1: 銭

管 lk:;l L¥滋製 ペ y キ塗仕 上げ

のもの であ る。 此の池は在

来 の 庭池を改逃れさたもの

で従来 の 海欧 池に見る狭阪

さと 1滋柵天吉正の見背さを取

り除き府々とした ffr にアザ

ラシ の j間遠な遊泳銀りを淑

覧出来る様に工夫されたも

のである

2 6. 猿 島 外 周 擁 壁 銭 '  

筋コ Y クロー ト誌を外商人法

石￬ＩＡ［ ｴｾ ll : l し内面モノレ F ノレ

塗 、 手柄倣ｻｾ及錦織製 、 闘視

の直係24米 、外側|高地盤 線

よ り 壁 夫 総 ま で 1. 05 米 及

0. 6米 、内側深墜天端より! 反

而 ま で 2.1米 、中央烏の擬持

母 Ｔ 鍛 Ｇｉｾ Ｎｾ 裁 ｪ 世 ｊ ラス張 、 策色モ

ノ，" dl ノι 刷毛引仕上げ 、高地

務 総 ょP 約 8 米 、

狭 小 属、擬木仕上け' 丸太IJ 、

足風のもので岩石峨々たる

峻ぷのt (ri 聞に日本殺の l当然

生息 Ｗｾ え態を回 ｬ 反｝の手砲に寄

っ て日の世り事H主す る惑の

出来る殻侃l でモ y キーアイ

ランドと して従来l土71<を張

っ て1衰のl陀! 却を防いて‘ 居た

が、之れはタト舟j 擁壁の高さ

と内部のカープを考慮した

無 柵 抵 の 一歩新し い試みを

取ったものである

2 7. 暖 房 機 関 室 鍛筋コ

シク リー ト治 2 階建陸屋根

ffi Ji F  27. 5  zp. 方米、軒高 6. 02

米、焼失高 18. 2米 、外部着色

モルタノι 昂IJ 毛引仕上げ 、内

$ プラ スター 、一部防水モ

ノι F ノL 塗仕上げ 、建具凡て

鍬 製 で あって 在来の事務吉区

北隣に建築され率ら務関の

暖房を司って居る

15
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天 王 寺 公 閣 の 沿 革 乞 全 貌

椎 原
.rr. 
/ 、、 市

大阪市内 iこ現在ある布告公園は大IJ 、合せて40に主主してゐるが、その中で天王寺公聞は何

t 云つでも大阪の代表的大公園で面積地況に於ても内容施設より見ても、叉位置交通より

云つでも、市民が利用する駐の多少からしでも首然第一位を占むべきで、殊に改造工事を

了つTこ今日 lこ於ては. 我園の都市公闘として決して恥かし〈ない程度 iこ撃って来? このであ

るo 大阪市の公園の中で最も古いのは明治24年に闘かれ?こ中之島公園であるが、之 i二次 ぐ

のが天王寺公園で既に 3C年近〈の歳月を経てゐるから. 、その施設に於て改善すべき黙が少

〈なかっ 1: がそ の機運 lこ恵まれす・にゐ Tこのであっ亡。然るに先年住友男から寄附されTこ茶

臼山一号? ? の匡域が公闘 lこ編入され盟物園カ f 鎖張せられることになっ 1: ので途に大改越の必 ・

要に泊られ 1: のである。斯〈て昭和1'1 年 12 月から第 14 阿失業! 管念事業のーっとしてき手に

工事の財源を得 ＱＺ ので己主 ｩｴ Ｎ 工事が担施される ｅ になっ ＱＺ が 、 Ｒｲｭｾｪｬ の工事授を投じて約 ＱＰ

ヶ月の短時日間 にこ の竣工を告げ得?このである。到IA全国のブJ も大正 4 年 lこ大阪府から本市

八引継がれて現在の援所 1: 移持して以来、一軒の改iiEは行はれ1: が年毎に1枚容動物の1却を

lJJI 八限内初回を告げてゐ 1: 折柄、漸〈模台カ;劃来して之も約2J; 究6 千闘を費して似大 lこ菰

大せられ新政設をカJI へる こと lこなって面 目を改めること力 Z出来 1: から、近〈外装と 内部設

備を完成して市民にお目見得する市のま旅館を中心に 、天王寺公園は奮衣を脱いで誌に金

〈更衣新粧しに1 . . 3欠第である。

以下公園の生立から今日 lこ到る絞過の概要を記述してこの記念特別競の各首を填めさせ

て頂〈こ主主しゃう。

公 園 の 沼 草

大阪市で明治36年に Pr . 僻され? ご第 5 田内陸棚業博質合場敷地捌:の虚分が、同年 9 月の市

舎で論議され1: 結 果、時代の要求によってその南，* 釘約ぞ 34，30( 1 坪を先づ南公園と稿して

利用するこ t に認決され 1: ので? ? 時の大阪府立政穿校長 のチn原百介氏が大阪市公闘設備事

務，蛇託としてこの了事に偽'興せられ、市の土木51 留、杭 f系の手で博覧舎事務局から引絡を受

ｴＱ ＱＺ 奮美術館、参ヨ ｾ ￮ｲｾ 等 ＰＧ 週 ｊ 牧 ＨｊＧ 修ｦｦｬＧ並 Ｑ : 庭闘のー官製述11こ着手し1: が、間もな〈日露交

戦の春を迎へ 1: ので時局多端の放を以て暫 〈工事中 J I二の止むなきに立到り 、僅かに純物温

室の工事のみが続行せられて 37年 12月lこ竣成しにので 、悲に始めて天王寺公闘の名前が生

れ? このである。敷地の大部分は戟役中陸軍省に徴せられにので工事は一時停頓 してゐ? こが

17
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ラ ヂ オ 格

平手11克復後再燃して明治- l - J 年 12月に再び天王寺公闘

r  設備案が決議されて着工すること h な れ 日 本 風 林

泉は営時の東都世国界のE 匠酔園小津圭次郎翁の設

計! 品:'nのもとに 、叉其他の洋風花壇は井原氏の設計

を市技手守旺l賓氏lifi ' l 予のもとに工事を念ぎ 、42 年 8

月竣成を告げ 、同年10月15 日軍基大な開国式を奉行し

て公開されたのであっ? こ。

女で 43 年 4 月に到り 西方隣綾地一号容を整理して

15，941 坪を刻|へ. 44年 には運動場附近一帯の校様替

工事をなし柄物閥会新設して総面積約 5 寓昨の公闘

を完成するに到つ 1: 。狛公国内建設物としては43年

に大 日本武徳舎に 閣内北西隅の一角 1，500 坪を貸興

して武徳殿の建設を許可し、45年 4 月には奮参考舘

を改築して動業舘を建て天王寺公舎堂をも併置して

大i E 2 年 3 月落成し? このであった。

大王 3 年 6 月に市替動物困釦設の件が決議 され、 官時府立商品陳列場の前身 Tこる 惇物場

の附設 として経営されてゐ 1: 動物闘を市が譲受げて 、こ の天王寺公闘内の西北一角 8，000坪

を敷地に設置すること となり 4 年 1 月から開国しにのである。大正 4 年10月に は大正御大

概記念事業 とし て哲肉質合 美 旅館ｾￇｫ ｩｬｩ し て 市民 Ｑ 噂牧舘を設置する こ とを議決 し、 同 Ｘ 年

2月から府舘せられ 1: 。叉大正 6 年に市電軌道新設の矯め本公閣の南端 2，000坪が軌道敷地

に綿入せられ、 日本庭園の一部と花壇の一都合: 被断除去されるこ と、なっ て、 首初のプラ

ンを著し〈献壊し買部的にも芳翻を損する こと カ・彩しいの であっ 1: 。大正 9 年 5 月lこは温

室F付近ーヰ容を整理して通俗他物閣を設置し、六百有官金額の杭物を蒐集して植裁したのであ

った 。大正11年 3 月lこ到っ て住友吉左衛門氏から所有の邸宅敷地及茶臼山一国 17，523坪の

寄附を受げ た ので 、 大阪 ｴｦ ｾ ーの名苑 些 滞固 と史蹟 茶 日 山 主が天 王寺 公 闘 に カ ＱＱ へられる こ と

になっ た。即 も邸宅跡には市立美術館が建設され 、庭闘はそのまま保存される こt となっ

た。 この聞に介在してゐ る河底地約 3，000 坪も市の一部布地であっ1: が風致保存上から貿

牧 すること 〉な って公闘地域に組入れ られ? このであっ1: 。大正14年 5 月には 聖上陛下未

1: 婿政宮殿下にあらせられし頃畏〈も大阪市行幹のliI) J営公国内運動場北端に蝦設の奉迎

場便殿に臨御な り市民に令旨を賜はつ? こので、 この光栄を永久に記念してこ の地黙に記念

碑が建てられ?こ。

叉昔紫堂は大阪毎 日新聞社の寄附でE史上御陵事を記念して中之島公闘のもの と共 に浩ら

れ1: ので ある。
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名 苑 慶 j畢 園 の 由 来

住友児院家から有姿のま〉大阪

rri へ寄附 されに哲本邸の庭園は天

王寺公I{U鎖 遅臨域の約 3 分の l を

5めてゐて、 大阪第一の名苑 と誇

り得る所謂京都風の築山泉水型の

庭であって廻遊式に廊する純日本

式庭園である 3 この亙は明治の末

期から大正 にかけて造成されに も 皇太 子 殿 下 行筏 記念附く今上大畠陛 F )

ので流石先代住友男停が自ら庭師( 京都の小川先代) を指闘 して財力を 惜ます蔵月を急: がする

に遺られ fこ丈けあって、材料の樹石は勿論、樹休の配憾にも爆ギ[j や池や中島の地割にも凡

てが大規模で座II!Qに泣濫に申分のな い出来栄えである。殊に 局部均の j支巧に就ても非難の

ない庭・であっ て本邦の代表的名苑のーっ として数へることが山根ゃう。

者: て住友家で編まれに「些信事国造営記」か らこの名苑の沿革共他の大要会抄記してみやう

『 庭は大阪 市 天王寺区茶臼 山 ｉ ｬｉ ｲ に あ り、北は他を隔て〉茶 白 山に相封し束は 名 ｾｩｬ 雲水 に 接

す。西及南は通絡を挟んで天王寺公園に臨 tr 。此地 を 卜しi生後の工を起せ しは貨に明治28

年にあり、昔時は附近 一帯 肢も荒涼ｾ極め 、 西 ｊ ヒ隅 ［ ま俗に国ＪＧ山と併する高地にして雑木

漫りに生ひ茂 L 東部及北部には野生の竹叢あり 、南部丘原も復治ど無線の j街地 fこりしな

り。か〉る荒Ａ授 の 地 も ｪ ｩ Ｇｉ ｊ ｴＴｾ ｾ妬き高｛氏ｾ整へ鋭意之が利用を闘り 、 爾来明治生 ｬ 年 に 至 る ＱＰ

数年の歳月 ｾｬ ｬＺ し ＭｾＱ ｾ 三 千 よ ｾｆＮ の 地 成ｾ賀牧し得 て、漸〈 本闘の ［ 品吉 原を ＿ 構ふることを得しも

普 事終 堂

- Mk l V ¥! ? お お 「 さ 与 の なり。更 に邸

ブ ｾ＼ｴ｜ｾｊ ｾノて ｋ 〆 外茶臼山の五千
"'1 ¥ 1¥(  /  /  .  

¥・"' ，- ， I  徐坪の地も奮と

岩崎刀同家の所

千f なりしを; 喪り

受り 、之を修fi li

して 主主 ｫ 佳致ｾ

力11へ名勝 として

保有ーする こ と〉

せり。既に用地

の買牧を了り明

治41年、本閑也

管の工を起すや
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陵 r翠 闘
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先づ圏栗山の雑木を伐り 雑草を＿除き 、 低地の ｩ 宇 津ｾ固め丘阜の起 ｦＩ｜Ｚｾ 卒にして敷 地 を整斉

し Ｎ Ｓ たで虞〈四方に求めて庭樹を値践し定 石ｾ千 百置し、或は ｲ 也ｾ ［穿ち芝公敷きて以て林ＩｪＡ￧

の相ｾ整へ Ｎ 更らに住宅地並に迎賓用の 書 院及び ｩ 芋京Ｈ之等の建物は凡て既に撤去せられ

fこり) の工を進め、大正 4 年 12月に至 仁 邸 宅 並 に 庭 濁の工全 〈竣成せり』

以上のづ |用記載文によって鹿津閣の由来は詳かにされてゐる。底H符に於ては大限打へ引

稽佐受けて既に八星弱含過ぎてゐるが何等往時と堕りはない。建物としても喚魚，亨 . 留基手

亭の二つがそのま〉保作されてゐる。後者は特に 大正天皇が皇太子殿下の向 、第 5 回博

覧合開催中行瞥 'J) 際にこの; 事に御立寄りになって何底池の胎とりを御覧になった由緒のあ

る光栄の建物で、官時は河底地に臨ん? ご丘上にあったとのことである。

史 蹟 茶 臼 山

公園の東北隅 ｾｉｾ￮ める老俗離木の 繁茂 しに 王 子Ｎ 佼が 即ち大阪の史蹟として有名な茶臼山で

ある。古来惇へて荒凌と郁へ 、日本占紀にも推古天皇の元年秋 9 月に『是蔵、始i童三四天

。。

王寺於難波荒陵 ｊ とある。従って例法この荒凌なる名 ｈｾｨ［ 茶臼山［付近の地名 と 察知し得

られるのである。叉続日本紀にもを・ 3 の 9 、延暦 7 年 3 月甲子のf ( t に載せられ仁和気清j留

の奏言に

。。

河内概津両図之境。痢レ川築 レi是。自 ニ荒陵商 - c辺二河内 )11- 西通= 於海云 -"0

とめるのを考察 しでも前者の荒陵と同じ難波のも のなることが類推される。荒凌山と枕

する四天王寺の位置に就ては古来異劫がないのであるから難波の荒陵は嘗然 この茶臼山に

外ならないことが催認出来る 。荒凌の意義に就ては解説を異にする史家もあるが茶臼山一

宇野が荒涯と呼ばれ? こ地結 -f あることには異設は無いやうである。更に この古績の由来を顧

るに未Tご雌設なきも 書紀編纂首時に於て既に被葬者の停へなし規模の相首大きい貼から

荒陵として世人の注意を集め たものらしく勿論その鋒i誼が同時代よりも遡ってゐることは



明かに推定される。即ち上本 Ｑ Ｑｉ ｲ 高宝 の 南 Ｚｾ￟ の ー ー 部を利附して前方後凶式が佳まれたもので

北西方一心寺 との聞 に掘り下げた別 が顕著で西から南に亘る河底池 も叉同じ名残と して 見

られるが、但しこの方は東方 の堀剖 とI州連してゐて延暦 7 年に和京消!底の掘盤を試み にも

の と体へ られてゐる。現在Eをされてゐる後闘 の大部分は公団敷地となり . 永久に保存 され

ることであらう 。

鹿長 ＱＹ 年大阪冬 の 阿 ｩ の際には Ｑ｝ 月 ＱＸ 日家康ｦＮ ｗ 兵百徐 ｉ ｾｦ を従へ 茶 ｲＭ ｊ 山に 登 り秀 ｴι と舎し、

藤堂高虎等を召して大阪城攻略の議を聾し吹で 12 Jj 6 日から持久戦の本陣としてこ〉に本

協を定めたのであった。ヨ手ー元和元年 5 月 [:11議 fI Ui . れて夏の陣起る や大阪勢の民間幸 付機先を

制してこの地に陣を占 め越前兵と数回戦を交へしも 衆寡f放せす¥ 遂に 5 月 7 日再び東軍の

手に入り 家康又本陣を こ 〉に移 し大|茨落成に及ん1': のである口家康孤島Rの醤跡は茶臼山の

北面にあったと傍へられてゐるがそのl M) iは詳かでない。山の高さ海抜27米( 地上 8 米徐) 周

囲約 630 米に過ぎないが大阪史蹟のーっとして著名である。大阪府では大i El l 年 3 月27 日

附で茶臼山一帯を史蹟として偲指定せら れに のであっTこ。

改 造 賓 施 の 機 運 到 来

前述せし通り天王寺公園は創設の後に既に故1支の改斑篠) 長に よって統制めるフ。ラ ンカ;筒L

れてゐ ｔ こが、 更 に敢多 の建物の築造と数回の臨時催物とのｾに 、 部分的に も 破表されに箇

所が少〈なかったのであった。住友家から寄J付を受けた腔津園や茶臼 山一帯が編入せら れ

動物闘が鏑張工事を施すことと Tよって 、愈々大改治の必要が迫っ たのであっ 1: 。

義に第二次都市計登事業の公園槍設計輩が決定せられに中にも、天王寺公園の改造項目

が含まれてゐたもの〉 、財源の閥係上米1:' その質施を見なかっ7このであった。然るに突如

好機は到来して第14回失業舷急; 事業の大部が公闘の方 に振り向げられた ので . この多年の

希望が窓に達成されに次第である。

失業救済の土木事業は工事の性賃上従来の道路 . 下水 、河川等の新設改修のみ に適用さ

れてゐて、公園設備工事には内務官局の指定が無かった。従って地 方臆 としても申請せな

かった矯めその例を見なかっ r: のである J 然し濁り大阪市ではH討F口6 ・7 (，1ミの雨竿に市岡

と森小路と のこ小 公園 の新設工事に之が適用を許され 、 抵に数Ｑｩｦ，凶ｾ費して「事を＿完成し

た先例があるのであった 今今芸大の工事質胞に蛍つでも内務賞局としては首初は多少の挺辱

があっ たゃうであるが 、川上也費を要せす・して努力資が比較的嵩んでゐるので録も失業救済

の目 的に誼して ゐる鈷と 、 このＧ［ｩ専念ｾ要する公園汝 ｩｩｴ 設備工事の質献を察知され再三審議

の結果、本市の熱心なる申請を牧れてその起工が認許 されに のであっ 1: 。斯 〈て努力費の

2 分の l の国庫補助のもとに愈々改造工事が始められ、僅か i ヶ年を要せすして新粧を猿

へることが出来? このである コ

改造を了った新粧の公園

明治42年以来局部的には幾度も工事が施されfこが商目を一新しに のは今度の大改造で 、
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金聞に亘って改造の鶴1苅が加lへられない箇所が無い程である。即ち大韓芸大の内諜通りの各

地区が新粧を整へて更生しに姿を市民の享楽に供せられるやうになったのである。

イ

ロ

ノ、

ホ

茶臼山及陸海園附近一帯

植物温室及花壇附近一帯

日本式庭園

音柴堂及運動場附近一帯

動物園

合計総面積約

72，700 卒方米

39，650 平方米

33，100 卒方米

36，350 卒方米

57，200 卒方米

225，000 卒方米

この改造工事の詳細は櫓営の諸君が或は工事現場の模様か ら仕僚の概要とか、或は設計

上の要型ふ叉は潟虞や国商に就て夫 ノセ解殺される筈であるから 、自分は全貌{ f 設〈に止め

て欄筆して置 く。
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地 下 道 並 に 水 族 室

銭 筋 コ ンク リー ト造 、 建 坪 237.4

平 方 米 、深 3，6 米 、'ff;i ，構大小 17ケ

上摩桁預察 、出札主主、建主P83.6卒

方 米 、1. 1蚕物置 、主v; 珂; 64.S平 方米 、

軒 高夫 々 4.15米 、外 部 リソイ ド掻

き取 り仕 ヒげ、 内部 白 色 モルタノL

の品'J 毛引 き仕上 げ 、建 具城 製 焼付

i漆塗仕 上げ のも の で動物 尚正門改

札口、出札口 を粂ね又公 闘正門 を

も 粂 ねた 使 命 の 多 ｾ ， ｾ 物 で地 下道

を利 用 して 7)<族 室 を 設 け た 事は奮

し興行的 関f1(( 白ハ ー七 Y トと云へ

ぞコフ



i宣

動

キ リ ン 舎 及 E毒 殺 舎 平 面 園 ( 10頁の 同上篤 員設 明参照〕
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直等霊類舎 木造 卒 家 建 屋 根 瓦 茸、 建珂; 74，3 卒方米 、軒高 7応 米 及 2，3 米 、厚根化粧裏板 張 り 高 松 式 昭

和光を用ひ 室 内は板張りの上模様入 リ ノリュウム政、内、外 部ベ シキ君主 及外部 ＭＧ［｜［ＱＱ ラス強 着色モノ ｾ ｾノ ｌ 掻き

取り仕上げのもので、 ' 9 7 ' 媛をf . t i 1 め高等猿類 l亡必要な紫外光線を 充 分に採り 得る E宗根 (- 1:舞 でゲルマ ン民族の

住宅に見る 形の呉ｾｾを 放つものであ る

#一一一一一一- 4，5

.2 ，0 子押し

腰 錯

地 覆 銭 筋 コ ' /! l 9 ート遁

昔草木仕上げ、雨脚猿形、中

失脚九太形共に鋳銀梨、

脚繕ぎ鎌管、之れに板を

一一
ｾ＠ 架け渡したもの で減 、 木

部 凡て ペ y キ塗 り仕ヒげ

であ P 金〈 小自宅 の聞に ヰ目

際 しいものと云へやう

。
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"" 

、え

も一

J i l l  

動 物 圏 外 柵

地 覆G銭筋 コ γ !l 9 ート 遺

モ l I-7' l I- 刷毛引仕上げ 、

柵告書銭 製 ベ シ キ 塗 仕 上 げ

のもの であ る。
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動 物 飼 育 の 立 場 か ら 見 た 動 物 櫨 合

林 イ主 市

動物闘の動物合及惜の設計は動物の飼育及管理に闘する ｾ［ｉｬ 識を基礎とし てなされなりれ

ばならぬ。而して動物の飼育及管理は動物の生理及生態が Gr und . となる事言を侠 fこない。

動物生態事 Ani rnal oecology  e云 ふのは長近に殻達した動物製の 一分科でめって 、動物

がその外圏の種 k なAA況に劃する闘係を論争る事問である。 Oecol ogy といふ術語はギリ

シヤ語の Oi kos =  house.  logos =  sc: ence から 来 ? こもので即ち動物の home life ｾ研究す

る撃の謂であり 、生態は生前J/ J¥態の略語である。この生態墜の中にも極々の分野があるが

動物の飼育に最も筏接な闘係のあるのは各個生態撃と宜験生態較であらう。

各{防i生態皐 A ut oecology と云 ふのは 、動物の個々の極々について詳し〈その臼性を研

究する方法で 、原則としては皐者射づから野外に出て動物の棲息地について 、外園の僚件

及動物の738性を観察記錯するものであるが. 時には室内に持師り嗣育して述笛観察をする。

前 世 紀以 来 プ レー ム ( A E.  Br ehm.) フリツ、γ ・ミユラー ( F. M iiller ，) フア ー ブル( J . H.

Fabre) 等が詳細な詑鍬を践して〈れて吾 k 飼育に営るものに便宜を輿へてゐる 。 これらの

研究に依っ て 牧零動物の棲息地の ｬ 伏況 、 動物の生活 ｊ 伏態 、 自然自 Ｑｾ 料等 ｾｾ［ｉｬ り得る一方 、 又

吾 k 自身常に. l J X容動物 に直接 k 網して得る経験が大い に援けとなる。

この知識及経験を基礎 として動物を飼育するのであるが . その牧容i置も その動物の習性

に最も適した構造ｾとらなげれば立仮な 飼育成績は 上らない。例へば日本 の猿は森 林の動

物であるが、就中岩石の多 い地方に 多い。営園の新築猿ケ島の岩山はこ の黙を考慮した も

のである。銭柵 4本にしてもその動物の力及性質と封比しであるので、J . i L 獣の出は頑丈で

なげれば危険であるし 、叉羊や牛馬の如き揺順なものが厳重な鍛柵に入れてあっても痛々

し〈って見られないで あらう。

賞験生態ｾＺ E xp巴r i mental Oecol ogy と云ふ のは、II抑ト観察が動もすれば組維に流れる

廃れがあるの に封して、之 を補正する主主賓験室内に於てー居精密なる監耐を行ふばかりで

な し 各佃生態製的研究が記載的なのに封して 、こ れは賓験分析的である。この賞験生態

阜の研究封象は動物の生活即ち呼吸 、管養 . 排Iι 運動 . 務殖等に必要な因果律. 環境の

要悶等であっ て、 ( か〉る態度は院し、意味での生理中J であるが 、生理取は動物に内在する

要因を重要服するのに封 し. 之は外閲の要国営研究するもので ある) こ の要因の重なるも

1"(  2 6  



のは

1 . 温度

2. 光( 不可閥制限外光線をも含む〉

3. 調度と蒸殻速度

4，外国媒圏の性質及その運動( 気流、水流)

5  地桜

6. 食物並にその有機的要因( 寄生々物 、自然敵 Nat ural .Enemi es，もし〈は競争者

Compet i t or，即ち同じ場所 で同じ食物を要求する動物. 或は直接間後に或る 交渉

を有する犠な他の動植物等々 ) 。

であって、これらの内動物闘で最も軍閥して ゐ1: のは温度である。スティームを通じス

トー ヴをにいて保温し 、夏は氷塊を置いて冷却してやるのであるが 、最近研究の結! 具 、光

線特に紫外光線が問題となって来 てゐる。既に外図動物閣の定設は線、ての動物殊に腿虫類

は多少温度は低下しでも、太陽光械を裕せしめれば所動もし食事もとる事に童話H' 置号、

それを賞行して効果を めげてゐる。鰐、錦蛇は冬の好晴には Open air に曝し太陽光線に

あてる。熱帯の動物には是非強烈なる紫外光線を必要 とし、 或窓l床に於ては温度よ りも 重

要な factor であると云ふ。今までの方針が唯熱帯は暑い所であるとして温度に重きを置

き過ぎにのがいけなかったと思はれてゐる。

動物合の構造もこの意を酌んで、人工太陽光線を generate する ul tra-violet l amp i >用

ひ、叉日光の t ransmi ssi on の震に石英硝子の天井や、 guart z gl ass 張りのヴエランダを

作ると 云 ふ風になって来 てゐる 首閣の地下道の水槽に紫外線電肢を用ひたのは即ちこれ

で. *. は比較的紫外線を吸牧しないものであるの し 熱併魚には相癒し し 且 つ 植 附 け た

水草 . ?ili額には是非必要であるのに依る。叉組、て熱併産の動物の慣は南面或は東南面して

作り、白熊. ベングイン等極地のものは北商せしめてゐるのも、この光線を重l視してゐる

のである。 Medi um の性質についても充分考慮し、水族室の水は牧容魚類の性質 iこよっ

て、温度の調節のみならす¥ 溶在酸素量及水素イオン濃度をも出来る にり 注意するつもり

でゐる。

陸上の動 物に於ても最も 重 要な のは光線ｾＶＡＺ祭である。策象 天 候の艶 化に 針し て人 篤的

に保護 する需に、 動物を房内 に入れよ うとする のは遡営な方法ではなし 、。温度の低下に際

して簡単に暖房すればよいと思ふのは必するしも営つては ゐな い。動物の意志にまかせて自

ら欲する行動をとらせる 様 にする のがよ いので、人震的に保護す ると却て誤る。 新 キリン

合及猿喉舎は特にその駄を注意して屋内部 と開放部の交通を自由にして、人様的に動物が

その何れかにゐる事を強ひ争、雨天 でも 寒天でも開放部に出Tこいものは出させる機にして

2 7
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ある。鶏難合、白熊合皆同じである。

暖房の方法に閲しては、 空気を混めす・に床を暖め 、遁首な主主等 を輿へ て自ら 調節させる

事が理想である。

今外国動物閣の例 を二三奉げ て見れば、 最も推奨するに足る のはロ ンドン動物園の腿虫

館で 、これ は 1927 年に首時の腿虫類の管・理者 Curat or 故プロクタ ー嬢J . B.  Proct er の手

になっ fこも のである。大 きい鰐の地 主多数の T errari um房からな って ゐるが 、各房内 を、

それぞれの動物の種類によって遁宮な土砂、岩石、植物等 を用ひて出来得る限 り自然段境

を模作し、側壁と脊壁にはそれによ〈適合しに形苗を施し . 光線、温度、協度が各房毎に

- k調節せられるようになって ゐる。例へば或 る房では乾燥 しに砂地に赤道直下を思はし

めるような太陽光線がぎらぎ らと照ってを札或る房では水の流れてゐる i熱地の模篠で熱

帯植物が繁茂 してゐると 云ふ具合である。 熱源は線、て電気で各房自 1動的 に調節される。光

掛の電気と令して 、こ の館の主要部t.: v; に月1ひ られに電線は 2U mi !es に上ってゐるとい

ふ 3 その震に 、普通のff ' e虫館では動物が飴 り動い てゐない が. こ の備では始終活動してゐ

て見物が嬉ぶそう 1': 。首闘の蚊令新築の際には充分 この貼H:' 考慮 して 見?こいと思って ゐる。

ベル リン動物園 の猿類榔ご子官官 A f f enpalmenhaus もその好例で 、温室造りの 中央に熱帯

構物花壇 を設り T二、 頗 る立派 なもので、工費70寓マークを要してゐる。

ライプチツヒ動物闘のまず[ しい厚皮獣儲 Di ckhaut erhaus も進歩した立誠 なものである。

(乙 れ らの詳細 な 構 造に御興味がおあ りなれば改め て設計図 と共 に 詐 設 し て もよろしい。〉

か〈生態率的な研究によって動物に適合し? こ fact ors を集め . 人 箆的に原産地の僚件を

再現する 事に努力する傾向 のあ るに針し、 一方ド イツ のハ ーゲン ベツク動物闘が動物の気

候順化 A kkl i mati si erung を高唱してゐるのは面白い。即ち仮令熱帯地産の動物でもドイ

ツの荒い祭候に順化させると 云ふ主義であって、例へば雪が降つでも駐鳥が卒常通り柵の

中を走 り廻って ゐると 云ふ事を自慢にしてゐる。 駐鳥ならば大阪の闘でも雲中を走っ てゐ

るがＮ他の動物 の順化は Ｎｾｊ ｉ｜ れな い者 には 胃険 である。 ｈ ｡ｧ･ ｮ｢ ･｣ ｫ の閣の動物は 他と 違っ

て展覧するのみが目的でなし世界各地の動物闘や遊園地 に賓 り蹟め る商品な のである か

ら、太陽燈で照射しなければ死ぬ様では困 る。 この策候順化が商品憤値を高め る重大な

僚 件 に な れ 且 つ 助 物 飼 育の天才 と云はれた手腕と 長年の経験によって始めて Akkl i ma-

t i si erung の言葉が生きて来るのである。

次には揺禁の方法及柵の構造に閲する問題であるが、 従来は権に容れ、鍛柵で園み、或

は供柵ｾ廻す等が普通な常識で、特別な例としては熊などを地卒下の石園ひに飼って見下

ろさせる様にした〈らいのものであつに。 これが徐 k に自然風景的背景を? とり入れる様に

なれ途に現在の無柵式離に進化して来t: 。鹿などを放牧風に 、森林を とり入れ簡単な木



: t 冊で阿って伺ふとか、鈴羊や山羊などを岩山を作って入れる( 甲子闘の阪神パ ークの山羊

令はこの一例であるＩとかしてゐたのが、獅子、虎などのｽ孟島 ｫｾ も放飼式に伺っ て 鍛柵を

除去す る様になって来 1: 。 これ はハ ーゲン ベツク( 先代の Carl Hagenbeck) の創案であ

る。即 ち脊面及両側を自然風景的に進 札 動物と人聞 との聞の厳重 な鍛棒を撤去するもの

であって、こ の震には見物人が近づ 〈限界の.fj[の 内側に遁首な深 さと 腕の摘 を穿っ て. 動

物には共を跳ぴ越えられぬ ようにし 、観衆にはその濠が見へぬ厳にする。首闘の新白熊合

が即ち之であって、こ の場令には諒は7k をはって白熊の泌泳が見られる様にしであるつし

かし大抵は昼該- である事が多し人除り柵の頂上から内部に向って盛土をして斜面にし 、

そこに遡蛍な 純物を楠ゑ ると、観客から濠が見へぬばか りでなく 、背景と植込んに植物 と

の調和1によって、此上もな〈自然的な感じを見物に興へる。ハ ーゲンベツクは此の様式を

創的し1: ばかりでなし叉最も美事な無柵侃を? 巡ってゐる。

これを? 凶 I訊ーから見得る様にし 1: のが猿 ケ島であって 、アメリカでは Snake I sl a. nd も出

来てゐる。但しこの型式は地下道でも掘らない限りは食餌の給興及管理に梢不1更を? 俳ふ。

兎に角動物閑は一面粧合教育施設であるから生きに動物と共 に、 その動物の棲む自然環

境金模して . 自然捷息地に於げる生前に近い生態を数へる事は 望 ましい . 此の意味で 一区

制に伺ふ動物を一種に限らす¥群集生態験的 synecol ogi cal に同 一群系 c o mmuni ty に属

する勤物を数種群居せしめ るl f.は興味が深 い。例へばアフリ カの草原叉は宇沙漠を模して

縞馬とキリンとカ モ シカを入れる如きで . ミュンへンの動物量lは之にカを注ぎ . その名 も

動物地理謬闘 Geogr aphischer T ier- park 略して Geo-z 0 と呼んでゐる。しかし之は閣

の建築に徐り闘係がないから省略する。

最後の希望は一つの闘としての躍りであっ て、 調立し ＿ こ各慌の機ｾが有 機 的の連絡 を ＿と

り、高低を設げ 、それに樹木を配して、 どの場所から見てもその 一部分が重芸術的 に一つの

景観? なしてゐる様に工夫した ρ もの であ る。勿論一- つ一つの艦につい て もこの事は重要

で、見 t: 目に感じがよ〈なげればならぬが この事は既に吾々の手を離れて建築家の技術で

ある。 ハー ゲン ベツクの悶などは この貼 も充分考へて 作られてゐ る由を聞いて ゐ る。

世界で第一流の動物園と云へば先づ指ぞロンドン 、ベル リン、エユーヨー ク. ワシ ント

ン等に屈しなければならぬが 、それらの閣では . 園専属の建築技師が置い であ り、一方飼

育の側では町ｉ￬乳類 、 鳥類 Ｎｲｲｾ 虫類Ｎ雨按葉真、魚類Ｎ昆虫類等にそれぞれ専門の管理者 ｃｵ ｲ｡ ｴ ｯｲｳ

ｾ置 いて 卒常 よりよく 研究し、互 ひ に宅密接な連絡をとって杭合や設備 の 改善 に 好 力 し て ゐ

ると きら経費が許きるれば長も望ましい事であ る。

以上簡単に飼育管理の 立場から見 fこ動物園の艦及設備を述べ て見1: 。

( 9.  3. 23)  
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天 王 寺 公 園 の 建 築 物 に 就 い て

富 士 岡 重

天王寺公開一帯は 、n' p年法的に風致地域に編入されて 、向ー居に公闘としての. 意義を?

高められる様にな っ1= が. 本公聞は従来より 、特に其の風致(1") な取扱ひに意を用ひて . 大

阪市域の最も本格的な公闘として、育てあげて来1: ものであっ1: 。

これは、公闘の成長し仁 、過程を看て も理解 される 。

掌ては、ゃうやく博覧舎の一合場で しか なかっ七 、-- lIl r地より、 運動場を設備 し、動物

闘を本ntT橋より移し、林泉池まff を工築し 、茶臼 山を 取入 れ、こ の度も美術館の建築を配し

児童遊戯場を完備せしめ、動物闘を横 j長する等の、各時代相I![}!. の工作 を‘ 絶え す・試みて .

漸〈今日 の形象を得たのである。数十年を要した天正オ公闘の工作 も. こ の皮の動物園の

完備 ・美術館の新装 ・植物閣の戯張 ・花壇の整備 によ って . 一段F容を告げにのであって 、

ここ数年に豆つ1: 救済事業中の . 天王手jで公闘改造. 及び昭和 7 - 8 年度の動物園蹴張工事

は、そ の長後の一仕よとなったわりである。

これら の工作によって 、天王寺公闘は大阪市域内 l唯一の、完全な綜合的な大公園となっ

1: 。

元来 . 公闘 といふも のは 、遊歩場金主 とし1: 公岡 、遊戯場{ f 中心とした公図、或は柄物

園 ・動物闘 ・墓地位苛- の外苑を主HRとしにも の等. その主要機能は 、その用途駄境によ っ

て、そ の特殊な傾向があるもの である 。中之品公園の遊歩 、市内小公闘の遊戯場 、ハ f ド

パークの漫歩、大規模のものではイエ ロー ス トン公園 、本邦図立公園の山岳的なもの等.

その適切な例であって 、建築等の施設物も亦共の公園のもっ て居 る機能 ・紋態 に舷じて 、

不可避的に同じ範曜の もの となる事は 、イエロー ストンには 、 その路谷に鈷在するヒ ュッ

テ、上野公園 には、 その森林丘陵を引立てる各種の施設、隅田川公園には . 首{ f 得1: 水泳

川プー }L- {f と、 例にあげな〈とも自明の事である。

閉 じ意味合から 、天王寺公闘 L その包含 してるる機能・用途から 、 その建築物の特異

性が抽出され得 る。

今. 天王寺公闘の建設物を述ぶる に方って 、恒りに綜合的 な公園に形J j ! f っ てゐる、各 プ

ロックぞ匡剖して見るならば、児童遊戯場 ・運動場 ・事闘( 公金堂 ・美術館 ・音楽堂 ・博

物館一帯〕・臼 本庭閤 ・植物閑を含む花壇方面 ・動物闘等に大別する こと が同来る。

' V3 Q.  

そして、前迷の こと から各プロックには 、その特殊性に感じ? 二 、施設が地されて ゐ る事

は勿論であって. 植物園一帯には、グリーンハウス・リリーポンド・噴水塔・コロネード・



壁泉のある ペルゴ ラ展望事等が、このプロックに賞金得仁、似つかはしい存在になってゐ

る事が首 肯される 。

そしてこ の施設が、 公園の機能を 果す、何 ものかになって ゐ る幽車 であることは質言 を

要しない 。林泉他府 の深苑 に立 入つでも、少時の泊遁の後には、 気の利い 1: ベ ンチのある

浦桝な パ ピリオンを探さうと 歩 を早め、幾何製杓な花壇の中央に、建築的に擢ん HHこ一基

の噴水塔は、よ〈花壇をi問す かの援な. 象徴的な効果を 輿へる D

質 ｩ 二、建築・施 設 物 は 公 開 の 紘 Ｑ Ｑｬ ｾ で あ る ｯ

建物の取扱ひ . その場所の選び方 tこょっτ は、紘と な るべ き面積金割い? こる損失は、自

然美 を強調する、風致的な償値によって十分に償はれる o スヰス の絡谷に初旬 してゐる.

純白な橋梁の柱列 . 大和 の山腹に黙在する深紅の塔・白砂青松の聞に隠見する 自主: の燈甚

などは、貼限以外何物でもない。

11f : し、留意す べ きは、時じて 害 ともなり易い事である 口

この重要な役目 の建物も、動もすると 誤 つに庭置によって . 公闘の風致と樹立しに;存在

となって、殊更に隠蔽され? こ場所を選搾する、不自然さを忍ばねばな らなくなっ? こ L 紺i

おな非建築的なカ モフラー チー を以て 、存在をカ弱〈迎へ られる{ 氏自 lこ陥るものである。

曾て 、ある路谷に 7]( 力強電所を設り 、夕、ムを言十聾されに折、その施設が . そ の地方の一

部か ら・山紫水明の致命傷であるかの如I ¥、迎へられ? こ事 も、めながち他山の石として.

等閑視する事は出来ない。

大阪市民にとっては、 天王寺公園一帯は 、市域内に漸〈得Tこ線地帯であるので 、特に留

意せねばならぬ問題である。

この意味から天王寺公園の建物 ・施設物を 、前述の各ブロックに就いて瞥見してみやう。

本公閣に就いて 、第ーに脱野営掩ふものは 、高葺にき筆立 してゐる美術錯しそれ i二随w

する一連の建築物である。 美術館はいふ迄もなく、他の大都市の有する美術筒に比して 、

決しで遜色のあるものではなし大阪市にとっては、亦共の文化石? 誇 る一つの代儒者とな

るも のでめる。それに中之島にあっ七 、三井家の門廓を配し. 正面にはフロントアヘ エエ

ー と前庭とを設け . その外苑には 、2 基の封構の門柱を以て之を擁してゐる外、背面には

茶臼山の古雅な深苑が、美術儲を して落着きのある ものにしてゐる。地理的にいっても 纏

まりさからいっても、美術館及びフロ ント アベニ ュー・外兆を包擁する一帯は、本公園の

核心となって、風致的に統轄してゐる主云へやう。向茶臼山は、近代的な公闘にあってJ f L

り北に池汀、南に林泉地府の瓢逸に満も? こ風貌の作庭 イri 局でもって、その古典さを孤持し

てゐる。

茶臼山の古淡に割腹して 、未申の一隅に新装されT二日本庭闘は 、新時代 に見直され7こ造

園手法でもって 、清雅 ・風趣の策 を体へてゐる。

執 も、建設物に就いては. 古雅な勾欄のある橋・燈節・四阿屋等が、添景の役をしてゐ

31 I V  



I V  3 2  

るのみで 、ー腫に自欲しいものは見蛍らない。

茶日山を右廻すると 、花I立を主 とした 、肱洲復興式の庭園に出る。

色彩の鮮かな噴水上位- . リリーポンド ・グリ ーンハウス ・コロネ ー ドが . 南場をうけてゐる

態が自主? 牽< 0 この花壇の中心であるリリ ーポンドは、東に造手平壌 ・西に展望益となって

ゐるコロネ ー ドを控へ、 北に一連のグリ{ ンハウスを脊負ひ、その輩庭となって、眺めを

一身に秋めてゐる。このあ Tこれま 、公園の地相からいつでも 、明朗な南向であり 、公園の

白眉とならぎるを得ない彪である 。

改iit 工事中でも最も力黙を置いに場所である o 全〈の改鑓 fごりに 、建設物と造l刻との構

成は 、完全に密着して、「互にt 1 a 木とな り、 支柱となり合ってゐる 」の表現を至営なものに

してゐる。

更に右折して、 博物館 ・音楽堂 ・公舎堂等製闘風の色彩 STflFぴてゐる一? ? ? を経るし澗

遼な運動場 に出 る。この運動場も 、パ{ ゴラを掩ったスタンドを . その外出に繰らし、公

式には遠いものにしても、卒淡な遊園行柴場{ f 目棋に改修されてゐる 。

更に動物園に腕11 ) ' を移すならば 、自動物闘が改造され 、更に 3，000 j ; 手伝楠加されて 、北

固として依存してゐる外 、公凶のグランドアベニュ ーを隔て入南国力; $ r 接の 5，000 坪を

擁してゐる。

建築に就ても、北闘には 、河馬舎の増築 、高等猿類合が樹査を背長に新築された外、横目長

された方面には 、st 烏合・舞韮・ノl、:，10 ¥合等がこの方商{ f 、童話的な気風の ものにしてゐる。

特にこの舞蚕は 、此の種の問矢の試み として 、可成の期待を} ' Wげられてゐる 。卒日は高等

政類 ・類人猿の部事等に営てられであるが 、何かの時には児五ー刺のペ ーヂヱントに利用す

る百十主であって 、従来一般の概念であった、スタティックな動物闘を、開性的なものにす

る意闘の現はれとも見る事が出来る。そ の意匠 も組朴なが らも. フタンタヂツクな気風{ f

漂はせ て、 児主向にしで あることは注目に値する。舞去に劉峠して 、エメラ ルド色の/J 、i味

合がき律子 f二るヒマラヤ杉の樹査に掩はれてゐる。元来狐類を? 牧容する小獣合は 、不潔に陥

り易し訪ねる人に厭倦の情を費えしめるので 、この駄を切意 して、型韓簡明・色彩絢聞

にその誘をな〈する様. 努めてゐるのが看取される。

南すると 、樹にモザイクで諮かれ? 二 、機識のある地下道入口に至る。この地下道は 、動

物闘が南に延び、 L長町阿部野線ま で蛾げられ るに至ると 、美術館のフロントアベ ニューよ

り、新世界への交通が遮断され、公園の機能の大字を失す る恐れがめるので、犠牲的に地

に潜つ仁成因を持ってゐる。こ の方法は 、国路の動棋は勿論、腕駄を風致的に甜しでも .

淡水魚の水族室に時用しに事か ら見て も、首を? 得1: 庭置であらう o Ｑｲｾｊ この一割の地上建物

は、グランドアベエユ ーを挟み 、事官上この意匠と相侠って 、美術館 ・公闘の正門の効*

{ f 自ら表はしてゐる。随ってこ のl協に控へてゐる動物闘の改札 口 ふ 今 後 犬家向き の玄関

として 、利刷 者の激増する見透しを以て、 諸 k の改札口中最もキャパシティ ーの大なるも



のにして ゐる。

水族室には 、魚類の侍息する抗礁を岐し1=J  i 1l! . l の魚、内に 、熱帯魚及び淡水の珍魚、を牧め

てゐる 、技術的には 、強度の紫外紘放射機 ・温水装置 ・酸素供給機等によっ て、 寓全雪期

してゐる . 向地下泊及ぴ魚、内の採光も 、硝子張の魚、槽の j照明摩，的の根掠から 、直接に通路

に光源を求めないで 、通路からはスクリ ーンによって 、1m蔽されてゐる魚糟の上部に 光源

を求め 、魚、柑の7k屠と硲子窓を透過して 、放散する方式になってゐる。

地下道の南側の階段' t ' Jj 1. ると 、問大な南閣が目に i映る。

奮来の動物悶は 、動物令車l ' t ' 並べ . 勧業館' t ' 観る感を輿へる粍のものであったが、こ の

南門は此の蒸苦しさを十分に解脱してゐる。

モンキーアイランドにしても、1 k 占穎合 ・キリン令 ・白熊他 ・海襲来他いづれも明快な意|圧

を蹟らして 、南闘を一つの遊闘であらしめてゐる. モザイク模様が施 されてあ る、鹿児麟合

の澗達な壁面、その上部の象徴的なゲーブル 、約快なガラススク リー ンの猿似合、蓮動場

等. 些細 な黙に亘つで も. この傾向がi去浸されてゐる。

従来の盟物闘には 、動物令及び共の他の建築物櫛比 して 、俗気紛 -"1こる嫌ひかあっ1こが

.挟張改修後は . 動物合悉〈網羅して、 向i f'il 達 、民l路も動税的に系統立てられ、 その要所 々

k には 、浦澗な休憩所1散棟が . あらゆ る意味から庭園の置石以上の効果をあげてゐる等.

完成 されに動物閣は. ーの遊園地としても遜色な いも のであ る。

最後に動物 合の . 機被設備をあげてみ よう 。

北聞には 、高等猿類合 ・猛似合 ・象合等熱帯動物合用の ラジエ { グーに、河馬合 ゐ鰐合

の淑7k携の蒸策般7k 口に、 相官の消費があ るので、 重油用オイ ルパ ーアー付汽織が. 秋・

冬 ・春の三季に亘っ て運輔 されて ゐる。 この汽健三長は . 配管猿憧が重力循環式でめるので

還水管の ドレ{ ンとレ シーパーと の闘係会同滑にす る矯め、4 地階に されて ゐる。その上

階に 乱物のサ ナ トリウムが設げられ 、病鮮の動物の牧容に嘗てられ てゐる のは、こ の階 下

の門擁の放散 しに徐熱を車専用する矯め で、 f宍健鋸付位置の上部の床版数伯1所 に、通策設備

が設げられて . 下階の温祭主? 上階に までl.J 流せ しめてゐる。

南闘の機械室は、臥麟及び猿棋の開; 援室の 中間にあって 、地理的に も、 配管上から も、

南閣の 中権 に位 して ゐる。そ して 下記の機械が蓮輔されてゐ る。

レッ ドジャケット 型 セクシヨナ ルボイラ {

コールセン ダー

員室式レシ ーパー

7を馬力誘導電動機付ボア { ルポンプ

給湯用ス トレー ヂ ヒー グ戸

グラ ピテイ { タンク

配 電 盤 電 力 設 備 等

3 3
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これ らの機械 はそ れ自身 . 或は動物合に直属して ゐる 、諸機械を連動して 、次の機能を

営み、南閣の特徴である 熱帯 ・ 袋帯の諸動 物の 、 棲息倣ｾ :1牛の幾っかを満足せしめてゐる。

A  撃良一一園内撒JK、海獣池、 白熊水浴場に

B  : 医房機I al -ー暖房 ・オン ドル ・温水装置に

その内盤泉は闘内撒水、動物合洗糠用の外 . ＲＰＰ メ ｻト ｊ ｬＭ の深井から得＿こｾの 、 夏季の

冷7 k : f t > 白熊水浴場の用水に . 冬季の温水を熱帯産の淡水魚f作用に営て〉ゐる o 下部にスク

リユー式のファンを取イτj げら れてゐる . ポアホ ールポンプによって 、地底水は 屋上のグラ

ピテータンクに迭 らる。それより各所に供給され、 或ひはス トレーヂ ・ヒータ{ に よって

加熱され、 100 メート ル隔て1=魚、柑用のポン プ室 に迭られる。

暖房 内躍は、鹿児麟俣訟 に、 一般建物用暖房の70度一何度 より遣に高い、 82度 {f保1= しめ

てゐる外に、オン ドル及びストレ{ ヂ ヒー ターの コイ ル等に、高度の摩力を要求されて ゐ

る。

向Ｗｫ放 宣言及び白 熊地 下室には 、 分室が設置され て ゐ て、此 の ｾｉｾ 央機肱 室 と共に、南ｼ 裂の

技術部を承って ゐる。

一般 に、動物閣の建築附格設備は 、他宮さを要求する )!l}:から 、高級な方式を選ぶ事{ f 除

義なく して ゐる。暖房の故障 ・底力の不均等による打般は 、一般の建物のそ れに於げる程

度のもので は な し 時 に は死を以て肱へる事があ る。故に本動物闘の汽確には 、 レコ ーダ

ーによ って摩力記銘を採る以外、北閣のオ イルバーナーを 、南国の コー ルセンダーを特設

して寓全を期してゐる 。

建物に於いて、 特 に此の貼の留意 されてゐるのは . 猿Wl: 援室であ る。常 に高協を保積す

るため、 屋内15frmの寝室の床ー下には 、オン ドル式の放熱管が網欣に繰らされ 、その 上部 に

鍛板床及び餓搾床の二重! 末が張ら れてゐる 。更に此の暖室主? 概! 躍するには、観覧者 自ら屋

内の霊廊式のコ リド アを巡りつつ、寝室主封流を防 ぐた めに、 間仕切られた ガラ ススク リ

ーン を透して、動物合を訪れる施設になっゐて 、幾分の: k J f気 も惜んでゐる 。斯〈此の; 股宝

の奇異な形鰭もこ の; 段房等の僚件によって、決定的なも のになったのである。



天 王 寺 公 園 の 改 造 工 事

方 米 治 耳目

天王寺公闘は大阪の 公閣を代表して過去約30年の問 、大l仮名所のーっ として朝 夕市民に

迅4 憾な〈利用されてゐることは勿論. ; f . ; 上り客の地方の人達にも必す・見物して 貰ってゐる

のであ った。そ れ程地方人にも知られ、大阪の 公固 と云へばァ、動物園 と花壇の ある 天 E

寺公園かと肯かれる程安¥1 れ渡ってゐるのである。然し この公闘は第五阿内園勧業博覧舎の

敷地跡を公園に特別する こと になって明治36年秋以来.12年の間関までがl後約 6 ヶ年の聞に

日露戦役やら 何か と工事が妨げら れて漸〈数問に渉って断片的に造 りあげら れTこので、全

国に統制がおたけてゐる の と、 局部的に も日〈 何々 博覧舎 、日 < fnJ .l< 展覧舎と殆ど毎年間か

れ1: 各種の催物の度毎に破壊と云へば大府にが 、富際樹+ : や芝生は時々支障になるか らと

移相されにり取除かれたりして荒され? こことが屡 k であっ fこさうで ある。それで数年前か

ら改出計聾が立築 されてゐ Tこが遂に機舎は到来して. 住友男同から寄附さ れた名苑慶世襲閣

と史蹟茶1=: 1山と が公圏内 に編 入せ られにので 、こ の雨者に公関設備を? 施しに上で公開せら

れることとなり、同時に既設公間金惜に懸案であっ fこ改造工事を加lへ、こ の蹟張改造の工

事によって天王寺公園は廷に全〈拍i 目一新、新在t誇り顔に寸i 民の前に提供せられる こと 〉

なったのであ る。

工事は第 L4回失業態念事業として昭和 7 年 12月 l 日着工、満10 ヶ月を費して翌 8 年 9 月

末日竣工し1: のであつに。組工費は 19高 9 千除以内約20寓 l剖を要しにのである 。以下項別

に詳記すること〉しゃう。

1 . 茶 臼 山 附 近

茶臼山及河底池ー闘は・史蹟地として既に大阪府の↑民指定 を受げてゐる矯め. 狼りに醤形

を破壊する工事が許さ れない ので、 設計も現J伏保存を主眼 として立案 され、公閤施設とし

て是非共必湿な主幹路を数[ 康設げるに止め fこのである o 樹木の虫fJ きも 成 る可 〈既存の もの

に手をつりす・下車の雑木類を整理するに止めた のであつに。 即 ち野趣漏 k としに自然風の

森林公園式に 仕上げたのである。只惜 しいことには年毎にカJI はる 煙害 と久しし、聞この森金

時としてゐ? こ幾百の五位鷺が松其他の老木に多大の損害 を奥へ 、数多い大木が相次で枯損

してゐる矯め往時の営蒼 としに感が金〈無〈なってゐる髄で、幾分今度の工事で若木を柿

植しTこが今後も年 k 楠績の必要があらう。

このー匡域は制限匝域として夜間閉鎖 する橡定であっ? こので門扉のある出入口を東北と

'3 5 1'¥1  



戸 ｾｴ とに設付 、 廷に ｩ ｴＺ玄圧ｼゆ ｉｪｩ のブ ｊ

簡には i
u
; 底 地 に 同 m] に調- 1' 11 しに j瓜

ｾｬＨＧ な橋梁 ｦ 銑筋ｩｊｴ ｩ 民土浩 、 勾 ｩ 嗣 桶

::- ｩｩＡｦ、ｾＡＮ｜員 ＳＮＳ 米、波長 Ｔ Ｕ 米Ｉ＿Ｚ，架

り、叉r池也の西南東岸一4司帯1作? には延

30ω0 米 の 杭 打 誰 岸 工 5をr: Jj泊白しj崩jj尚iFJ積 (

小吏島産庭庭: 石) を以て汀

E問q側u山l 問氏圧邸11宅 との境界級に泊沿，ひ

申恥恥帆;-r品W 3米 の闘路をを? 新設して階段を念?  

後 藤 又 兵 術 不 明 ノコ 門 ι以以ｾ、て美 ｦ術将 飴舘Ｚ ｾ北 ｴ 手 に辿 絡し Ｎ 池 の 東

.，V  3 6  

ーチ部は 地底を 深 さ約 ｩ 米政へてこの波 法 ｾ土を利用して東端組 内 ｊ 協裏 の 一部と雲水下の他 ｊ 首

闘路敷を出立にのである 。

山の中央高台を 中 心 に IIJ 1. Ｕ 米乃至 Ｓ 米の迫造路数 ｉ 傑を廻らし Ｎ凡て 路 ｉ 師は砂平 ｬｪｩｾＱ Ｑｬ 床と

して急: 坂の部分は丸石を以て階段を? 設りコンクリート舗装としにのでめる 。樹 木 類 は 新 fこ

に松 . 山 懐 楠 . 樫 . 林. 槻、仰 を山 l買、山侃・7 ) ( 溢に夫- ，< )数百本rrl¥梢 し た 他 . 下 小: 類に

は山吹. ボ ケ、ヤマツ、ヂ、アセボ 、ヤツデ‘ 熊笹等 を 数 百 株 各nrr に寄せ植 したの でめっ

た。何にしても 春の蕨狩や秋の l鍋栗姶に野遊びの 情 趣豊かな この 山である ので 、こうした

集分が失はれな いやうにと施工に 際しでも充分に習意したのであった。

建 造 物 としては必棚( 擬木仕上コンクリー ト造 ) 便 所 ( 鍛筋コ ーンクリ ート 浩 ) 各 1 ケ所

を池に面しに見晴しの好い南千と東北隅の入口脇とに設けた丈である。電燈桂は自然木を

模 し1: 懸垂式のもの 15基 を配し、人除柵も天然木型の 鉛 餓製品で脱掛も丸太型の ものを別

ひ自然の景観を飽〈までも 害はないや うに考慮してゐる。

2. 住 友 邸 跡

庭園であっ t:慶津園は大阪には扮に見る名苑で樹木の配摘、地水、海布、庭石の荷i置等

凡てが奮態そのま〉保存 すること〉して. こ の部分には一切何等の工を如lへなかっ 1: ので

あっ? こ D

庭園 と美術 館主の聞には前場を存置し、他日美術館の外装及内部の施設工芸草が完成 して

からこ〉には築山を設げるとか樹木を配植するとか改 めて施工する議定でみる 北方 の ｽｾｬ ［

分は茶臼山に連絡する矯めのキ11策橋( 今度新に架りに柿であるが病問が佐世- この池へ謹何

を開撃し＿こ古事に因んで斯〈命名された の である Ｉ まで闘絡を設り Ｎ 叉 ｩ 池 ｊ 貨 のｾ 遊路へ階

段が設げら れである。住友家の倉庫であつ に三械の土法建物はその一棟を記念に存置 し、

他の二棟は展望を妨げる のでJ伐除い 1: のである。美術館の西正商には約 300 卒方米を占有

しに高さ約10米、 幅員 18米の花尉石の大階段を築造 して在来の運. J i }J場方面 との連絡を計り



以前から作しに 1111級以に設りられに ltl;j さはこっ とも 一部営手入しにのみで践しである。

南側の花壇に通するｉＭｉｾ入 Ｑ Ｑ には別詮工事 で醤大名}11i 屋敷の門であっ fこ有名な後総又兵衛

不 ｬ リ ｪ の門が設りられた。之はもと ｾｉｊ ノ砧 Ｓ 丁目に在ったものを東紳介 ｪ 主の改築に際し 、 二

井家の好意から此山卒者める主ｾ物を永久に保存する話め市に寄附し ｬ 主いと申 ＱＭＱ｜ られに の で、

この;場所に移して姿はそのま〉改造されにものである。修時代の交川 ち地工も凡て三井家

の 子でやられにのであつに 。美 術仰と庭園と外周初日は在来 の 仮設木干ｩｉｾｾ Jrxl徐 号、約1 . 5 ;)1と

後退し 1: 石国線に延長 :i 6fJ 米の餓掛金新設しにのである。それで柵にi ' f ' i ふて新に1 . 5 米の

歩迫の: こ〉に ii!I られ1: ことになってゐる。

3. 運 動 場 附 近

この部分は ス タンドの新設と大 ［ 嫁Ｍ棚の改造とが主眼であっ ＱＺ 。既没グラウンドｾ約 Ｑ Ｐ 制 ＧＱ｜

地上して規定の 山土jili 益支を施し 、東側道路と の聞に斜面佐利用 して一般矧衆席 としての大

スタンドを設げに。円i0i 棚 1 ) ある餓筋コ ンク リー トiit で シート は 6 段乃至 臼段で延長約 100

米 、， Lj イす剛ー較的 500 Lp: 方米の もので a，' ) U O 人の観理者を牧寄与 することが :1¥来ゃう。丙側の

ヂドポ藤棚も鍛筋コンク リートi I ! に改越して延長 l 'lり米の長いもので異彩全般ってゐる。南

方言書聖堂と の聞には新世界より 美術詰正面大階段に通する制員 27米の大斡糾路を設り 、動

物閣の鋳ｩＱｾ医域を中断する筒所は特に Ｒ 米 巾 の 並木芝生 ， Ｈ特を設け て Ｓ 線 に なっ て ゐる。 こ

の東端傾斜商には 120 i-f". 方米の石階段によ って横断醤道路を距て 〉美術館前の大石階段に

述耕してゐる。 北方行勝記念p1¥! 附近は模様替金箱して森林風にヒマ ラヤ シ{ グ、を密摘 して

ー暦崇般の観を呈せしむ るやうに しにのであ る。公闘の北門とも 動物園の 正門 とも 見ら る

〉注坂門は従* の煉瓦迭の門佐を撤酒な屑卒石積の ものに改造し、r'j内東寄 りのー匡域を

小W<の遊戯場に充て 、組立式各種運動遊戯具を据えつり で5己主の路遊に任かせ である 。

4 日 本 式 庭 園

東部遊園界の 1-': 庄であっ 1: 故小樽醇園翁が自ら設計して施工監督を されに林泉であっ?こ

が 、こ の庭は 既に ＳＰ 年のぷ月ｾ経 過し＿ こ 聞に 南寄の Ｓ 分の ｬ は電車軌道 に 奪ひ取ら れ、 ｩ 零

棋池も 橋は朽ち壊 れ、れ!VK も汚泥 l二製め られて荒厳 に近い姿になっ てゐ?この と、叉全開 の

規模が徐 れこ れ;j庭風で大衆の来遊す る公闘としてはノj 、f. l l fが多過ぎ に嫌が d) つにので . こ 〉

に も改造の鵠鳴が刻lへられることになったのである 。即ち改造計警の嬰旨は科・;j<i の池を約

Ｒ Ｑ ｾ 大 の ＹＰＰ 平方 米 に ｊｉｘ 鎖げ て 永年 に 土砂 の 沈搬 に よって事 Ｑ Ｑ めら れに 池底を約 ＰＮ Ｕ 米掘り下

げて他7Kの清澄 と且つ更新を計る矯め に新に嘩備 を設り( 在来のものは姑山水式の岩組の

みであつに j 以前の数多きノj、径を改駿併合して数僚の池を廻遊ーする園路に止め . 寄植や芝

生を大 き〈して一 口に云ふならば大模様に改め た結である 。 それが矯めに二つの中島の 1立

世も鎧っ て池の耐が大 事〈なり、流に沿」、て隠されてゐ?こ雲見燈簡が中 島へ持11¥され、 独
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い流れは l 米程庚〈なったのである。庭石顔は殆ど以前のものをそのま〉位置替して崩債

としたもので、不足のものは経費の都合でコンクリート擬石で代用してゐる。庭木も殆ど

老E*のもの〉みで趨分下車類を補植したに 過ぎないo i:容僚をシンボラ イズし? こ小津氏苦心

の; 字樹は記念としてそのま〉存置し、この附近一帯を展望書王に取蛾げであろ。地 {tfJfH救出

来る藤棚ちコンクリ{ ト迭に改め. 流れに架したコンクリート橋も共に凡て擬自然木J ! lに

巧みに仕上げて置くことにした。宇島 j伏に突出してゐる松山も、池縁の釣事に総の日去を投

げる大柳も在来のものに二三楠値したに過ぎないo 要するに日本風の林泉としては依然奮

い姿を替えてゐないが一見して誰にも小細工が少〈なった感はあると思はれる。

5. 純 洋 風 花 壇

在来の花壇は毛艶花位として立派なものでめったが卒床式になっ てゐ? この と、博覧舎の

直後に 2 回に立ってi去られ? こ矯め幽 案の 中心結が二つに分れてゐ fこのであった。 この改造

によって金憶が噴水を中 心に 統ーされたのが一つ 、叉沈! 未式に改められたので展望に都合

がよ〈なつ? こことが模様俸になっ? こ二つの主眼黙である。

此度の工事で久し〈殴嘘のやう に昼屋になっ てゐ1: 博覧舎の記念遺物であ る奮美術館の

建物即ち市民博物館の奮本備が撤去され 1: ので 、その湖、を墓地として建坪約 300 卒方米の

雨袖にパーゴラのあるコロネード ( 銀筋 コンクリ ー トi主) が中央に設りら れ、周国約 I 米

高〈なった蓋地はコンクリ{ ト剣1接を箱し四周に花尚石勾闘を続らし. 西側には石造壁泉



を東側及北側には階段をi 1 ! l って上

下に便しで ある。この一廓は テ ラ

スガ ーデ ンで日 本庭園と洋式花壇

との中間に介在してゐて、雨者の

中心線 を占め てゐる主要馳景物で

あるか ら. 庭闘の景観上 から見て

も重要な 役目を演じて ゐるのであ

る。

花習は占 有地面積約 9. 000平 方

米で全部を伊 太利や iiJ1l閣西の ピラ 政 物 閥 抗 卵、合

に多〈 あるや うな沈 床式 、即ち サンク ガー デン に 改め ＿ こので約 ＸＰｾ 押丈り路間より低 下して

ゐる。施工に際しては約60:j;}ffi 掘下げて 20抑盛上げ fこも ので 、全開 の約 8 分の 1 ｾ 小砂利敷

の闘路敷 に充て、そ の 他は芝生として 高麗芝ぞ張詰め 、 その Ｂ ｉｾ に桜犠 ｪ 伏 に 綾生純 物Ｈマ〆

ツゲ、グサツグ 、サ ツキ等 〉カ: 鈷秘して梢え込まれ 、中央問路の岡側には リホ・ ンAAに同つ

宛八ツ の花壇 が迭られで ある。中 央 の明7k塔は餓筋 コンクリートキ 1:に金 色其他の色 タイル

カ; 張られ尖端には銀色燦然 1: る方角柱と凶つの球 とが置かれ . 柱 の基部の グラス球と合せ

て上下の八ツ の球から放水することになっ てゐる。 700 平方米の明水池は 中 央が方形で東

西雨有I1が長方形 で. 窃( れも外松は黄色龍 山石の荒繋仕上の石肢を繰ら しで あ るD 満 々と湛

え? と池7]( にI炎〈ウォーターリリー ( 雌乏ID の司憐な姿は夏 日一居 の'/)!f趣 を添える ことであ

らう つ

花壇の北側 の一廓は 在来の栴物淑室の西 に援 して新 fこに建坪 250 平方米の木ilt 銭什併用

の イー ブンスパンシステムの淵安を建て上脅し、 ライト式のビラ風の事務所も西隣に建てら

れ、 園丁詰Ａ引 ｩ や 物 ｊＷＱ 倉庫 、 便所等の附属家が棟を列ぺてこの Ｍ ｾ￯［ に新築されてゐる。

其他公圏全開に捗って今度の改遺工事に 際 して賓施し? こも のは便所 4 練 の改造 、電 燈住

125 基の改活、延長約 5，000 米 の排 水設備の改逝及新設、延長約 9，000 米の 人除柵の改造新

設 、200 除の腰掛の改造配置、延長約 1，400 米の外柵の改修 、門柱改造 5 ケ所等で 殆 ど 全

国に亘って手の入らない箇所は無かつに程 であつに。

6. 動 物 園 の 繍 張

創設以来既 に20星霜を経過 し1: 大阪市立動物閣は人聞とすれば成年に達し?こので あるが

ここに多年の期待が逮せられて昭和 7 ・8 両年度普通経桝E気持部の事業と して別に約2!) 寓

闘を? 投じてこの横張工事が賓施せられ、昭和 7 年 9 月 1 日着 工以来 1 年 8 ヶ月を経 て昭和

9 年 3 月議定通り竣功を告げ得? このである。
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工事費其他の概算を記せIま

工 事 費 線 領

内 課

1. 事 務 費

2. 設 備 後

3.  Ｑｦ ｾＱ 物購入費

2 18，05つ関

16，748 回l

171，302 国1

30，00:) 閥

更 lこ設備費を建築と士盛岡と各別々そ の内容を大韓検討して み ると 次の表に示 す様になる

A 建 築 費 106，0つ3 但|

中央門及地下選対に 水族w. ・新設 鍛筋浪綴士法 l ケ所

第 Ｑ 暖房内線ｾＨボイラー問符共 Ｉ 同 1  HI  

第 2 同

1'1 熊 合

蛾 麟 合

熱符 F長殺沼1舎

勃 宅 島 合

小 歌 合

馬 主 烏 合

〈蝉l麟合隣接〕 同 1  ｾ虫

同 l 隙

同 i 村i

同 1 ｾ東

木 JE 、抗凝 J 迂i NfJ lJ 1 被

同 ! 被

木 迄 l 秘

白熊放飼主号 鍛fJ1; ift 凝 J .弘'i:f' 1 12J 主1; 1 ケ Ifr

カ ンガル ー 同 銭 初i f / ; 凝土詑約 3:) :li F 1 ヶFfr

猿 ケ 丘 鍛 骨 混 凝二上匙約 170 坪 l ケ所

海 ｾ ｾｾ＠ i也( 徒渉池改治 ) 350 主F 1 ケ所

喫 茶 庖 ( 2 m改治 、 I W新築〉 木造、鍛 i"{J ii 昆凝こ|て遺 3  .t車

南 口門 /え 出札I f r 鍛Wd昆凝こ1. .必 l ケ見rr

1 テ ー ジ [I ;J 1  HI 

便 所 ( 建 物 附殻〉 同 3  HI  

倉庫芥炊 事場 木 浩 2 械

ｾ＠ 泉Ｈ吸上ポ ｹＷ ・ｉＧｩｾＪ竹共〉 深 2)() 米 l ヶFfr

其 他一部の移樽 J土取除

B. 誌を 関 空空 65，3つ2 回!

E笹 地 約 7，000 :fi]i 

閣 内 砂 利 舗 装 約 4，0∞ 坪

排 水 設 備 延 約 5∞ 間

人. J I : 柵 設 置 延 約 1，α)() ｉｬｾ＠

外 柵 ( 般住及 ? 9  y  7 ・張〉 延 730 rrll 

藤 棚〈浪出発: 1'.昔草木仕上〉 40 珂i

照 明 設 備I 約 50 基



腰 掛 約 80 脚

イ本 憩 所 Ci見凝こl二法〉 15 土下

7)( 禽 1也〈主I! l也改造〉 5CO 士ド

樹 槌 (サ クラ 、ヒマラヤシ)

木両日 ーダ他 10除符大小共

約 Ｑ ， ｾ ｏｏ 本

芝 生 新 設 *:.; 1，000 :Ji F  

其他移植模様替傍の工事を合む 以ーヒ

動物匪T改造餓張工事誤百十の内詐は別 に動物闘長共他工事設計者の方 k が詳細記述さ れる

筈であるから省時して世 t が、要するに従来柵飼ひ式の 1宣言者Ai J物を成る可 〈自然味豊か な

放飼式の無柵設備に改め度いとの主旨が多分に如lへ られ、 その方針のも とにキリン、 白熊.

日本1京、アシカ 、ォツトセイ、アザラシ、カンガル等が新ら しい庚い完備しTこ牧客場所を

奥へられに のである。より自E l Iになっ7こf皮等の幸繭はゑj論の こと 、観衆にとっても動物の

生態観察 lこ都合 よ し ー居興味が喚起さ れて結構な次第である。設に ハ ーグンペツク動物

体|カ;こ の式を創始して以来既にロンドン . ニュ ーヨ ルク等を始め各園の動物園も競ふ て自

然式を係用し＿こ の であっ ＱＺ 。斯〈て 大阪の動物闘も ｼ 止界の趨勢 に ＱＱ 国Ａｾして科事 教 育に一新

生簡を拓き得? こも のと云ふべ きで あ る。

7. 工 事 現 場 の 雑 感

最後に自分が約 1 ヶ年の問 、天王寺公閑の改造俄張工事現場 l二関係 して ゐ1: 聞に感じTこ

事柄を二三誌させて頂 くことにする。

元来失業救済の工事は熟練工を使役することを主棺とするので比較的熟練工( 植木職を

主として使用 する ) を多〈必用 とする iiE闘方面の工事には! WPか不向 であって 、現場監督の

任に官［つ ＱＺ 諸君の Ｇ ｲｬＢ折は少〈な か っ＿二 口 幸に 着工営初は土砂の切盛運 搬や他底波ｾ等の大

懸りの土木工事があっ fこので 1 円 .500 人位の不熟練工制変役 し得 ? こが. 後宇tこなってから

は七八分通りは航木職、 石工 、大工 、11官、ペ ンキ工等熟 練工の要する 仕事のみが縫っ fこ

ので人員の配給には毎日間らさ れに 。そ れで 11:: U な 〈現定通 りの紹介所から配給の不熟練

工 佐直納職工即ち熟練工の助手絡に分配して工事をつづりにの であるが 、直接指導督HiMJの

任に蛍る監管工夫が少しの聞も ｦｬｬｾ が荷ｉｴされ今、油断をすると能 ｚ 字三は低 下するし仕事の出来

上りは悪いし 、折から夏季に入ってー居彼等は怠げると云つ に次第で101l 余人の監管員は質

際 文字通りの汗みどろになって陣頭に立もつつ漸〈設定の作業を成し途げにのであった二

十飴高闘の工事の中で僅か温室、事務所等建築工事の一部を詰負で施工しにのみで、他は

凡てが直替で施工し? このであっ?こから王見場係の忙しいことは大事きなものであっ 1: 0  500 人

の金多( 紹介票 によって 支給する 賃銀票) 稜行丈でも I 人の事務員が午後 4 時頃ま でに作

り上げるにはー仕事. であつに。失業救済の工事であ るが篤 には配給人夫の質の善悪や特別

の註文を和介所 の方へ持込むことがけ1来ないので 、種 k な人夫が紹介されるのは営然の こ
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とであっ ｦＺ 。それで ＵＰＰ 人も居ると旬 ｾＱＱ のやうに ｩ 問時もやれば仕事・の際に不慣の矯めに負

傷者も出ると云った始) j くで、一つの飯場でなし 、から特別な 世話役もな 〈親分もないので、

一つ一つ監' 野工夫がそ の鹿置をやっ て行かねばな らな いこと 等 もl羽ら され仁 一つ であ つに

兎に角 Ｑ ヶ年に和介所から配給され ｦ こ延約 Ｓ Ｕ ， ＹＰＰ 人のイ［熟練工 ｊｗ ち要救 済 人夫ｾＮ 直 附

職夫の指導のもとに首初の橡定通別的安して 、 殆ど金工事ｾＡＨの ｨ 筈 ｉｊ を 直営 で施工しに ので

あっ ?こ。

現場主任としてー苓心痛しにことは工事現場金慌が何分現在公開してゐる公凶で 、一部

は立入禁 止 をしたが大憶はそのまま で改世工事を 施しに のであるから 、脊F火の好季 には相

営人出の多 い天王寺公闘の こととて、入園者に誤ちのな いやう にと、 査聞はトロの踏切 に

旗持の符手を附 lt1rこれ 夜間は捌方の仕事場の大穴 に瞥戒授を総火 し? こりして 始ど街路の

工事 と同様に取扱つにことであ っfこ。幸に 1 ヶ年間 に瓦る 工事中何等の事故 もなく 竣工を

背げ得たこと は全 〈従事員 一同の熱誠の結果であると衷心感謝してゐる次第である。乙の

駄 に; r，t て今や菊市上成つ に天王寺公開が 、こ の更衣しに姿を新森 と共に市民の前にデビ ュウ

し件 ? ここと は欣ばしい ことで 、大阪市の代表公闘として天王寺公同と動物同とは質に於て

も量に於ても決して恥十かし〈ないと云ふべきであらう。 ( 9. 3. 21 股稿〕

* に天主寺公闘改造擬張工事費概算表を掲げて御一関に供へて置こう。

天 王寺 公 庫 彼 張 改造 般官官工事 費 概算 要を 〈動物関徽滋工事吸 を合 ま ず )

ヱ 本 塁塁 総 額 199，COO闘 12 ス タ y ド 築 造 費 l ケ所 11 ，500 ｾ ｾ ｉ＠

内
13  コ ロ ネ ー ド 築 造 費 l ケ所 8，694 民l

材 料 費 133，0コ0 阻l 14 混 :宅 建 築 費 l 練
B，16Q阻|

型5 11 費
66，0∞ 阻l 15  事務所及 :t，他建 築 費 6  

槻 12，368 隙|

内 言事 16 樹 木 移 粧 裂
10，90) 限l

l 鞍 地 費
13，50) 囚| 17 樹 木 新 航 費

4，475 回|

2 排 水 設 備 費 9，5S0 回I .  18 芝 3長 格 空空
850 悩l

3 諮 路 !(!( 25，535  ¥rU  19  :::i と 磁 号主
1; 620 闘!

4  1if i也 及 援 石 費
10，425 闘| 20  照 明 i没 備 費

11，440 悶|

5 階 段 築 造 費 7 ケ所 24，275 闘 21 水 道 ;官 官H 費
6) ) 嗣|

心 橋 梁 架 設 費 l ケ所 7，8∞ 閥 22 ｾｦ＠ 主E 2，973 1U1  

7 人 11-. 柵 建 設 費 9，910 回l 使 用 労 働 者鍛 ( 10ヶ月 l切に使役せしもの〉

B  門 及 クト 柵 建 設 費 11，795 回l
熟 練 工

24，992 人

9  腰掛 及 飲7.K護 建 設 費 2，530 回l 不 敗 練 工 31，r:>C8  

10  J f f f i . 棚建 設 費 3 ヶ所 2，36つ閥
言「

69，つ80

11 噴 水 築 治 費 l ケ所 7，70) 到

其 の 他 工 事 政1"t 民と して技手 2 名麗 7 名 を噌員せり
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動 物 合 考

宮 田秀 穂

建築 ι ・般には 、技術上の諸 々の主躍 、動向等我々 の闘心を呼ぴ起きす におかない庭の問

題が絶へ十服され 、提示されてゐる 。 この諸 k の出来事が反って務裳の一端となり 、部門

の一躍の進展を il 止す契機になれ次の時代への移行のきっかりとなっ Tこりする 。

その一つの例識と して、 現丹 ｫ の 動 物 闘の動物合の 到Ｎ 向 ・ 傾向をあげる事がｾｾ ｜ 来る ｯ f材、

こ の Ｑ ぜ ｩ 向は 、 あひ ｾ ｦ 立するこつの潮流によって Ｎ 官余計に興味多いもの にして ゐる。

本来の意義は兎に角 、動物闘は者11市市域内或ひは都市近郊 . ハイウェイ等の主要路線に

よって短時間 に到達し得る 地獄に |、 されて、概ね遊覧 ・行楽の場所 として . その存存. 性をT

o.k めら れて ゐるも のである 。少 〈共本邦の有数の動物園は 、動物国使命 を明らかに此慮 に

辺、め てる 。

上野恩賜動物園 ・京都動物倒・新接され? こ幅岡動物園等、それぞれの各市が、市民の遊

凶行楽の意味合ひから都市の一機闘としてゐる。 これは我が閣のみの特殊性ではな し ム

斗ーヨーク市動物園 ・セントルイズ市動物園 ・ベルリン市有のものも 、それぞれ多少のノj 、

具を包擁してゐるものも . 大 *. こ の傾向に終始してゐる 口市街の雑踏から牟日 の逃避を

企てる時、動物閣も公闘と共におもひ浮べる一つの候補地でも あるし、叉首局者もそれを

目棋に、遊園向きに!必闘を工作し. 四PPJ合・休憩所等を圏内要所要所に結協し 、動物園を

してこ の効果をあげ る様掠め てゐ る。

動物舎もおのづから . その方針が反映され. 撃に猿類を』依存、白熊毛? 岩礁の聞 に放ちI i nJ

ひ Ｎ 海豹 ｾＷｫｾ ｬ ｾ に 他息さ す の本来の任務 以外に、動物舎は、 一 つの遊園の風物として或ひ

は動物の封象物のー. っとしての役目を婚はせ てゐる 口狭類には鋭峨? こる巌角を中央に発立

さして ゐるモンキーアイ ランド 、白熊には極地の氷山を模 しにオリゾント. 海豹には それ

に似つかはしい館岩M';でも って風致 を強調する何かの効果を あげさしてゐるコ

ツルサ動物園に 見る女nきモンキ ーアイランド に至つては、 反って動物が動物合の添景で

ある。市域に漸〈 残 されに自 然 を、その所産である動物と 共に見出す事は 、!原始を? 囚府j し、

i陵息と云ふ単純な生活様式に興味を持つ . 趣味的な動機から出張しに 、気紛れの片鱗であ

ると否定し切れな いも のがある。亦苛立った都合人の榊経を鎮撫す る鎮静剤で ある事・もあ

る。

カール・ハ{ ゲン ベツクが、若: って面積の徒に大になる のを忍んで迄も. アルフ. スのー

峻さ裂を模しにどバーレスケーヂの様式を猛獣舎に採用して、以後の各動物閣の鎖棒柵|輩よ
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セ Y トノL イズ動物 闘 の 鳥 類 館

向 上 鳥類備 の アイスノレ

り、解; 柵式| 輩への修行のきっかげ

をつくつに;事がある。それが 、不自

然な工場製1R1の羅列の従来のケ ー

ヂの概念は狭いも のである事を気

付かせる啓袋ともなるに歪つに 。

これは人間 の自然讃美の顕れでも

あるが 、更に動物の適者生存 の見

地からも官を得1: 彪置であつにと

云は れて ゐる o 20幾高坪の大動物

岡 ｾＱ ｾ ｩ つてゐ るＮロンドン の 近郊

の ヒッ プスネ ードに更に動物放牧

場が企闘されるのも 、こ の後者の

理由によって、明かにされ る。

註 ヒッ プス ネー ド政牧場は姉妹闘と

して 、ロ :/ ｾＮ＠ : /動物閣 の新i l J l ! 代謝の

動物 を飼 育 1111i 育し てゐ る。

この怠味から 、動物合の胤念は

従来の枇 ・ケーヂ ・エンクロ ーザ

ーに限定 されすに、天然の洞窟か

ら、梢に工作す る鳥額の iiLの単純

なものも 、fU.白、 lこ即し? こ毘のすみ

かと して、 棋大 され? こ 。欝苦7こる

自然林の樹査に設りら れに、セン

トルイズ の態類のテレス 、オクフ

ハマ の リンカーン動物園の熊類

のデン . デ トロイト の 象無 柵 構

(.B孔rl ess 巴ncl osure) 、猛獣の剛MI :

なグロ トー ( grott o 岩屋) 、ロンド

ンのマツピンテレス 、ツ ルサの大

鋭校のモ ンキーアイランド等はそ

の適切な例である 。大阪市動物園のカンカ、ル ー無柵構 、新装さ れ? こ海獣池・白熊 j無布1I 1構等

もこ の手近な賓例で ある。

.無有llf 式は、動物放牧場より脆/ 1 - ' ，する 動物を防仁矯め 、 その阿国に室磁を繰らしに U) が.

計ら十も雨水 ・地下水の貯離池となって、反って脱出防備の本来の意味から徹底しにもの
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になっ fこゆわれがある 。削除l者，1市の

十字路での. 思ひ付 きの試みが 、本

裕の動物闘舎としてのモンキーアイ

ランド の 前 身 fごと 云はれてゐる。

が、現在ではこれらは動物令の一つ

の方式として確聞にる地帯主のもので

ある。

要約 すれば、動物を! 原野より 動物

闘に祉致しでも 、lLlJ '生の峻息と大差

ない生活様式ｾ管制さすには、或ひ

区一~

Ｇ ｾＧＺＢｾ＠

人; 会&宝

ドレド動 物 闘 の ア ク ア H ユ ー ム

は人聞が動物の出f生の姿の僚 に観賞 ・考察するには 、上述の動物合の起用 によって可能で

あるし、亦されてゐる のであるーーーと云ふのである 。

併しこ こに反詩が拳げら れる。こ の傾向、即ち、動物園及動物合を自然の風物の内に求

めゃ うとする考へはＮ 観鮎ｾ 、 遊園からの意義 と、 動物の適者生存の二方面のみに置 いに

事に よって派生し? こ一面観である事を菟れない。此の外に上越の理由では解明 し切れない

セン トルイ ズのアイスル式の動物合、咋年完成されたロン ドンのゴ リラハウスの類がある口

この種類のものも 、毅然 とした確聞な 地位を保ってゐ るばかりでな し 主IJ 期的な方法とし

て、 益々 この傾向 に拍車がかげら れゃうとしてゐる。

自然の憧の自然を否定しＮ科 ， ｾの組上 ｬ こ載せ て 寓象を再認識 し ゃう と する科事的な態度

一一こ の態度の具象化し7こものとしてのみ . 上記のゴ リラハウスの出現が首肯 される。 動

物を科墜的飼育するに は上述の杭範は束縛を意味せき'る をえな し、 。動物 を科率的に取扱ふ

として、温度 ・j!:f.、度 ・換気 ・紫外光線等々の考慮舎もカ11算しゃう とする 一一この見地から

動物舎を見る 時 、前述のモンキ ーアイランド 、 その他の動物合は fl'{ 値の低寺 、不徹底なも

のとなら ぎるを待なし、。 か〈て 、科書提性能件に基準を求めに! 動物合の IH現が待1: れるわ り

である。ロンドンのゴリラハウ スは この待望の焦結 に立つ ものである。

「此のゴ リラハウスは . 夏季には外来に接し、 冬期には頼人践の附j臓 に不向き なロンド ン

の気候の影響から隔離される遡合性のあるものである。放熱ｾは 、 過蛍の ｩ ＡＺｦＮ、度のある ＷＵ 度

の温度を保ち、もし動物が寝室 に向かふならば、; 暖房 ・換気装置 もそれに随伴する、 益集

の必要量はフランネル製の泌遁機を透 して洗機 され. 十分のi熱気を輿へられ 、遁首の温度

にあげられて主主気管に迭 られる。 宣伝内の針流ー循環によって 90パ{ セントは再生され、10

ノミ ーセントは新しし 、空気によって補給せらる」と報道されてゐる 。

北緯 5o ・度の寒冷の地に. 熱帯産榔子樹の移植し得る. ベル リ ン動物闘の波紋榔子￮Ｇ ｦｾ

(八 ffcl l Pal m己n Haus ) 、紫外線等の科率的設備に数十哩の電線 ・電撹の 使用を徐儀なく

されにと帰せられてゐるロンドン動物園のレプタイルハウ ス。IJ 、規棋の所調動物危では到
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税近の此の方面の趨

勢{ f 示す好例である n

ゴヲ ラノ、ウスの卒市 岡

本邦で も、 完備され

に動物合の猛獣b; 野生

のそれより遁かに高い

u  

向 上 断 1ui 闘

繁殖力

を示し

て、科

感的自"j

育へ長r

資料を

提供し

てゐる コ そして 、カー ルハーゲンベツクが嘗って試みた. 北緯54度の零積の地に熱帯箆の

lyt 鳥を走らして 、 「動物は地まない人間の力によって . 外境のt条件にまう} しでも線想 しない

抵抗力を喰す」 と云つに事は一面観に過ぎない事を立推してゐ る。

この事から 言及 すると、誼者生存は追はれにものの . 止むを得さ'る 最後のi溜場 として の

油所であり 、彼等にもし科取を輿へるならば、近代的施設の動物館を以って洞窟に代へる

Tごらう。動物もヲF人類と同じく生理的諸i康{ 牛に立脚しに生物である以上、 様、度 ・温度等の

外況はそれぞれによって 、自足; に決定されたものであるならば、諸篠 fLt { f 言十蓑的に奥へる事

lま. 科取 の役目 であ らう し、動物合の円標も此底から割引1 - ¥される べ きであらうと云ふの

である 口

7ごから |欲米では、i J l jJ 物合? ごりでなし動物協l それ自身の組織に於いても、科製 と動物との

総指の意闘が l切らかに瀬はれてゐる。' 1 ' hピ gard巳n o(  the zoological  ぉoci ety of 1l l l 1don 

の名陪が示す桜に、ロンドン動物園は動物協合によって指導さ れて ゐるのみでなく. 市と

協力して管理の 竿にも営つてゐる 。或ひはボード ・オブ・コントロ ールの名憎の下に、そ の

地 の主存者・技術者が常務に携ってゐる。 これはロンドン動物園のみの特性ではな いセント

ルイズ市のもの . ワシン トン寸i のものしこの雌置な基礎の上に築かれ、科撃の一分野にら

んとしてゐる。セントルイズ動物園の閥係者であるルーエル マンは 「動物協舎の動物園へ

の憤値 ｊｾ の見出 しで、 「動 物 協舎と動物園とは同義語 と 看 ｻ放される程 の闘 聯を持ち、互の事
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: 業を援助してゐ る」 とlリj言巳してゐ

る。かかる 和l織のJ i : l J物闘に 、科取

的な動物今 ・動物館が多いの も、

一i白i この，! ! J J i にも起 l)cl してゐる 。

。i し. こ の方法の越されに 八一

つの懸念は . 到動IJ!物将依防lj の現上境克のi泊箇血!肱庄削'1'ドd

はかかる: ( : =利刊4引|いJ伊伊殴苧的守存字2総持に h如如f I 何なる 1科宅

皮迄!順|閉悶!胞位.するも のカか、で dめbるO

jlt 底にセントルイズ動物| ネ| に於

いて 1930年に竣工した鳥類館の硝

子製枇の考誇がある。「このケ{ ヂ

は保光・衛生等の科康的認候↑ '1コか

ら害IJ t I ¥されたも ので、i E 而は勿論

天井迄『骨子入のフレームで*n立て

られ、 ｦ 古 ｮｅ ｉｬ ｾｔ の硝子窓の雨脇 ｬ こは

!金制のスク リーン の部分があって

公衆に烏の獲を集ます効果のみで

な〈、 jf 策上lこ有効であらしめて

ゐる。特筆すべきは 、多 〈の人の

猿言に反 して 、-nも硝子に多足首

って孫烏し1=事がな い。烏はすぐ

に、大き〈見えにケーヂには防壁

が目近 lこめる事を識り 、硝子の仕

切に官［りそうになると 、 機敏に ｾ ｉ ｾ

ｾかへして符｝突から逃れる」と報

. i l l してゐる。

この鳥類似は到'J ! J ' ! I J 合に|制する幸子

迷には度 k51誇に' ; 1 寺川されてゐ

る。

米国動物閑水族飢- 協合の集合に

ゴ リ ラ ハ ウ ス 内 部

向 上 冬 期 の 桜 内 部

於 いて、 ある技術者は 「 動物闘に於りる科ｾＺ的建築物の憤値」と題 する陳述にもこ の鳥類 簡

を科康的な もの として翠げ に後更にす〉 めて回 く「現今製迭されてゐる安全硝子は. 線て今

円我 k が動物合のある部分に採用 して ゐる 、錨俸柵に代るもの となるで あら う。 附子は透

明で あるばか りでなし 室内の温度合保持す る。或酷の熱マi?動物は高温を要求す るが、 こ
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の際の 晴子 のＡｾ用は 、 権内の高温度 と観費者通路 の 低温度と の 断月号をつ〈る事が什 Ｑ 来る」

と。

新設されに大阪市動物閣の動物舎のあ るも のには漸〈 この傾向の一端を示しかり てゐる

ものがある つ

少 ｾｊ へば 鹿児 麟 ・ ｾｾＱ 候［既定である ｯ / u ¥麟媛室の特異 1.: ｾ ｔ￯ ［直断 Ｑ Ｖｩは 、採光と ｪ ま策の諸僚件から

釦JI 十日れにものである 。政1世媛E伝も 削育上からのデーターから次の構浩の起用を' . ' 1 ，畠滋され

てゐる。

蓮動場 ・寝室共間仕切として搾頭製のもの外リプドワイヤーグラス製のものの併用

A オンドル式ラヂエーター日制さと断の熟考1から車11金属製扉 C 調節食L のある換気按

置 D 連続し7こスカイライト ]ミ二重床( 鎖棒床及び錨板床) によウて動物四肢の火{ 拐

を橡防する外 、 室内の嵐広Ｚｾ均等に l ' 糞便蒐集装置

私} 公衆と寝室主の間に、飼育人通路と 11骨子張りの間仕切があって、疲室内の暖奇策まの劉流

3を? 一定なものにしてゐる D 併.し このt媛変E♀ら伝;，叫主温度 . 採光等のr却石

るのみでで. 、ロンドン動物闘のゴリラハウスに示されてゐる、ヱヤコンデイシ ヨン等の民の

科恩的施設の71(i .( ! j には、温かに速いものである。

上述以外に、動物令ｾ科康的なものにする Ｍｪ￯ 訂の理由は 、 科感の一分野として 、 生物易保 ・

生理製が動物の習性・性態・心理の1聖職場のーっとして認めゃうとしてゐる事にもよって

ゐる o 1ごから臥' 米では 、本邦に見る動物闘の諸建物の外に、興業的には第二義的なもので

あるにしても、オベレーチング ・ケーヂを持つに動物病院とかが . 亦動物園の献〈事の出

来ない建築物として重要視されてゐる。

叉かかる動物令が興業的似m立の翻拙から看て必すしも劣っ たものであると否めないし 、

前述の混凝土迭の盟迭の活屋 、人 工的の洞筒 、躍木・凝岩の. m粛に 比して、この科書異的動物

合が自然への封立性の融苓なも のであると一蹴し切れないものがあ る。

動物合ＧＮｦ述べるに＿Ｚ＿って 、 その特性 ｾＴ 巴む銭め 、 軍Ｎ純に二つの傾向に分 ｶＱＱ］ 。そして恰

も中断して劃立してゐるかの様にた! h ベ t= が 、併しかかる鮮明な傾向を持ってゐる もののタト

に、我々 は米 ｴＺＺＮＧ 越されに多数 の 動物合を見る。前者ｾ ａ とし Ｎ後 者ｾ B とするならば、

この二様式の ｪ 見合間 ａｂ 型も亦存在し得る。一元的な存在の肖定は Ｎ 多元的な Ｔ 子在 ａｂｾ ＮｬＡ

の肯定でもある。

動物令の特性を宥る上には 、興味の乏しいものであるにしても、事寅一般の多 〈の動物

合はこの傾向に 則 ってゐるｾ・は否定出来ない。

そしてこの事官は 、A 型或は B 型への移行の過程として 、Jj.J( ひは意識的にーの折衷築

としても存在しなりればならない事を意味する。

A 型によって動物合を統制しなりればならない とか . 13 型によっ てその傾向を稜展せし

めなりればならないかの問題としてこの問題は兎に角 、今後の動物肱|及び動物合の行き先

は、此のカテゴ リー の事 として の興味以外に. 時代相の反映として . 現貨の一つの提示 と

して、我々に示唆する何物かを輿へす・には置かないであらう。

IV  4 8  
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しー大 阪 府 営 公 園
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大阪府の管理に属する公闘は現在四つある 、即 もfセ古公問 、前寺公問、箕面公聞及作江

公闘であってその総函積は 529，660 坪である。

今その各 k の公闘につき概況 と建築的施設について| 格設する。
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住吉公園内「 ママゴト の家」



性古

公閣は

切合的55ん .，宝 品 川 停 信 ' 3g g mが

( 可「; 彬主主…‘ ぜるい初総ぽ

一 ' J J;??烈33;sペ喝な丸、
為等 .. .  ... ・‘..._.・l. t..I'l ｾ ｉ＠ . .  ・帽. ...... ・・ 司 棒 、そご

大阪市

住吉区

住吉町

にあっ

て市の

話 ｾｾｪＺ 公附司王 ￭￬ｲｩ ｬ 凱

君主寺公偽内「海の家」

同 ・階 下zfi 面闘

' '01 5 0  

中心力、

ら南三哩南海餓道本棋に沿ふて

ゐる。

その ｉ 古ｻ積はＺｬ ｧ ，ＺＩ［ｾＷ 坪で東阿が ｊ

48; ' メート ル、 南北約 an メー

ト; L - 閑内は一帯の松林で庭 k に

芝生に l! i' i れに fit 場及びトラ ッ ク

をもっ運動場がある。

本公聞は明治 6 年 8 月大阪府

所 管 となっ てよ り60後年である

が、大 正 7 年及 8 年 に於 て闘 路

の系統 を正し改 良を行 って商目

を一新し、更 に閣の北部 に車 道

を新設 して住江公 闘辺路 と連 絡せしめ、自

動車によって本公聞 と牧江公闘の交通 を{更

にし1: 。

公間内の施設 として は休問所 、猿 合、テ

ニスコート 、共他色 々ある が特有な施設 と

して は幼年児童の ?こ めに約 400 坪を制 して

多 〈の動物型運動昔日具 を設り る と共 に 1' 7

7 ゴ トの家 J f) 個 を備 へて女児の利用を ほ

しい ままにし、池に は蓮及陸連を植え 、花

壇に は四季 の凶洋草花を栽 培 して居る。建

築物として は大 して見るべきも のがな い。

漬 寺 公 園

本公闘は泉北郡演寺町にあっ て一部は高



石町に跨り大阪市の中心{ f 距るw ，i方約11哩のと ころ、西は砂疋? こる茅海に接して遥かに淡

路島を望み. 東は今 !iil 改修されに園道16競( 紀州街道線〕によって演寺の街簡に接してゐ

る、新装の園道は坦 k 1こる帥装大道路で大阪 より のドラ イブには賓によい。電車も南- 海本

繰及軌道線に依れば15分より 30分で達する。

本公園の商積は 188，291坪、 園内は一帯の白砂 と青松を以て蔽はれ、南・北 l R mf 東西凡そ

3111]" に亘る海演地で本邦!列車希に見る海水浴場である。

麿建築

物とし

てはf本

憩所、

テヱス
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健所、

運勤務

貝があ
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は昭和 8 年度府の橡算で大林組によって出来fこもので. 潟

ー ‘ー

箕 面 公 闘 lj 三百i 1tr<1 

真に示した棋な和決Tよ木造で‘ ある、階下は45坪除、階上25

坪で * として-海水浴に利用する や うな設備として内容が出

来てゐる、階下の休憩室及食堂は一般向とし階 k の各室は

使用料を取って一般の人々に貸すこととなる、休憩室前の

テ レスには噴水池;及パーゴラーを設けである。

海水浴客の? こめに有料の脆衣室Y: l 女別、浴室を設けシヤ

ワー其の他の設備もある 、階上の各室は椅子式で一間丈げ

J車敷とし種々の娯柴室 とも粂用される のである. 洋室の方

は間仕切を取り除げれば大康聞となり、: 50 - 40人位の舎食

なども出来る至極便利な仕組でめる。各室とも前面即ち 西

方海に面してバル コエーを設げこれからの海の眺望は賓に

よい、下足は階上で勝手に庭理することとなってゐる。叉

春秋の利用と しτ も考られである。

箕 面 滋 と 橋

51 
I V  



本公園の府の管理になった のは明治 6 年であ

るが近年に至つては夏期海水浴にこの韻を利用

するも の多 きを加lへ毎年大| 妓毎日新聞祉は明治

Ｓｾ ｊ ＺＧ￮ド以来こ〉に海水浴場としての臨時施設をな

し叉共後演寺町、| 仮和電鍛含祉 もそれそれ施設

箕 園
ｾＺＭＮＮ＠
品 a、

をなしてゐる。

面

本公園は自然公園として、 i阪の名所 として有

1' J である。望 海 ケ 丘 と 休 憩 所

本公園はそ の大部分は製能mi 箕尚ー村に泌し一部刀よ野村に跨 り大阪市の中心を去ること北

約 5 J 1' ! ュのところにある 。

丙は六甲山( 海抜 395 メー トル〕に蓮り東は如意ヶ谷によって三島 、何北の2f . J . 京を展開

し南は遁かに紳崎J 11 、武庫川 の注 (' 大阪j替の海岸線 を隔てて茅海の白帆を煙波妙法の中に
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佐 江 公 閲 卒 而 闘

望見することが出来る。電車は| 波利1急: 行電識に依る のが便利である、叉都市計聾大阪池田

根から分岐して箕面山麓まで大阪箕面線 として延長されてあるからこれによれば郊外ドラ

イプクエイとして自動車に依れば約20分宅建するこ ととなる。

本公閣の面積は 259，296 昨で共の内府有地 256，153 坪図有地道路敷 3，143 坪、他に固有林

1 V  5 2  



2fiO，000 珂、である。 この内に延長約 3，000間

に]亘 る廻遊道路がある。

主なる建築物と しては 、こ〉は古 〈から

瀧安寺の境内地として開山 された ので寺院

建築が多い 、 昔は ＸＰ 飴寺あったが兵火 の Ｉｾ

に遇ひ現存するも のは新天堂 、瀧安寺本堂 .

不動堂、観昔堂 、書院及! 武 j且l制等のみであ

る。

公園内の建築物としては休出所 10ケ)Wめ

り、内 1 ヶ所は有料で ある、共の他便所 6

ケ所、橋 l t ケ所. 噴水 2 ケ所族館料事等が

ある 3

本公園は山深〈谷長きがため温度は概し

てほ〈夏期は大阪より平均 7 度低い 、夏 期

浅間にあっては太唱の直射 を さり清流 に近

〈総有Jj 校舎交ひ納涼避暑地としては大|仮近

郊U;に見る向然的要素を備へてゐる 。

{主
j工

，，-;-.. 

.Lo、 園

本公| 謝は千七吉区商加賀屋町に あって交通

は阪堺電蟻及南海電車に {点るを使とする.

一 民 Ｐ ＩＱ “積は ＭＫ［ｾＯＩｏｏ 主ＱＧ Ｎ の 平均地である。

大国言葉域内士に依って設計せられ にも の

で日付手11 九年 10):) の竣ーじに なる。

その特徴とするところは本公園は運動遊

肢を本位とする所調運動公園として の機 能

f t ' 習室掛せしめるに力め様式は臥米に皐び之

れに我が園i主闘の手法を加1へ? 二最も ，Wr しい

ぷみとして の設計であ る。

従って本公園の中心 をなす ものは 「トラ

ツクフィルド」及び「 ベースボ ールフイ ー

;!- ド」 であ る、「トラックフ ィルド」は 100

米、 木造のスタンド会備へ附軍資自がある。

ベースボ ール フィ ールド には鍛筋 コンク

野球スタ Y ド( 佐江公園〉

北池の大橋( 伎江公園〉

佐江公凶内温室2え喫茶室

一一

イ 土 江 公 関 内 7' - /レ

5 3  1"; 白
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リート 及銭骨のスタンドを備へスタンド下は責1占及食堂があ り一般運動者の利便を闘って

居 る. 潟! l t は中央のみのス タンドで其の雨側に木遣スタンドを増設しで ある。

喫茶室は温室の中央にとり花升観賞の傍ら休養に便にし、 温室はその雨異に作り之れ と

連絡を保1: しめたのである。瓢箪形をし? こ北池には潟真の如き 銭筋 コンクリ{ ト の橋をi圭

り浮島には鳩塔を設けてある。

叉プ ールは閣の東南隅に設け 25 メート ル 7 コースのも ので之に 潟員の釘l き必 要な設備を

有つ建物を配 し主 として生徒及児支の練包に意を周ひ てゐる。

その他特殊な施設として児童ステ ー乙人魚釣り 、 貸ボ ート其他極々の施設をなしであ

る。

以 ヒ記述の要領は大阪府公園要覧に依った 、それに最近の諸建物に就てたkべたのである

が. こ の外に大阪市の管;理 に属するも の . 公共連l鱒の首二理に属するもの共他都市計叢に依

り決定し＿こ公園がある 、 之 れ等 の 公園を合 ｴｴ て大ｼ波 ｬ 白 下 の公 ｬ 刻総面 積は約 Ｑ ，Ｈｉ ［ｩｾ ， Ｔｍｉ :l4iと

なる . これには勿論土地区菊l整理として保留の公園敷地金含 t J でゐる 、現 1向のねl反市の公

閣は其の面積 1 入賞り約 0. 13坪に過ぎないが前記の公園の 凡てが賞現の暁 きに於げるも の

を昭和 7 年の大阪府下の人口 (:5，720，832人) に訓嘗 て 〉見れば l 入賞り 0. 27. 1; ' ドとなり現イ1:

大阪市の 2 傍 となる、 か 〈して大阪も 漸失娃! の者! I より維の色を増し て府民の健康を榊j生し

得るであらう。



大 阪 市 営 公 園 の 沿 革 乞 将 来

大 阪 市 公 園 課 調 査

大阪市が経営す る公閑は 天王寺公 闘を筆頭として Ｓｾ 筒所Ｎ線 、 商積 Ｒ 日 Ｓ ，ｦｩＷ Ｖ ;V""f e 此の外に

市内に府の経営す る公閑即ち 性 吉 、住之江 の二公 闘商積 82，067坪があってT t i 民一人首公閑

阿積は約Ｈｬ Ｎ ｉ ｾ 咋弱 市 面 積と公開商積との比は ＰＮ Ｖ Ｅ 弱である。

名公閑の成立の 由来を考察 してみるに明治時代の公閑としては位吉公園が最古で明治訂

作、 ダくで: 24年には中島公 |喝の前身が現市臆合に嘗る廃に間関され、 ヨ大は37年には第日間内

問問!tf 舎の跡にがJ !'i O，OIIO坪の天王寺公闘が出来? このである 。 これがJ i ll も本市が初めて都市

公闘の必要伝感じて創設しに h のと云へやう。

J Cは大正時代であるが、此の期は臥洲大戦後の好rlL時代で大阪市は各都市に卒先して枇

合政策の見地から各甑の枇合事業が計饗 され仁、即 ち市民館、青年宿泊所 、産院. 市民病

院等が創設されに のである。

時恰 も大疋天 皇御大 ｉ ｉｾｾ に 際合し て瞭古の大 開 を記念し奉るにめに枇舎事業のーっとして

取 り越されて居仁小公闘の出現を見るに到つ1このである 、即ち現在富市内 に散在する阿波

座 、 九ｻ際 、 清水谷 、北野、各 ｩ 臓 跡、 ｧｧ ｾ 牙同、木津 の 七小公闘がそれである。之れに要しに

経費は月j地費及び工事費 20 寓闘で大疋 5 年の市舎で決議 され. 6 年から 11 年 にかけて

完成さ れに. 此れは何れも 市{ 積 400 坪以上 1，000 坪内外のもので市内で も不衛生的地匡即

小人 家の符集しに方 ｉ Ｈｬ ｦｾ 選ば れ其内容は小公聞と云ふよりも 寧ろ米図 式の見 童本位の 遊戯

場である。之れは前言Em止舎事業 と共に現閥市長の枇合政策の一端である 事 が読はれる。而

して大i E 4 年には淀川改修に伴ふて之れが inl 川敷金内務省より無償借用して現在の中之島

公闘を完成 し、続いて大正 12年には同じ〈がI 川敷 に捜宮公園が出来 t: 、才は7Kの都の誇り

として所謂 リバーサイド パークで散策を主としにものである。更に大正12年 lこは元大阪刑

務所跡 50，000 坪の地l高義理の際 13，700 坪の地主? 公園として残し .11、青年の運動本1u. の公闘

が出来t : のである、 其他之れ左前後して築港の小公閑や繭応葬儀所跡を利用して幅島小公

l朝、三菱倉庫爆夜見統合の剰後で出来1: 西九{ 恥l、公園等がある c 叉12年には極東才リンピ

ック第日間が大|仮市で開催される事になって急i 油市岡の市立運動場も出来Tこのである。か

〈て大阪市の公闘は一躍進をし? このであっ? : 。チくに昭和時代に入つては新市方面の問主菱、

桃ケ他 、北中島、平野各公園が昭和 2 年より同 4 年に亘り て紳祉有或は市一部有土地の無

償提供に依りて出来にものと昭和 男- 6 年にかけ て常盤、深江 、者f.烏 . 清水、 董ノ荘、問

問 、 森 ノ ｝ 、 路 Ｎ 百平野 、 野江各 小 公閣が新市方面 Ｎの 土 地 ｬ 瓦 ｾ ｊ 整理の進捗 によ り組合 か ら敷 地
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大 阪 下村 公 園 配 置 圏

It 晶 首 圏 ー 宜 表

1霊鳥 c

t 手会出主E 苦

昨主ゴ宅時三苫

輔 副

の提供を受りて市費叉は寄

附金によりて小公闘が出来

1: 。之れによりて始めて新

市方面に公闘網が張られた

i の で あ つ む 次に特筆 さる

べき ものに昭和大槻記念事

業 として市民の記憶新にな

る天守閣再興 と大阪城公開

新設である 。此の用地は陸

軍省、より域内外 21，000坪の

無{ 賞貸興を受げ . 工事費は

一般市民の寄附金 によ りて

設備されに のである。街之

れ と同時 に棲官公閑左岸元

藤間邸庭園 として使用され

てゐfこ敷地及 その 下流: J  ｉｉ￘ｉｾｦ＠

渡しＺ壌に至る河川 敷ｬＩ ，Ｋ ｜Ｉｾ

坪を内務省より無償{ll 受け

河岸散策公閣 として の設備

を施し、更に楼の，" ' ，公闘 と

大阪城公闘 を連絡するため

京橋 より 惜行枇前 に豆 りて

大伸一記念、附随事業として 公

園泊路が完成されに。又大

阪城は外苑民事南部品 Ｚｾｊ 6，0  

00よ'1' を買牧して昭和 7 年度

失業一臨急: 事業 として蹟張工事を施 し1=。か〈して城の内外共者11市 中央公閤としても 或は城

跡公|主! として も辱かからぬ程に整備さ れたのである 。

手; に昭 和1 i 年度失業服念事業が公闘に充首 されて先づ蒸 し営り用地費を要せき' る公閑よ

り施工 す る事となっ ｦ こ 、 即ち先に ｴｬＺｾ Ａｊ［舟より寄贈を受り Ｑ Ｚ 茶 ｦｬ ｬＮｬ ｬ 一 帯約 ＲＰ ， ＰＰＰ 坪及在米

の天平寺公関全般に五 りての改迭工事を筆頭としE f - j 没. 桃ケ池の未完成の地阪改修‘ 霊長恩

公闘の) i 'r設 と前述大阪城公岡大手前前場機張の五公閤線、面・積 127，100 -"千. この工事貸線、計

403ρ00 1却を投じて 7 年 11 月 より起工し、本年 3 月を以て各公闘が改修或は新抜きれ t= ので

ある、矧く つ於 k 的に失業! 臣室!:事業ヵ: 公同事業に行はれた事は大阪市が全聞に先鞭をなしに



のでゐ名 。

其他都市計聾路線新設鎖築の際生じ1:[徐地或はか[ 川県立工事より得Tこる地区利用の筒闘

が数個所設げられf二、即 ち大地f L前、車; 美須町、寝屋川及舵 江川製立地. 新世界、日本橋等

8 筒所の街園がった疋末期より Hg;f; I-1にかけ て出来仁、面積は少なれど都市美の一端に寄輿さ

11- てゐる c

次に大版市の第二主大都市計 j誌のーっとして公困の新設横仮がI昭和 4 年に決定さ れてゐる

これによると公園 ［ｾＳ 例所 Ｈ 内 Ｗ ＱＯＱ，ｊ所は鏑築Ｉ /J、公園 1311';1町 、公凶m路 L:?線で. 此外土地区

制整理組合地内に約Gl 哨ー後の ものが完成する 見込である か らその院には大!仮i !i の公園は紙

面積約 2，0(10，000 1"ドに及ぶのである口此公園の配置及商積の標準は市の人口が 3川 -{i!; Iこ註

するも の として市民一人が 0. 67 坪を 内有し市16I 債に封しては3.6; %を理想、としにのである 。

此の都計公闘の現飲如何と云ムに此の計蓋 を全部完成するとせば少なくとも J ，! )OO徐高慢|

は要するであらうが今 I1の市の財政では之れが完成は受取なし幾度か事業主従が計主突きれ

にが 、賓行の蓮ぴに主主せなかった、底力; 漸〈その一半即ち都計公閑 12ケ所及医剣皇室理 地区

内共他用地: 都1・1の申 H¥めりにるものよ れ がJ
20

111if 所 が11乍年末市舎に上提されて昭和 8 年 度

より 7 ヶ年の権縦事業として決定しにのである 、然しながら前述の女n< 天王寺、大l波破 .

偲布、桃ケ j也 ( ｟ Ａ ｛ｾ Ｉ 川 ｩ 愛、芸事Ｚ皐 Ｎ市岡 の 各公闘は や ｊ れも事 ＱＱ 汁 ｩ ｒ ｉＧ 童公閑で、凱ーに ｾｦ￬ｴ 月 ｉ ｲ 熔 ｩ

の ｉＮ ｉ ￅＨｊｾ 達して市民に 利用され、利 ｈＱ され な としてゐるのである。今 ｈ 事業 主 主として決定

されにも の及匡整地区内に於て既に土地牧 i'J によりて決定を見? こものを? 示さぱ

都 計 公 凶

当': lH公 岡 工事完成川地費計七 ( : B，S!)OJ: 'F-)  

市 同 公 閑
同

卜三 公 闘 がf

此 花 公 闇
同

生 =長公園( i ] J

桃 ケ 他 公 園 鍛

問主を公闇
同

長 居 公 闘 がf

J::. 

設

ー仁

張

ーヒ

設

4，000 

2，470 

2，600 

3，160 

410 

82，000 

毛 馬 公 国 同 L(ZUF) り 00

瑞光寺公園 同上( 用地寄附 ) 3， L41 

作 守小 公園 向 上 2，500 

千滋小公園 向上〈用地寄附) 2，000 

(1，560)  

2十 ＱＰ Ｕ ， ＲＸ Ｑ 珂［ ｾ 34，450:片リ

医 整 公 凶

u1 並 小 公 園

些! ノi l : 小公園

西中島小公図

利l 小 公 国

外 161問所縁定

計ー

1，87!) .J: f-

1，140 

870 

2，000 

32，000  

37，889:1主F

これによりて見れば 都 市計 萱公園のＮｴｦｲ設は長居公 ｬ ，［ｩｪｾ rp ; 大として外に大小川仏IJWと区北iJ

5 7
1 V  



再終隻理地匝内小公閑 2到( 1噺制官伽削A引If所f庁fで此総由

は大阪 ｔ而市 ｾｊ打 Ｇ ｩ の公悶は線 ｬ凶刷白“｛街 ＺＩ ｬｊ戸 ｊｩ日ｾｊＺＧ坪 ｆ をを ＿ 失 ｬ破 ｉ政主し市上民亡 一 人営り 0.1げ7 主刈坪Iドユ者都1百;市市l凶刷白“ i H砧t に主釘J し約 0ω.9引] 戸μ
6  

となるのでめる 。 f向』勾I之 れ に 嬰 す る 経1托tは H川f刊j 士地也t先Eと斗工: 事Z詑是 j片与にして 3，4位23，3 5“o[ij lを安 し、 之 れ

が財asi は 主 として新 IltW:i t 1: p地代J t : 他公 開特 車fd泡設 より生す・る 絞 犯 の 訟償 金 よ り及: 妙{ する

事になってゐる 、 以 ｩ 二ｾ考燃 すれ ば ＩＺＺ Ｑ 奴 ￮ ｬｩ の 公 開は多 〈 は 特別 の動機Ｅ Ｎ］ < は特 殊 の記 念又

はお述 、 谷 間 ｊ によって ｉｉ ｜ ｾＨ 上っ た ものが多 し 今 川初 めて棺 航 事業 と して大々 的に ［ ＱＱＢ 聾 さ れ

Tこの で あ る 事 を 知 る ピ らう乙

大 阪 市 公 園 一 貴 表

手う 界i 商 JJL上1; 創 設 ;ド

火 Ｚ ｦ 寺 公 ｾ ｻｦ 6'1，262 lリJif，.42

大将記念大阪妓公 附 34，717 HG手11 6  

m 主豊
/ー丸、、

いi 14，565 日日干11 3  

f型 虫 公 日d 32，8'10  Pf{平日 8  

<1' 之 島 公 凶 26，822 明治24

桃 ケ 池公 ｉ＾ｴｾ 15，25 1  H百平日 8  

J慢 ， ｾ Ｎ［＠ :Lι、、 日4 26，529 プ三1[ 12

扇 nlJ /ー、、、
I，; d  13，767  同

ｾｴ＠ '1' ぬ 公 倒
4，238  !伯郡1 2

呈f 公 日d 3，730 H日初1 3  

17  2.  ノ品、、
I>tJ  3，492 HH手11 4  

森小路 公 Ｑｾ ｬ ￰ 2，664 1昭和1 7  

7在 / 荘 東 IJ、公 !司 2，190  IIH和 5

百 九 依 IJ 、 公 悶 2，061 大正 8

市 岡 小 公 闘 1，56:l 昭和 6

西平野小公 Ａｾ ｾ 1，2る8 昭和 5

九 後 小 公 目d 1，21 3  大正 7

? 吉悠 小 公 闘 1，2∞ 日目 羽1 5  

深 江 小 公 闘 1，176 同

初 砧 小 公 悶 950  日目平日 4  

版 局 ノj、 公 l羽 9 :J 1  大正 14

消 Ｗｫ ノ ｪ 、 公 Ａ ｾ ｾ 895 1I;.l平日 5  

ffi の 蒐 西 小 公 尉 864 同

上 六 小 公 闘 850 1I {.lfu 2  

N  5 6  

( UI1ft l  C， 年 3 月f見; ，・〉

特 手F の 施 設 rfr W 

!f i'; 物側 、泌室 、苦楽生・、 5ι 五I( 道 大阪 dl

戯場 、公令1:; ，'・、競技場 、イEJ 克 土木%

刈 '1倒〈郷土係 火pd〉、犯J - H御殿 !，'J  

食堂 、見放遊戯4FJ

5己批遊戯場、火闘池 [，'J 

怒校教材 刷、貸箆闘、釣I也、 [， 'J 

1' fボ ー ト、航 物 倒

昔楽堂、警技場 、民球場、食"Ij I"J 

5r'. 輩記注: 技切

大凶池 ["J 

競技場 、野球場 、喫茶)，1{ [， ;J 

競技場 、 従沙池 、 峰球 場 、 教 科 ｾ ｾ Ｚ fliJ 

各種運到具 [， ;J 

ポ ー トノ、少 ス、 ll: il l也 [，iJ  

1台分苗凶に 主主川 I，; J  

ｉ ，ｾ＠

ｉｾｩ ［ 分首 ｬ ￻ ｬｬ に氷 川 !IIJ 

競技艇場、各額運動兵 I，'J  

問

問

ポf 年合倣 同

同

問

問

問

問

問

問

首分前 Ｑ ＾Ｑ Ｑ Ｑ にｾ｜ｴ Ｉｦ｝

Ｚｻ［ ￋ ￬ｾ 長 ｪ 也

前分首刷 に¥itt m



清 水 谷 小 企忘 見j
802 大1E 6  

木 f I ! : 小 公 開
'7G8  大i E 11

阿 波 pr 小 公 悶
519 大百ミ 7

野 Iて 小 公 苅
450 昭和 6

北 里? ノl、 生 存 関
419 大I E 6

御 蔵 跡 小 公 ! 羽
418 大正 7

内 野 n1 小 公 附
376 大 正 6

新 Ilt 界 街 別
386 大 疋 11

ｾ ｉｉＧ＠ 111 1笥 対 193 大1 E 14

ｾ守 恭 ｲｨ m '; :1  
156  Ui{{: f1 8  

日 本 m 街 悶
104 大正 5

恵美須 ｾｉｬ 街 悶 45  大 I E12

続 庫 川 1行 問
3 10 昭和 8

安Ｎｾ ill! 11、 公 対 4，618 大 J E 6

鶴 町 11、 公 開
2，322 昭和 2

甘1 ｾ Ｇｬ 氾 ｓ !(，/! j勾 ]  1，5S9  大 J E 12

ft  
乞tEf  s  

公 同
38，537  明 治 6

住 ノ 江 公 苅
43，530  HH手n 5  

合 計 42筒 所 368，533 

引を7h出

市

部

市

都

府

阪

湾

阪

育

阪

向

阿

附

同

問

問

同

同

伺

同

日

向

同

大

港

岡

大

数

大

nJ l:7Jd，"i  

音楽 Ｇｾ Ｎ Ｚ 、も ｬ ュ ｩ ｗ 池 、 庇球 場

競技 J 号、 トラッ ク、庇球J 易、

水泳プーノレ

林泉 、食堂. 各種運動具

競 技 場 、野 球 場、7.Kj氷 7 ・ーノL 、

0Ci 球場 、f霊祭 、釣池

同

第 二 次 都 計 公 園 一 覧 〈昭和 3 ｾｲ＠ 6 月 決 定〉

公 園 ノ 部

番 鋭 久ｾｾ 、 関 名
商 談 fぬ ー変

ｾｾ＠ 1 披 タト 烏 公 関 附公開冶
ＲＰ ， α ｘｬ ｾｬ＠

第 2 披 出 来 烏 公 園
2 0，C∞ 

ｴｦｩ Ｓ ｾ 披 利1 ｾ 時 川 公苅 ; 0，∞ つ

穿H 披 ート

/ 山、、
問

10，0つo 事 業決 定

穿¥5 銃 北 中 烏 公 関 ( 披E長〉
18，2∞ 一部完成

t f i 6 貌 s!< Ｑｾ 官 ノ日}、

関 m公 開 遺
337，600 

努¥7 重量 安 威 川 公 開
50，000 

第 8 披
1TU2t  -

恩
ノｾ、、 、

関 附公開逝
4 0，α)() ノd コt: 成

首ｾ 9 披 毛 馬 公 i羽
26，000 事 業決 定

第 10放 森 小 路 公 開
23，000 

第 11続 襖 之 官 公 開 (費量張 〉 2 3，300 
yt u =p 

E覧

負B 12貌 大 阪 城 公 関 ( 擁E長〉 31，O:JQ 
YcfG z， 

成

5 9
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第 13絞
n  iT. 

ノ. 、、、
関 22，∞D  

第 14銃
生 !l' i' 

ノdι、、、 ｒｾ＠ 27，0∞ 

?ii 15披 おZ さ主
(Lλ  、

日4 18，20:) 

?ii 16銑 ア}え
町- ，晶入、

応! ( 欲張〕 9，4∞ 

第 17披 Ei 言ヰ 公 33，0∞ 

司H 8披 、桃 ケ 池 公 !'; ij
〈械張〉 26，00つ 一 部 完 成 、残 部案 決 定

第 19披 作l ｾふ ｡ι ・ ノι 、、
Jt司 ( 向 .1-.) 23，300 同

ー七

第20披 長 居 Juz、、
関 附公悶道 2CO，000 一 部 事 業決 定

第 21貌
大 和 川 公 開 i司

ート ＶＱ ， Ｖｾ＠

第三2挽 ｻｊｾ＠ 1-1;; ￬ 也企ｾ :': ij 同 37，α メ二

第23盟主
子 官 塚 "1 公 知1 同 28，∞心

買'i 24披 ｾ＠ ｪ ｾ＠ ' " 公 J将 同 E，c.oつ

ITi25披 待
寸 ｾ ｩ守ｾＡ ノーι、、、

4，600 事 業決定

努，26披
天 王 寺 公 ! i : il 〈拡 張 改 悲 ) 77，500 Y宅三巳>  

成

穿，27披
生 'T' ノ一、、

!将 :::，0::;0 一 部事業決定

質，28絞
江 ノ 子 島 公 日4

7，9∞ 

努i 29競
* ノ 烏 公 開 ( 放張〕 26，800 

第30盟主 プ〈 仁 公 f:，8SQ  

封 ｾＳＱ 続
f聖 洲 公 関 8，∞o  

号事 ＳＲｾ 車 手証 日 出 会 開 ( 此;j E公闘に務更〉 5，OJ J  
事 業決定

費n 3貌

ｾＧＢ＠ 百き 公 r;ij 40.000 

面積小計 1，284，1∞ 
( 公開主主の全1' 11立を l徐< )  

小 公 薗 ノ 部

番 君 主
手1;入、

同 名 I ( J j 政
4尚 w. 

第 1披 瑞 光 寺 公 関 <'，9∞ 汗
事 業決定

第 2 続
て7請1にU  

Ifて 公 関 :<，700  

耳i 3 披
良 川 ' " 公 別 oOC 

第 4 披 JlJK 問I ノｾ 、、
関 1，2VJ  

ｾＱＵ 盟主 今 ';;・. '一¥"

，日九

例 I，b∞ 

第 6 披
寺内 荷 町 公 悶 1，200 

事 業 決定

雪n 貌 千
主主

ノ内、、
関 2，α XJ  

事 業決 定

省i 8 聖E
泉 尼 公 関 1，400 

雪i Ｙｾ 挽 市 問 公 闘 1，9CX} Ye全Kョニ， 
成

寄3ω 量量 体 '/J.主
ノ品、、

関 2，500 

第 11貌 古Ii 江 ノー、、、
関 2. 0∞ 

努i12紋
主豊 血ザ ノ品、、

関 l ，'100 

r v 6 0  



第 13総 長 柄 公 開 1，500 一 部 事 業決定

.r(，i  紛 小 計 23，50 0  

i f I i 積合計
1，307，9∞剤、

大阪市の並木の事一一市の並木J ! J l ち街路樹の事を序に述べて見ゃう 。 r煙る大阪線の筒

ｬ こ ｊ こ の椋 Ｎ 詩 を賓現すベ〈本市 の並 木は 毎 年約 Ｑ ， ＰＨＩＨＩ 本徐精力 ＱｉｲｴＧ 示 して 腐 るが 大 正 ＱＰ 年ｾｊｬ

ち都市計華街路新設年 は僅かに 1 0，0 0 0 本に建せなかったものが今や 2日，0 0 0 本に建ぜんと

してゐる。明治 1 0年頃には市内諾所の川岸地にヤナギ . ポプラ等が貼 ノ々 と栽午前さ れたに過

ぎなかった本rf j の並木も明治4 0年頃か ら正式に街路並木として堺筋等に プラ タナ スが柄 え

始 められにのが股肱ーであっ 1: 。爾来年 k 多少の;哨加を見せて居1: が大正 11年以降第一次都

市計 撃事業の進 iJ 七に 作って急: に栄進的に増加l して今日に到ったのである。次に現在 の何路

樹の樹樟別に L1U政表を掲げやう。

樹 木 名 1司 重主

7' ラ タ ナ ス J 3，157 本

= セ ア カ シ ヤ 4，4J 6  

イ テ 7 2，037  

カ ロロ ナ:t-・ 7' ラ 1，73 0  

ア オ ギ リ 1，573 

セ y ダ y 609 

サ シ カ P カ ヘ ダ 1，458  

302 ， 

一.
ν y シユ

j ¥: 他 606 

計 2 5，888 

以上の積別表を見てもプラタナスが首位を占めゐる丈け最も大阪市の土味、気f段、環境

に遁して ゐる。今後も大関此の棋準で進んで行〈も の と思はれるが、 Iやでもシンジユカ: 頭

角を穎は す Ｑｾ Ｇ ら う。之 れ 等 ＲＶ ，Ｈｊ ｏ り本の並木利 Ａの 総延長は ＵＰｊ ｉＧＡ・ に及び、 その維持監刊費 に 道

路維持費から五1:. 1，41J 0 闘と都市計撃事業費にて並木養成費として年額 2 1 J f ，闘が充てられで

ある。又大阪市は並木養成の ため 17，0 0 0 坪 の1Ji 園を以て各種の樹木を育成しつ〉めるつ

6 1  IV  
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第 1圏 外 観

、7 色

第 4 園 卒: 面f圏

第1園・第 2 国 マ イ ラ ン F の 別 荘

第3 圏・第 4 i 1 l 岬に立つ夏の家・マイラン F

第 2 圏 平 面

建築家 Fal udi 英他

建築家 Fal udi 英他

第 3 圏 外 観

6 5  I V  



第 5圏 外 観

樟 k なる気候、環境及び種 k なる事術家カタギ等が型式の中 1トー

を言ふ震ではな〈、如何に種々なる型態を創作するかは衣に示

す 1933 年のマイランドの“ Tr i ennal e" に於ける新時代の伊太

利の夏の住宅等 に、 それ等の作者によって成し途げら れた極〈

良心的な作例が示してゐる。

今やすでに古くなった 毛スコ ーのインタ ーナシ ョナル減が 、不

快な新直奥祇になり終り、而も F asci s の重芸術的な若きが今向

冷かな四角の l診の底に残存して、所謂新しい賓在をロマ ーンテ

ィークな無数養なものにして陥らしめないと云ふ 事 も膳史がな

すーっの戯れではありませんか。

( Der  Baumeister 誌 2 よ り 桐本楠雑〉

寸
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第 6 圃 卒 面 圃

I V  6 6  

. 5圃・第 6 圃 海 潰 の 週 末 住 宅

.7圃 幽 蓬 な る 庭

第 7圏 外 観

建築家 F al udi

建築家 Fal udi



新 婚 夫 婦 向 き の 週 末 住 宅

外 観

もえ上る様な高い高いポプラの垂直の本i告に劃して明色心

樫のくっきり した水卒線がよ 〈調和して ゐま す。

尾 上テ レスの風より粂直射よりのプ リスムグラ スの利用は

一寸刺戟的ではあ りませんか。

( Der  Baumei ster 誌 2 より 桐本楠雑〉

外 叡
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第 11司よ P 第 3 l fol1迄は 、 コ y クリ ート 綬 構 造 の 床

の新手法である。第 11司は 、 111 2 映 、長 8 択 、厚

Ｓｩ ｮ ナの中 ｾコＧＯ ＿リ ート 床版 で 、 鍛 ｪ 白が挿入しで

ある。梁の上へとれを架け渡せば御lWに床が出来

て 下宮市即ち天井も卒 らに見える 。

第 2 11'11は 、 コ y クリ ー トの カスト プ ロ ックで、長

さが Ｖ 映と Ｕ 吹と Ｔ 択 と あ り、 ｧ［ＺｾￍＧｩ ￬ｪ をそ の 問 へ 入

れ 、調 介の良いコ シク リートで、 そのr : 1] をつめる

と、 スパ γ は 10! !Rか ら25吹可 能 で、 床荷 J lt は40-

125封皮 / 平 方 吹 迄 、 十分 で あると云は れ て居る。

第 31i; i ] も同じくコ シクリ ー トの ホロ ープ ロッ クで

とれは rll 1  n.R2が れ 厚10n，J- 、長さ 8 n，J- の短かいプ

ロッ クを I 形 鋼根ったに沿』、て なら べ 、殴 flf] へ 良調

合 の コンクリ ー トを流したも の である。

費1; 4 闘と 第 5 凶は 、 ベ y チレータ ーの新 工夫 で あ

る。第 4 [刊は併は風に よって動 くが 、風 の無 い時

に排気を多- f J : に 必要と する 場合は 、 サーモス F ツ

トの調 節 絡 が働告 、 モ ーターの スヰッ チが 入 って

ペ y チレー ターは電気的に廻 るとととなる。

第 5 1尚lは 、ロ ーダーを態用したペ y チレ ーダ ーで

微 風 にで もよく 廻 る由。

調H 間第 7 闘 は 表 具 令 物の新 工 夫で . 第 6 聞 は 上

げ下 げ窓のJl そりゃ j骨車干、耳n 絡 を用ひ ずに建具

を停止せしむる震に、卒令物の捻 じたも の を上か

ら下迄 凝 り、ill 具 の側 ヘチ ュ ープをつけ 、チ ュー

プ の 上端に主主じ卒令物に従って廻る ｰｴ ｾ 令 を つ けて

ある 。 ｾ 具 を 動か すと チュー プが ー 所 に動 章 、 ｌｐ

IV  68 各 種 新 工 夫 の 紹 介
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第 2 圃 ・コンクリート程構造の床 其 2

第 3 園 ・コンクリート施術澄の床 英 3



鍬 ｩ こ従っ てレ Ｑ ｾＱ 訟が 姐る。建 具を Ｑ ＱＺＺ める と 、 』 全Ｇ ｪＺＧ織

と座 ＴＶＺの路線 Ｑｊｾ 抗に よ って 、 ｬｬｩ -ll が任意の佐世に

11二ま る仕掛である 。

ｾＷ 闘 は釣戸 の 引分聞き装置で一方 の 戸を聞ける

と他 の方も従って開くと云」、巧みな仕掛である。

第 8 [i;: ，[ は会: 釘のliJ(を |怒 し、化航す る8 t 4 6 : で左上が

そ の 形。 右 ｊ て はｾ＼訟を ｪｦｦｩ し て立主 ｬ をＡｴＮじ込むと ζ

ろ。左下は陀令抑 へ で聞いた花jAr. を間 ぢさせ ゃう

とす ると ζ ろ。宕 F は 花iJtf を閉じて生! のほl が隠さ

れたととろ。 ζ の座令は任意のｾ廊にｊＡ＼￬ｬ＾出来る

から釘はどんなも の を使っても よい ととになる o

ｾＱＹ 闘はガスメはＧｦＧＮ￯気料理器 の， トーに お ｵ 込 書ミ集め

の傘 で、下 端 に電燈がつく殺になり 、料到lr. lf を明

〈照 L 、メファンが附属して ζ れにスヰツチを入

れれば速に央主主な P 湯気を排出する装置である。

以 卜J ' f r 工夫のいろいろ。

ｃａｲ｣ ｨ ｩｴ･ ｾ ｴｵ ｲ ･ 誌 Ｒ より 問問孝男〉

第 5 園・ ロー タ一式 ベンチ レー タ ー

「

h

i

l

l

-
f

A  
〆/

. . . . -B 

第 B園 ・捻 釘の 化粧 頭

I  l)ト114宅占a u ｢ｾＮｬ｡ ｲＮ ｣ ･ＮＮ＠
!  A - T w叫 官d fI<l. t  rcd.  

! 己 - R ot ，，-t. i r. a  bushi η3・

[  C--::- T  L: bc:.‘ 

l  f)-'::"_Clip心 sh bottom.  

第 6 園・上Iず下作窓障子の整識器

ゃー- C 1  

o  
〆

e  

- ー

第 7困 ・南浦釣手

第 9 圏 ・料理 器 の排 気傘

各 種 新 工 夫 の 紹 介
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1 階 卒 菌 圃

オース トリ ヤ、 クレムス ミユシス F ーのJ王の上に

建 て られ た 修 道 院 で あ る。

2fi iM闘 で 見 ら れ る 如 く チ ヤイ 凡ヒ中心、とし て 建 物

内北 の契と南の翼ーとが会〈会〈分離 されて居る。

との設計 l-:t 男 の信 院 と 尼 僧 院 と を チ ャ ペ ル の爾 lR11

に分離して居たt J - くか らの 脅 償 に 依 っ た も の で あ

る。 2J ' - 商のカ ープ し た 部 分 の 2 階 3 階 は Yj の併! 生

であり 片 廊 下 の 筒 躍 な卒而 である 。 1階 には 内 線

室 、 調ＧｦＱｾ場 、 配 ｊｉ 善等が取られて居 る 。 Ｒ 階 、 選 ｛ｦｲ

ｖ ノ ｩ 支上のｾは 食 堂 になっ て居リ 、 料 ｊＧ｛Ｇ はリ Ｗ ト で

巡ばれる様になって居る。

玄 闘E質問の右側は尼僧 l史であ って、寝室と f己儒遺

骨D 尼イ曾の長ゃ新設窓の僧尼の律令がある。

( Archi tectural  Revi ew 誌より 新名範夫〉

J  

、ム ー ｾ ＮＮＮＮＮｊ 迦阻盟主f 幽

3 階 卒 面 園

2 階 卒 面 圃

I V  70  
ウ レ ム ミ ユ シ ス タ ー の 修 道 院
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乾ミピ構ケ迂i 建 築 の 壁 瞳 材 料

浦 倫 史

費本主義的 工業の瑳遼にwひ、建築工事の合理化の一過程とて、努働賃金の高い駄洲に

提唱され叉具開化さ れつ〉あ ります、 T rocken Bau の壁鱈材料としては、 大工場に於て製

造さ れ る Concreate Bl ock 類 もありますが J Z式構造建築 が皐 に現場 に於て絵 り水を使用

しない事のみなら す¥一定の型の既製材料 を成可簡寧 lこ構築し得 る事 を要件とする時に壁

際材料として先づ考八 られる のは、 各種の繊維類を防水掬j等の薬剤 と共1: 座縮 して製造さ

れ?こ テックス類、ボ ード類であ ります。之 に使用される 繊維類 として は甘庶、木材、藁 、ツ

ンドラ等であ りましてその組級繊維間に含有さ れ る多数の密閉され1: 徴小気孔の震 に熱及

び音が絶総 され又一部の音が吸i炊きれるので吸音防音材. 保留し材と して使用されて居 るの

であります。 更 にこ の乾式柿迂ー建築 の壁悟材料 として好誼と 考へ られ るも のに Morinoito

があります。所謂「モ リノイ ト保 温盤」 として 昭和 7 年頃か ら我閣 に護賓 され居る 材料で

す 。之は ｾｗ￰ 逸 の ｈ･ ｲ ｡ ｫｬ ｩ ｴｨ と 稿 す る製品 と 同様な 材 料 で あ り ま してＮ生 ｷ 材 全 約 Ｒ 粍 厚 に

削 り之ｾ ｝ 粍位迄乾燥し て 後モ リノ イ ト 液 ｴ 栴 する 談茶色宇部献の 植物性 液 中に Ｒ 分 間位

浸して後 、板上でセメン ト材 と混煉して後w : 縮 し?こ 1 枚の板でありま す、 我園の モリノイ

ト盤 と稿逸のへラク リス盤 とを比較 致 します elA縮の程度の差 と考へ られますがモリノイ

トの方が重 〈材質が締って居る様で す。モリノ イ ト盤の色は矢張 り淡茶色で松材の細片が

3 粍程の巾で面上に現れ自然の面白い犠様をなして居 ります、 厚さはその使用の目的によ

って 1 糎から 5 糎位迄あ ります 。

この盤の大 きは長 さ6 尺 、巾 1 尺 5 寸が哲逝で あ りますから乾式構造の旺聞に相営厚い

盤を横 にして積重ねる には全 〈誼営で あ ります。 高い盤を内壁 に使用する 場合の施工は大

悟 に於 てテッ クス類 と同様であ りまして 間柱に打付けますが、テックスはそのま〉釘付け

に出来ま す所 をモ リノイト は座金を用ひま す、叉 3.5 c m 以上の厚い盤を積重ねる時は目

地に腕蹟入 の漆喰 を塗込み更 に上塗 をなす 場合には肺布で目地を覆ひ亀裂を防ぎます D

内壁或 は天井 にテッ クスをそのま〉用ひら れて居 る例は大分あ りますが. モリノイトを

その ま〉用ひ 1: 例は少な い様で す. 之はモ リノイト が繊維が荒 〈間際が表面に多い開係と

思ひま す、 従って在来は内壁のモ リノイト 盤の上に ペンキ等で仕上をして居 ります、所が

この費用が化粧ペ ンキ仕上で商坪 3.5 闘、普通ペン キ仕上でJ . ! 5 民l もか〉りますから工費

の黙で不都合が生十る事があ る様で す、私は場所によ ってはテ ッ クスと同様 に盤そ の ま〉

で使用する方がよいと考へて居 b ます、叉位宅等で組面の ま〉では感じが悪い様な時はセ

71 I V  
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メント液を少し濃〈して塗布する程度でも充分と思ひます、今般りにセメント液のみでし

たら面坪で.5 園以下、防水掬j入セメ ン ト液で .7 閲位、感じをよく する震に白セメントを使

っても .9 闘位で仕上げが出来 ます、テックスを外壁に使用するのは仕上に困難があります

から 考へものですがぬモ リノイトは粗商の? こめその上にモルタ ルでも 何でも仕上材を比較

的厚〈塗る 事が出来ますから好都合で す、理想を云へばこの材料が今少し密であってその

ま〉外壁に充分使用出来る事です。

叉乾式構遣にはなりませんが、コ ンクリ ート 壁檀を遺る時に内部の堰板と してこ のモ リ

ノイトを使用する のもよ い利用法のー です。潤逸では之の方法が盛 lこ使用されて居る様で

すが前述の如〈ヘラクリースの方が軽 〈て粗なのにも拘らす壊板代用に充分使用されるの

から見てもモリノイト盤な ら充分その用 に纏え得る事と信じま す。

更にモリノイト盤の持つ特長として之が高熱に劃して火焔を褒しな い事 です、 勿論テッ

クスも飴り焔 {e穫しませんがその程度はモ リノイトの方が高い様です、この結も乾式構造

の壁臨材料 として好Ｎｾ菌と思 はれます。

叉保温、音響に射しては モ リノイ トはテックスに及ばな い賠もあるかと思はれますが、

勿論雨者夫 ｫｾ の目的を異 にして 居 りますからそれでよい のです。現に， Ｑ 宇年六 月北樺太の

某大石油含祉新築の際、内壁2え天井材として、某テックスと 厚 さ 4 c m のモ リノイ ト盤と

を併用して居ると聞いて居ります 。

以上の如〈テックスもモリノイ ト盤も更に改良の録地はありませうが 、乾式構造材料と

して誼営 L 思はれますので私の皐校の材料質験室で二三の簡翠な質助金致しました、保温、

防音方面の試験は設備と日時が不充分な矯め省略致しまして、之等の材料を若し外壁に使

用する時に我園の安n< 雨量の多 い、 i長潤な土地に於てどんな費化が生す・るか、水分や潟、気

・の吸1枚欣態は如何が主云ふ方面の調査 に射する基礎的宮殿であります O 震は昨年十二月続

「住宅」誌上に同様な目的からテックス類 と木材、渡喰其他 の吸水、吸摂友ひ:7kの穆透試験

の結果を程表致しまし七、今回のはその組編とも見ら るべき ものですから前編をも 御参照

を戴げれば光柴で御座います。向今回はモルタル其他で塗援せるテックス及モ リノイ ト盤

及そのま〉の雨材料の強度試験も致しまし? こから併せて御報告申上げま す。

其 の ー 現 水 試 験

獄 料 モリノイト盤( 厚さ 3.5 cm.  2.5 cm.  1. 5  cm.  1  c m のもの)

某テックス( 厚さ 2.5 cm.  1  c m のもの)

大き 9  c mx  12.5 c m 

加工 1・7k セメント比 60. % の純セメント 塗付

2. 7kセメント比 05. % の 1: 3 セメントモルタル塗付

3.  30 傍防水剤入セメント液塗布

1 : ，向上モルタル 塗付



試 験 方 法

試料採取後計量し、特定のカ11工後- l 3 . 乾燥、計量後浸水し 2-1 時間毎に計量 じて共浸1]'(

量を求め ましに。

共結果は第一表及国表の通り であります己

第 一 表 吸 水 試 騒 結 果 表

詑骨Ｇ ， ｾ 材 名 厚さ

乾 燥

塗 料 段乾燥授iIL1憧世
t水A 中 Ｍ ｾ ｉ 一 日ｻ ｾ 二 日後 凶日後 五 日 後

主大日主後l|Lヒ日j後主
重 量

誼量

耳記 f量:w: 五t 重1 i l : ill 古t

m m  

19g5 r  67U0 E  

A  モ リ ノ イ ト 25 セ メ y ト 696. 5 712.5  716 718. 2 733.5  746 ・ 748 

B  
11 

10 89 
11 

300 ぬヲ 313.5  33 1. 7  332 333.2 333. 3 333. 5 

1 :  3  

C  
11 11 

86 365 387. 2 389. 5 390. 5 39:J 5  39 1  391 391. 5  
モ ノj..1jJ パr

D  
I! 11 

110 な し 110 139. 7 140 140.2  142  143 144 ‘  144  

E  
11 

3.5 293. 2 なし 293. 2 355. 2 362. 2 363 3.63  363  363 3635 

F  
11 

1. 5  7 5 5  

相 f!! 訪水制

172.7  204 206 203 212.7  213 213.2  ＲＱＳ Ｎ ｾ＠
入セメ ン ト

G  
11 

10  719 
11 

129. 2 165. 5 167 167. 7 169.7  170  170.3 170.5  

H  
11 

1. 5  95.9  
防3 水剤入

179.7 214.7 215 215 215. 5 2 15.8  215.8  2. 16 
1 コ(;111 タ J V

ー.

I  
I! 

10 85. 5 
11 

15ヲ 204.2  204.7  208 208. 5 208. 6 ー20司8 209， 

a  テックス 10 30 セメ y ト 264 377 385 386，5  389.7 39:J .2 ‘ 391， 392. 5 

1  

b  
11 

10 27 

1: 3  

350 

モ ル タ ノι

411 420.5  424 424.5  426  42o，'jl 426，9  

c  
11 

10 30 な し 30 55. 5 伽 56. 3 63 63，7  6ヲ 69'.2  、70，2

d  
11 

25 73.5  
防七水メ制ム〆入ト

109，7  158，5  170 '  179 ‘ 17ヲ.5 179.8  180 180:5  

、

e  
11 11 

74，5  防水剤入

そ Jυ !J Jν

152 192. 5 195 205 213 213，2  213.8 :- 214 :  

第 表 吸 水 量 比 較 表

自己 宮担 吸 水 量 ( A)  乾 燥 時 重 量 CB )  吸 7.1< r終 A

R  

%  

A  

gr  

78 
670 8 E  

11，65  

B  33.5  
3∞ 11. 17 

C  2 1. 5  365  5. 9 '  

D  34 110 30，9  

E  70. 3 293.2  23，95 

F  40.8 172，7  23.2  

G  4 1. 3  129，2  31. 8  

H  36.3  179.7  20 

I  50  159  31. 4  

a  128.5  
264 48. 7 

b  76. 9 350 2 1. 95 

c  40，2  30 140 

d  70. 8 10ヲ.7 59，2  

e  62 152 40. 8 
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吸 水 試l験 桔 果 園 東 一

500 

200 

100: 

4∞ 

300 

800， 

700 

6∞ 

水

中

六

日

水

中

ム

ロ

μ

本

企

I

百

四

恥

中

エ

司

水

中

ニ

日

水

中

一

日

金

炭

乾

緩

J

b
児

浅

-

苛

上表の結果中記披 A. B. C. 及び a. b

の純セメント及び 1: 3 モルタルの塗装

b 主し?こ。

本賓験に劃する結論

塗装せるとせぎるとに拘らす吸水率

は約 8 耗j享、其他の塗装は約 2 粍! 享であ

平均吸水率表

材 名 平 均 l似卒|

一

塗装せる
モ リ ノ イ ト 19.4%  

試 料

テ ッ ク ス 42.7 2.2 

塗 装 せ ざ
モ リ ノ イ ト 27.5 

る 試 料

テ ッ ク ス 140 5.1 

第 三 表

はテックスの方が大であります。

即ち第 三表 に 見らる〉遁り卒均吸Ｗｫ ｾ 容は塗接せるものでテックスが ＲＮＲ 倍、塗接せぎる

この黙は材料の製造法並に原料の相違の然らしむる所で之によって外壁としてはそリノ

もので 5. 1 倍ーとなります。

f V  7 4  



イトの方が吸水の黙では勝っ て居ると云ふ事が出来ませ う3 塗' 袋なきテックス の平均脱

水率の 140，%は私の前の貰験 に於ける 三極のテッ クス の平均 138.6，% と殆ど符合して! 苫

ります。序ながら前官裁に得ましに紅公の吸水率が 6 ! . 2，%米除/ J ; 25. 2，%ですから之に

封して塗装せざる モ リノイトカ; 27. 5，% の所を見ると兎に角この材料b:fF 通の木材より

吸水が少ない事を ):11 り得て力強< ! 喜子る次第です。

2  塗袋材が純セメント Ｑ ・ Ｓ モルタル並に雨者に防水 ｾｊｩＮ 昆入の液なるとに拘ら十 Ｎ )弘き

塗装は防 ｊｫ にｾＺｴして有効であります ｄ 本試験の試片 ｆＮ G.  d. e. は比較 河32度の低い液状

のものを塗ったのみである震にモリノイトで- は何も塗らない試片と殆ど閉じl汲水上じにな

って居るのを見ますと御了解の事と思ひます。

3  吸水試験結果闘表に見らる〉如〈どの試料も浸水一日間 の放水が最大でその後は極小

量宛吸水し五日目以後は殆ど鐙 化がな し 飽手口欣態を示して居ります、各試片で段初の

一日間の吸水量によるl U 線の傾斜は大韓に於て一致して居りますが貼悦のテ ックスの方

が幾分急: 角度となって居 ります D

4  塗援材料とのなじみ工合を比較して見ますと、塗装後約二週間後に F の試 1，を床上に

? こ、〉き付げて見ますとモリノイトは、 塗装物に亀裂が入つで も取れす故後にはモ リノイ

トそ の ものが分離して失ひましにが、 テックスの方は一二同の激動できれいに J段落ちま

しに。之は元来テックスにはそんな 塗装を する のが誤りなので 、内壁 . 天井 、材料とし

てそのま〉使用すればよいのですから止むを得ない事です、併しこの結果モリノイトは

相官厚い塗接をして外壁に用ひてもよい事が更に強調さ

れに語です、叉塗接を しな〈ても或程度外壁に使用出来

ると考へます。

其 の ニ 強 度試 験

この種の材料に大なる強度を望t J 事は無理でありますが

モリノイ ト盤が木材の細片とセメントを主材とする混合物

とから製しである闘係上ど の位の強 さが出るものかと参考

迄にした試験であります。

A.  ｾ［ 縮 試験

試 料 モリノイト 3.5 cm X  5.5  cm x  9  c m 

テックス 2.5 cm x5. 5 cmx 9  cm 

第 四 表 慶 縮 力 度 表

勾

I  

'15  I V  



この試検 に於て雨材料の軍縮力度は大韓に於て 10 k g j c mヨ となり、 厚 さの方向の重力

p ，に劃しでも 、叉長 さの方向 の!匪ブJ P に釘しでも殆ど向 。葉なカが ある事を知 りました、

之ぞ木材 の強度に比較しますと米俗で も約 400 k gj cm

2

位あるのですから極め て小でも あり

ますが 、壁間自身は構造上1徐 り強度を要せぬ所ですから之で充分 と考へられます。

I V  7 6  

B. 梁 材と しての試験 ( 其の 1)  

試 料 モリノ イト 3.5  cm x 5.5  c mx 3 0  c m 

テ ッ ク ス 2.5  cm x 5.5  c mx 3 0  cm 

2  0  8 ωη  

口 E

い戸l

第 五 表 曲 げ 臆 力 度 表

ｾ Ｇｂ＠ i坑 荷 主 P  曲 げ モ ー メ Y ト 出l げff!!.i. 1J 皮 備 丑Ig

k .L!' 
c，ln - k g  

k g  ' C l且 t  

30  [! .H }j :; j，剤 入 セ メ y

A  50  350  31.3 
ト液 1 l l lm塗 布

B  40  280 25 同 上

C  l∞ 700 62.5  Tょ し

D  80 560 反〕 Tょ
し

R  25 170 30. 5 な し

c. 梁材としての試験 ( 其の 2 )

記

試 料 モ リノイト 9  cm x  12  cm 厚さ 10 mm.  25 m m  

披

2  

3  

4  

5  

6  

7  

テ ッ ク ス 9  c mx  12  c m J享さ 10 m m  

モ ル タ ル或 は 純 セ メ ン ト 4 m m 塗装

第

厚 さ 51'九n 荷 A P  

ru m 
。m

包民

25 10  2∞ 

10 
1/ 

60 

10 
1/ 

46 

10 
1/ 

85 

10 
1/ 

90 

10 
1/ 

40 

10 
1/ 

20 

...... 
ｾ、 表

モ ー メ Y ト 曲 げ 謄 1Jl 変

c m - kg !  k g /c
皿 宮

5∞ 87 

150 100 

112.5 75 

212. 5 141. 5  

2∞ 133. 3 

100 65. 6 

50 33.3  

主主 袋

( 片 面〉

1:3 モ 'o?l 'o  

1/ 

1/ 

セ メ ン ト

セ メ ン ト

な し

な し

利ー
名

モ リ ノ イ ト

1/ 

1/ 

1/ 

テ ッ ク ス

材 名

モ リ ノ イト

1/ 

テ ッ ク ス

モ リ ノ イ ト

テ ッ ク ス

モ リ ノ イ ト

テ ク ツ ス



強度試験の結論

，.  モ リノイト及テックスは座縮強度としては 10 kgf c m. しかないが梁として試験をす

ると 30 k gfcm' 位 となる。

2 .  モ リノイ トの主主接はセメント搭液を 1 m m位 にしても強度には闘係がない 0

3.  相常程度の厚き塗猿をなせば比較的強い梁材として使用される。

C の梁試験の塗援は厚さ 4 m m 程度でありまし1: が この矯 に表 に見 られる通り 100 

kgf cm' 以上の熔力 を生する I出げモーメントに抵抗して 居 りますo 即 ちモ リノイト は材そ

の ものが硬いに め捷み も比較的少な〈 塗装材料の強さ によ ってよ〈梁として抵抗出来るも

の と考へられます。

結
亙

ロ==ロ

之を要するに乾式構匙建築の監棺材料として テックス類及びモ リノイ ト盤は吸水、吸潟

等の方面から 、叉は壁として の強 さの方面から世験の結果から見て誠 に郎通なものと云ふ

事が出来ます . 更に慾{ f 去八ばテ ッ クス類に多少の改良をかlへて共ま〉外壁に使用出来 る

と好都合であ りますし、モ リノイト は更に製作時の睦縮を大にしに密なる材を別 に作り之

を少しj享〈して外壁用とする、叉内壁用には表簡をよくならした製IRi を も併せて作り之も

そのま〉使用する事が出来る様 iこ墜むのみであります。向以上の諸官験に闘し、本校賞験

室員 、岡奈良秩君、東本修君の御助力大なる事を記してま主に深甚なる謝意を表します D 誠

に長々と ｦ ｾ 述べまし＿こが之によりまして我閑乾式問 ｴ 迭建築の強遠の一 時石となり大方諸賢

の御参考になら ば望外の光築 とする 所で御鹿います D

(9. 2. 1. 記)

報L 筆 者 系否 介

( 五十音順)

方 米 治 良日 千葉高等閑義製校卒業、大阪市技附 、大阪披公闘事務所

;1111 藤 三'二在ヨ
t E b  ヨ 都市計鐙大阪地方安貝合、大阪府椛市計量ln理勤務

椎 . 原 兵 市 京都高等工重喜怒校卒業、大阪市技師 、大阪市土木部公悶課長

林 f1r. 市 大阪市技師、天王寺公悶動物関長

宮 士 岡 重 工務士 、) . [ 大建築拳科卒業 、大阪市技師、大阪市ニ1: 木部建築課長

一一 お日 T埼 史 東京高等工業製校建築科7y.業

宮 岡 秀 穂、 稲井高等工業母性校建築科卒業、大阪市土木部主II 築課勤務
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時

市街地建築物法中改正法律案

市街地建築物法中改正法律案は 二 月 十 六 日 先づ

貴 族 院 に 上 程 さ れ 、同日特別委員に付託 、二 月 二

十二日より委員合が閃かれその後漸く三月 十七日

委 員 長 報 告 通 P一部修正( 第二十六依第一環の改

定 は 削 除 〉 の 七 可 決 さ れ ま し た 。 次 い で 、衆 議 院

に於ては三 月二十 日上 程、同日委員付託 、二月二

十四日に貴族院の一部修正泊り可決され主したの

で 、近〈公布されるとと L 思ひます。

次 に 貴 族 院 に 於 け る 上 程 の 模 織 は 、「都市公論J

三 月 披 に 依 れ ば 次の様であります。

。市 街 地 建 築 物 法 中 改 正 ノ 件〈二月十六 日〉

。議 長( 公 民近 衛 文 曾君 〉 市 街 地 建 築 物 法 中 改E

法 律 家 、政府提出 、tii - l1l 1合 、山 本内務大医

市街地建築物法中改i E 法律案

右

勅旨 7 受f主ジ帝閣議合ェ提出ス

HH平日九年二月 十 三 口

内閣総 J'll 大 臣 子i存 旅 藤 :et 

内 務 大 恒 男 岱 山 本 主 主 権

市 街 地 建築物法 中改正法律案

市 街 地 建 築 物 法 rl' 左 ノ 沼 改E ス

第 七 依 rl"l 道路敷地J 7 1道 路 幅 J : 改ム

第 八 依 建築物ノ、共: ノ政地ガ命令ノ定ムノι 所 = 依

リ道路敷地 = 楼 スノ， : 非 ザ レパ之 7 建築ス ノι コ

ト ＷＱ 手ズ但 シ特別 ノ Ｑｬｾ由アノ ｌ 場合］於テ行政官

ＱＱｾ ノ許可 Ｗ 受ケ ｆ ルトキノ、此ノ限］ィ生ラズ

第 九 後 建築物戸建築総ヨリ突出シテ之ヲ建築ス

ルコトヲ得ズ但 ν 建築物ノ地悠而下= 在ノL 部 分

ノ、此ノ限 : 1r : ラズ

第十僚中「市街 ノ 惚 裁 上 J 7  r市 街 ノ 計 盤 上 J : 改ム

第二十 三 依本法適月] ノ 匹 域 ハ 主 務 大 臣ノ指定ス

ノι 市街地トス

特 別 ノ 必 要 ア ノL 場令= 於テノ、主著書大医ノ、前項ノ

市街地ノタ ト ］五リ本法迎 ｪ 日 ノ ｉ 広域 Ｗ ｾｍｾ ス ルコ

トヲ41}

第 二 十 六 依 第 一環ヲ左 /立11 7 改ム

I V  7 8  

;;j 王法 = 於テ道路ト稀 スノL ノ、稲貝 pq メート ノt 以と

ノモノ九府員二 ・七 メートノi 以上ユシテ土地ノ

欣況= 依リ行政官民主ノ認定シ F ノι モノア訪 7

報

併'1' .Il 1J 

本法施行ノ期日戸勅令ア以テ之ヲ定ム

従 前 ノ 第 二 十 三依 ノ 規 定 = 基キ指定セラレ F ル

区 域 ノ、同僚ノ改正規定= 依リ指定セラレ F ルモ

ノ ト看倣ス

0 国 務 大臣( 男E寺山本達雄君 〉 芸互に議題と片目成り

ました市街地建築物法中改正法律案に付きまして

其提出現段l の概略を rf 1上げ まナ、市街 地 建 築 物 法

は貨施以来十数年を恕渇いたしましたが、人口の

都市に集中する傾向は益 々 甚しく 、 ｾに市街地に

於ける Wf主生活の弊が愈1々 甚しからむとして居る

のであります 、此の鉢筈の霊童生を殻防いたします

ｾには 、 市街地建築物法中改 ｉｅ を要する里山があ り

ますので 、本案を提出した次第であります 、改 正

の要 鮎 11 現行の規定に於きましては 、建 築 線 に 接

する土地 には 建築物を｀ＺｾＮする とと が出来るとと

になって居 りま すので 、れそ建築総に 接 す る の み

で道路 には接して 居 らぬ士地に 、建築物を建築せ

らるる場合を生 じ遁'{.iJ;・でない と考へますの で 之 を

改め原則と致しまして道路に接する土地 で な け れ

ば、建築物を建築し得ないととと致したの であり

ます 、而 して右の道路 と申 しますのは現准の規定

l亡於きましては 、眠員九尺以上のものとあります

るが 、市 街 地 鍛 築 の 必 要 に 鐙み まし て、 之を原員IJ

として四「 メート ル」以上のものと改め空した 、付T

ほ其イ也従来の規定に不備のJ ! l ，'j もありますの で此機

令に於て之を柿ひました 、叉本法適用l i l K 域指定の

手続に闘しましては 、従来J l i IJ 令を以て指定すると

とにな って 居 る の で ありま ずが、 之を主務大匿に

於て指定するととに改めまして 、事務の術援を間

らむとする次第 で あります 、何Z宇御寺普議の上御協

賛あらむととをt l J i ひます。

1;'，)ほ 、特別委員舎に於ける f究疑の概要は 1:. ｾで

l生省 略 しますが、詳細は前記「都市公論 J 三月披に

記載されてあ りま す3

画官ff 市大火災に合 員諾氏の出張

三 月二十一日夜折柄の暴 風 雨 中 に 出火せる函館

市の火災は稀有の大火とな習 、焼失戸灘二m三 千

俗戸 、千 を 紐 へ る 死 者 を! 且 し注 目すべき事態を惹

起し主した。都市建築のトよりしても今後の' ! f f i l5:!t

を指示 す るもの多 か るべく、j ZJ ，舎 の合 員 で あ る 宮

土問 、 烏)1 、 JJ J ｾ崎 、 中津その他の諸氏が観察に出

張されたの で何れ詳細! な る秘書芸談の御霊童表もある

とと L 恩 はれます。

1  



曾 員 の こ ゑ

合 員 開 jゐ 英 太 郎 : て、火 災 、耐 震構 造 等に闘 しても災害強度 委員 舎

材 料ｾ 員舎で研 究 中で 、 劉 策 の 纏り 次第 五重 表 す る

命 誌 ｾｭ 築主 ｉ 止令』 の 内 若 手充 Ｑｾ を 何 に も 帯 して 切望

数 し、『往築撃研究』 の製 i桁雑誌として の存 在 を-

l爵附砂] にするた め、舎とし て可能 の限 り努 力 を設

され皮 候

答 ｪｬ ｾ 窓に 添 ひたいと 思 ひ ま す。

合 員
西 村 辰 夫 郎

11、主主の如 き例合其 の他のあ らゆる 舎 に出席 の 出来

とと L な ってを ります。

普 賛

sr 一層雑誌 内容 J eft を望 む。

答 諒承

干ヰ 賛

川 田 昌 雄

岸 本 幸 治

ないもの は「建 築と最1: 令 J 誌を祭し み に数し居る の : ラボラトリーか ら逮去か つて賀地 に働〈者には新

み 、此 れ に 御 努 力を願ひ ま す 、 続 料 銀り昨年 来 退 Ｚ し い尋 ｬｲｾ ｬ 、 製 設の 諮習合 前 演舎を皮 々 御 開催下さ

歩 した様見受 けます。 れ御紹介下 さる 事を望みます、先般協舎の後援で

答 努力 を綴 け ます。 開催 された 鍬筋 コ './ !I 9 ート の講習舎は非常に有

主主で した。

合 員
薮 中 一 良 i 答 機合ある毎に講習舎 なり 講演舎 な りを 開催す

建築の劉 F土台性を斑翻する と共 に建築人の修養 、

殺餐 向上にも努力を惜ま ざ ると とを要す 、但 し必

ず しも準究的 の二三 の人士の興 味のみを蓮ふ の謂

るつもりです。

合 員
後 川 隆 一

に非 ず、従って』手術雑誌的と云」、 K 非 ず、此 の一 。春になっ た ら是 非 ど しどし見撃を敢行して下さい

商付建築雑誌 の高踏的な る と釣般的也。 : 建築物も結構ですが 建 築材料製造工場も 結 構 と 存

答 御希望に 添 」、ゃう努めます 、何之れ に釣 す る ; じ 主す、 叉迭 絡所、飛 行機製作所、汽車製遺所等

兵世量的良法あ らば御指示を乞』、。 取分 け得 る月rr多 か らうと 存じま す。

答 見 挙舎 は度 々関〈つも り1さすが、曾員でな い

普 賛 前 田 辰 雄 : もの L 同伴は許さ れ わ 、場合 が多 いか ら特 に差支

新 の如き 17IJ舎主主に見事等を 可成津 山にI Di ひます。

答 終 済的関係 よ P して御希望に沿ひ粂ねる ζ と

あ るべし と思 1-;): るL も出 来る 丈多くの 機舎を 作り

ます。

ない場合を 除 き御僻り い た しま す。

合 員
徳 政 金 吾

l 協 合事業 の統 一強化

l 非 常・時 に廃す る建築 業務の調査機関 の設立

令 員
吉 崎 源 三 郎 答 誠 に 結構な御意見 です か ら具鐙的方 法の 御獲

近時協 合雑誌 に資表され て居る 論訟 は近代 建築の

研 究に束縛さ れ、日 本住宅 向上進歩 を等閑 に付し

て いる様 な感が致 しま す、特 に火 災に封す る安 会

表 を願 い たい。

普 焚
久 森 茂

設 備、又は耐震構造に到 す る急j" .:(Z、研 究生害我 等 日 : 雑誌の終 りの頁 二. 三枚利 用して建築材料物 倒表

本人として関心す可き 木芯建築の構必にイす き益 々 : ( 各 月の関西 値段〉を添付願 ひ皮 L 。

進歩改 革 の指導あら んと とを希 望致 します。 答 御主旨 は歪勉まE，戎、極力 J-l : 意: に添ひたいと思

答 日本位宅 向上主主歩に闘しては住宅委員舎に於 i ひます。
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舎 報

役 員 曾

常 務 曾 〈第 4 [叶〉

日 時 2 月19 日午後、 6 時 10分- 8 時

合 場 建 築 材 料 陳 列 場 別 室

出席者 向 事 片岡 、3主野、松案

Ｎｦｬｋｾ 事 阿 部 、 ｚｦ 土 問

ｲｮｾＧ 務湖 、 自 Ａ ｙＷ ｪＨ 、 鈴木 、 平塚 、 秋田 、 加

藤 、新名

l  午後 6 時 10分J十岡合長議長となり開合直に議事

に入り 左の事項を議す

1  3 月例舎に闘す件( 可決〕

l  懸賞募集「又の家 J 設計翻案務査 員 1 名獲更 に閥

するイヰ( 否決〉

l 紘 J王土地位物株式合最上との契約書に閲する件〈

可決〉

l 建築材料陳列揚且11手採用 l1t. 問書記に闘する件(

可決〉

l 教im竹l "J l 方の何 ( 評議員合報告のこと〉

1  ｾ Ｚ士 化 委員 合 安員 Ｑ 名筒 ＧｲＺ ｩ 豆腐出 の件Ｈ 承認、〕

l 合員詮衡

入 舎 者

特別賛助員 岡崎稲松、松本芳太町 、松原誠一 、

滋田安T打、笠井 勉

普 iill 賛助員 長井才次郎、安藤金吾 、茨木良三 、

t翠員長術司 、烏良司 、16: 竹信次 、木村正左衛門、

別ffi 襖

退 合 者

合 員 平 井 勇 馬

特見IJ 賛耳)1 員 畠中前介

普通賛J l)J 員 長博喜代近、山下 受、牧回勝 兵 、i彪

村 ;IJ!.，吉

報 告

1 常設都1 ' 11";11盤 、材料 、設備、住宅、法制、各委

員合報告

l  特 設建築合倣 委員合報告

1  1月分合計報告

1  2月例合終了報告

1 古 戸 抑iJ Jl: 却の件

l 雑誌 3 月続編料大位計鐙報告

I V  8 0  

常 務 曾 〈 第 5 回〉

日 時 3月5 日午後6時2)分- 8時

合 揚 建 築 倶 集 部 別 室

出席者 理 事 片岡 、松案

! 泣事阿部、ZE士岡

常 務 今 林 、井上、ii 官、中棒、清水、鈴

木、知l族 、高僑

1 午後6時20分片岡合長議長となり閲合

言葉惑に 入 り左の事項 を議す

1 武装都市建設に闘し都市計整委員合よ り報告並

建議の件〈可 決〉

l イ主定委員合要求の合告の件〈可 決〕

l 合員 l向車に闘 し合告の件( 修正可決〕

l 協合員意見 に闘し位l終夜表の何〈可決〉

ｬ 春 季大舎に闘 する件 〈可 決 春季大 合 委 員ｾ特設 〉

1 合員委員舎に閲する件〈可 決〉

l 合員委員合委員 l 名餅:退届出 の件( 撤回〉

1 法制l委員合よ 型要求に係る外国建築法規購入の

件( 可決〉

l  昭和 9 年度雑誌 印刷契約に闘す る件〈主音| 編将

一任〉

1 合員詮衡

入 舎 者

舎員小川政徳Ｈｾ普賛〉

特別焚耳)IJ 弐 森山隆訳 、1j三松鶴吉

普 iiII 賛助員 鈴木義男 、高田 信二

; 色 合 者

合員藤原吉 三 、 淀 川中初 、 前回卦ｾＪ

特 別 賛 助 員 村 井 季 四 郎 、 郷 北 恒 夫

普通賛助員 宮前市大師 、小川 政徳( 合員に習を更

の ｦ 完普賛の絡を ｪｾ ｉｊ 日告すＩ

報 告

1 協合住宅に付総J王土地合枇との契約済及保存登

記済の件

1  3 月例合僧官iNj}.告

二 月 例 曾

日 時 2月 16 日午後6時20分 - 8時 10分

合 場 建 築倶然部

出 席 者 荒 川 刺一氏外 87 名

1 午後6時5分開合



松室則合長よ り筒耳[ t J : る開舎の挨拶あり引絞き m中のものと大位に於 て 一致せ る諜で中海主起

訴読者兵庫県系芦屋街妻美君子長背抑[ 1 慾五氏 を紹介し j も大いに賛成の旨を主sべられた り

て降境 !  1  1iむ中 津氏 Iml 人の意見として下の 如〈述べ られた

育相 Ｑ Ｑ 氏登捜し下 ｾｅｉ￭主題の下 に 時 ｦ 訟に 瓦 る熱誠且Ａ ｾ＠

興味ある講演ありたり :  J'l 際問題 として物混的破援よりも化祭的の燃 焼

盗 賊 と 建 築 :  の方が紡泉に於て被寄は大 で ある 今回 ｉｕｪｾｧｬｩｩｬ 習

同氏は瞥察官として盗賊に釣 ナ る 建 築 家 の 住 宅 ; を動機として従来より更に氏< 1JY!il. < 防火と 云

設計に付注意を促すl ! l . s希望等多々講演せられ吾. . ¥、事 を大いに立体する様に努力 したしと

等主主築家の有盆なる参考資料を Ｑｾ たり 1 同氏の意見も 令 〈本委員合の意見と一致す るも

倫時間 に徐裕 ありしを以て同氏は経験談二 、三 : のである

を試みら れ降壇 、松主主則合長よ り謝僻 を主sペ ー 1 次に常務舎に抗出すべき報告書に付検討し修E

同拍手を以て之 i'こ 平日し同副合長の閉舎の僻によ: したり何常務舎に は委員長幹事列席の上詳細 設

り散合したｾ ( 右講演速記は編斡の都合上本誌 j 切をなすとと λ ナ

5 月盟主に掲載の致定) :  1 本タ委員合開催の旨を聞き及びたる大朝 、大 毎

委員 曾

事市計重量寄員曾 〈第 3 回〉

日 時 2月2) 日午 後6時 15分- 9時

合 場 建 築 倶 楽 部 別 室

出席者 委 員 長 鳥 井

幹 事 北 垣

委 員 喜 多 村、戸家、蔽官、吉田

l 牛後6時 15分鳥井委員長座長とな P 開合

l 前田委員合より研究しつ L ある武技都市建設 の

イキに付引綴き協議の上成案 を得たり依っ て之を

曾長に報告努建議する こ とに決 定せ り

l 武袋都市建設の件愈 々 賀 行 となれば準備等%1 : a: 

要 する を以て来 る3 月2 日〈会〉臨時1l _ ¥.委員合開催

するとと に 申合せをなす

l 尚武装都市主主設の成案は謄寓の上各委員 に配付

す る ζ とに 決定

都市計重委員曾 ( 第 4 出J

日 時 3月2 日午後6時 15分 - 8時30分

合 場 建築材料陳列揚

出 席 者 幹 事 伊 族、北 垣

< f ; 員喜多村、椎原、 目録、宇I'TJ' 、 吉岡

主 詑 中 津

Ｑ 本 委員舎と常務舎との連絡を計るｾ め 本タは特

に中海主記の列席 を煩し北垣、伊藤爾幹事よ万

本委員舎の計宣 に付交 々説明 をなす

l 次で中告書主記より今回の防主主演習に闘しl / &日目市

園仮IJ と府側とが種々打合せを なしたる 大 JII告の筏

絞を説明せ られたり

右に依 れば本委員舎 の計査と府建築課の目下計

よP 大槌の計: i l f を伺ひたしとて各々記者来場せ

られし により要員合終了後北垣、伊藤爾幹事よ

り昔|登のアウ ト・ラ イ Y を爾記者に同時に話 さ

れたり

l 常務舎への報告の結果更に兵強的に協議をなす

必要あり ｾ､ 副定例日 ＨＳ 月 Ｖ 日〉は時日切迫せるも

倒合す るととを 申合せた り

都市計重安員曾 〈第 5 1叫〕

日 時 3 月7日午後6時30分 一7時 10分

合 揚 建 築 倶 楽 部

出 席 者 幹事 伊 藤

委 員 喜 多 i守、戸塚 、 古怯l

l 午後 6 時30分鳥井委員長飲 f l 6K付伊藤伶事座長

とな り閲 合

l 伊 藤 幹 事 より前 Irrl委員舎 に於 て決定し た る武技

都市の建設の件に付昨夜開舎の常務舎に北垣; 徐

誌と共に 出席 L3羊細説明し報告 したる民主曾長に

於ても大に賛成あ り常務合協議の紡糸本件に闘

し来る 12 日都市昔l'I l i 委員長及幹事J毛他の 委員合

幹 部、砲 事、常務の聯合協議含 を聞き愈 々具 般

化する ζ とに決定したる旨紘告あ り

1 散 に本夕は餐員長不定のとと で もあ り右協議曾

迄は 研究を見合したしとて散含

都市計釜委員曾 〈策 6 回〉

日 時 3月 19日午後6時一7時 10分

曾 揚 建 築 倶 楽 部

出席者 奈 良 長 鳥 井

幹 事 伊 藤、北坦

委 員 戸 塚、繭京、吉田
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1北垣幹事 よ り去 る17 日開! 協 の都市武装促進委員 .

舎 の 経過報告 をな し問委 只舎は今 後 更に委員宿

民の必要 をWi恕 せ らる L に十j 本 委 員合委員 は成

る可〈 全員 I{<賜せ らる L 様希望す るIj'r をrll 合せ

たり

l 右 の如 き結果と なれば結局 全員 IJ( 各々 [ ! J i ) 喝の分

幸4合 にH皮E 出々 l席市せ なけれ lばゴならな 〈な るか ら 7

月末J迄ζ は本苦委5員合 は司事H貨主上倒合せな νい、乙と L な

る見

るかも知れ ない

1  9 月 よ りは叉新 らしさ [Ifj 題 に付 研究することを

申合せ エア ポー トの研究奇;漁定ず

漆 帝l 委 員 曾 〈第 3 凶〉

日 時 3月 l 日午後7時 - 8時3つ分

合 場 建 築 材料陳列場別室

出席者 委 員 長 津 岡

幹 事 玉 置、主HT

Z毒員 石 川 、 山 口

1 午 後7時一同着席開舎

l 法規 の 質疑8! ! i 答問題に付研究をなし 3 問題に付

決定し之を合誌に よ り護表 する ζ とに決定

1 次で現市街地建築物法の地域制限は貨 際に 適用

す る場合に於て切i1: を依〈採な きゃの問題其他

の研究上之を完 令ならし む るには 郊外図の建 築

法 規 を調 査す る要あり、依っ て郊外関匙築法規

の購入方を合長に要求するとと に決 L 英書名を

協議の 上選 定 ν 要 求 の手 綴 をなす

出品入費約6つ闘位の見込

1 其他建築法規に闘する問題に付意見交換 して散

合

逮%11委 員 曾 〈第 4 1111)

日 時 3月 15日午後6時50分 一 10pJf 2 )ノ〉

合 場 建 築 材 料 陳 列 揚 別室

出席者 委員 長 津 田

委 員 白 川 、武問 、山 口

1 研究問題第 3 の常局 に建議 するの 可否 に付額を

意 見 を交換 したる結泉本 日は欽席者も 少 き故可

否 をf可れとも決定をせず次回更 に研究ナる事と

す

1 山口 委 員は可と の意 見 の下 に大 鐙 左の如き理 由

を列穆せら れたり

.(1 ) 技術家に非ざる者が 此 の糧事務を取扱ふと

との危険なる とと

( 2) 低級なる技術家が自己 の1' r力 I'C相8! ! i せざる

もの 士官士て 髭穫 する鎗あり之 は建築 主 に迷惑

を掛け 慈 ては jf: 令 をも 議す ると ととな るl ! 1l 素

人でありな がら密師 と同様 な行儀 をな す者を

除 くj;bな り

ＨＳＩ 深 き技術をｾ す るも ノ ｊ 又夫 れ 科 技術 を嬰せ

ざ る も の 令 ｩｬｬ 築物 に 和々 差 ｾ ｉｑ あ れ ば 建築物に

［＿，ｴて ｾ［Ｊ Ｆ を ｆ け す る とと

例へ ｉ ｆ ｫ 淑 をｾーする地域 内 に ｩｬｬ 築 す る場合 ｬ よ

特 に失れ中日感 の技 術を要す る必嬰あ P

ＨＴ Ｉ 双京銀京 郊に 於 て 此 ｄ 績 の 制定 あ り 相， ［ ｾ Ｚ ｩ 究 ｉｊ

来ありと聞く 、此の知 所 在除去 して成 案 をt!]・

るに於て は相 I;_;_¥"ーの減j泉 あ らん

1 次 回委員舎 の研究資料と して『往築代願 人] 反**

先日ｊＱ ｉ ｊ 共 他 闘係ノモ ノ 』を 瞥 ｪ 即鼠 及 ｊ ［ ｾ Xs府に 1"-，]-し

送付方依凱しｾ＼とと

l 本タ委員合の中途よ vrl' 津 誠 J 郎氏出席さる

教 化 委 員 曾 ( 第 l 凶〉

日 時 2月22 日午後6時30分 - 8時20分

合 場 材 料 陳列 J4i 別室

出席者 委 員長 古宇 悶

幹 事 姫野

ヨ ｾ Ｎｑ i也問 谷 、酒井 、永様

1 午後6時30分占ζjニ別委 員長座長 とな りDlJ合

Ｑ 姫野幹事 ム 西 谷 望ｲＭ ｾ ｂ よ ｐ 大阪 市 教 育部 よ り司 ｉ ｩｬＡＦ

しの 恒例 の脇 工講習合開催 の件に付取止 め とな

り し経過に f.J 報 告 あ り

l 次で昨年度研究した る女主主佼 の伎に 闘す る問 題

に付 座談合を開催す るl'こ付協議の結 果来る 4 月

頃 を期し開似するととに決定せ り

1 本年度研究問題 に付各委員の: 窓見交換あ P 中に

も委員長提案の

本 年 秋19J に 於 て 文部省 ｴｾ 業問中 心と な り ｬｴ 業欽

育5つ周年記念事 業と して東京 l立大阪Jtf 也に於て

' J ' ( 業技122定数 育 l亡闘 し大 々的 の展覧合 を凶11ll し

既 往5) 年間 の滋 段以 iJt a:: 炭究せしむ る計笠あ る

由に付本協合も} ! 築方面より之に参加すべきも

のにして本委員合に於て 犬 に努力す べ きものと

思料 す

右提案に各員賛成 考慮す るとと λ なる

1 次 回安 員舎には 下 のilli 持ち寄り決定するとと A

せ り

〈り各委員に於て研究事項を持ち寄るとと



( 2) 既往の本委員舎の研究事項を取調べ提出す

るとと

災害強度委員曾 ( 第 2 凶〉

日 時 3 月日日午後6時30分 - 8王寺

合 場 建 築 倶 楽 部 5 J 1] 室

出 席 者 委 員 長 波 江

幹 事 黒 田

委 員 務 藤、谷 、鳥井 、中島、 三 浦 、 矢

田、山 ElI

l 午後 6 時30分 波 江委 員長座長 となり開舎先 づ本

年度に於て研究す る問題に付協議 の 結 泉

( 1) 昨年度よ P 研究の下記事項を引続き研究す

るとと

l 型枠に闘する研究

2 石崖に闘す る研究

( 2) 其 他 に於て研究問題下の遁決定

l 地盤沈下に闘する 調査

2 防主主演習に閲する件( 都市計盤 、教化委員

舎と聯合〕

l 向研究調査上必要あるを以て下記 の雑 誌 と 本 合

誌 と 交換する ととを常務舎に要求するとと

地 震、地球、地質の各雑誌〈主主行』刷会務藤委員

取調べの筈〉

1*に賞委員舎に下 の通り分科 を設くる ととに決

定

縫 綬 事 業

第 l分 科 ( 型J伴、石屋 に闘す る事項〉

佐 野、谷 、 中島 、矢田 、渡部 、篠 原

第2分科〈地盤移動 、防空演習)

落 藤、鳥井 、 山田 、波江、然問、 三 浦

上記の結果新に下記の人々に委員イ夜明方を合長

に要求するとと 陀決定

渡主量圭吾氏 篠原太郎氏

1 日本ボー トラ ンドセ メ Y ト業 技 術 舎 第22凶 例 合

を東京に於て 4 月16 日より 3 日間関舎に付昨年の

例により賞委員合 より委 員 l 名出席せしむると

とに決し合長に之を要求するととに決定

f苛出席委員 は三浦向史氏のとと

1 型 枠に闘す る調査原稿の末提出委員に次回委員

曾迄に提出方を督促す ると と

1 管 委員舎の本年中の定例 日表を作成するとと

限 備 委 員" 曾 ( 第 3 巨1)

日 時 2月28 日午後6時 的 分 9時

合 場 建 築 倶楽 町 Ｑ Ｕｊ Ｑ ｝ｾ

出席者 委 員長 小 笠 原

幹 事 伊 東 、松 井

委 員 西 村、有 井、政 問、村野 、八 木

合 員 豊富路 、滋i

津子l砲工業株式合所上 々長 鈴 木 美英

同長l:員 回ぬ舜次

1 午後6 時40分一 同活席 目iJ 舎

l 小 笠原委 員長より先づ本タ御多用中 の民主繰合せ

ての御来舎 を 謝 し

l 本 タは潜極|工業株式合枇 々長鈴木美 英氏2土問

証上々員田島 舜次氏の態々来舎を !D' iひました 、

聞けは. 東京 に於て も週日日本建築 士舎に於て

此潜匝i工 事に闘し研究を治めて居 るそうで雌

談合を開き 80俗名の出席者があったそうです

2 先晩片阿合長 の晩餐舎の席上賞委員舎は「ウ

オールケ ー ソ:-'J に付研究して居 る とと を報

告しました

それで本舎 に於ても十分研究して笈表したい

と存じます就ては本夕は研究材料の必要を感

ピ別紙配付致しましたもの よ り研究 を諮めま

すとて委員長之を朗潰せ り

l 夫れ よ り意見の 交換 とな り「ウオー凡ケー Y Y  J  

の研究に入り次回 3 月 14日( 7]( ) 委員合問曾引絞

き研究取纏める ζ と与 し散命したり

I  3月14日 ( 7n委員舎には委 員外 よ り合員盟路惣

吉氏、 同 湖邦 一 氏の 出席を求むるとと

E宣 備 委 員 曾 〈第 4 回〉

日 時 3月 14日午後6時 - 8時30分

合 場 協 合 事 務 室

出 席 者 委 員 長 小 笠 原

幹 事 伊 東、松 井

委 員 西 村、有吉井、村田 、八木

臨 時 委 員 磁 路、潟、 鈴 木、 田島

1 潜画工事に測し: 種 々研究 をなした る結 果 4 月 11

日の本委員舎に 更 に各員意見を符寄り研究する

こと L す

依 って 下 記 の 遜 P 各 員 に沼知扶を霊童迭すること

l 次回委員曾 ( 3月28日〉 には騒音に付研究す る ζ

とを申合す

従って臨時委員 の出席を願はざること

8 3
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記

手f. w:t:る 3 月 14日開催 の本委員舎 に於て左 記 三

mに付 各 員研究 の上 4 月11日の委員合設 日腹 案

を持寄る ζ とを申合せま したか ら何卒首 日迄に

御 例究置 きを 御ｾ ひ 致 しま す

年 月 日 委 員 長・

記

1  r持優l工事用の エヤロ ックを 改 良するとと 問時

に排出 土を 簡 躍に 取扱ふ方法も 研 究のと と

2 地 下 l 階 の場合は矢板の fi; りに杭形 をちt め置

き之に J位」‘ てウ ヲーノL を沈下せ しむること 簡

単にて 良好なり と忽」、此 の工 費 1':1何 程 位な る

カ〉

3 地 下2- 3階 の場 合 は矢 板の代 P に" ウ マチツ

タのウ オール ケ - ;1 : / を使用せ ざ るべ か らず

此 の方法 に付 各員の考を提出 す るこ と

住 宅 委 員 曾 〈負('; 3 凶〉

日 待

合 場

出席者

3 月 14 日午後6時2)分 - 9時

建 築 { 具製部別室

委 員長 武 田

I V 84 

幹 事 小 )11、松本 、崎山

ヨ委員 赤松 . 小川 、岡本 、問問 、小 林、

三木

参 加合 員 池 国 民 外 数 名

1 武 問 委員長 よ り閃舎の挨拶 あり次 て小 林 式 盗難

ｾ 防事 寄報装置 貨物 原 本 ｙ こ 付 大阪 暖房尚合 員 尾中

勝 一氏 の設 !l f H: 聴 〈

ヨたの諸問題 に付て 検討 す

l 防益の桜極 的防 備、後 備 的設官H

2 防盗 と建築の 弱 おは

餓 格 子、欄 閥 、雨戸 、茶室 の窓

3 盗 難と迷 信

戸袋、麻 縮 、 F ライト !段糞其他

4 盗難 と 硝 子 障 子、主主緩 と窓掛 の有無

盗 難 と使所と汲取口 、盗難と 塀

5 文 化住 宅と防盗

硝 子各込銑 の改善 、玄側出入 仁1!1ii の寸 }辻、

扉に 覗 裕 子 の有 無、窓金物 と して ホイ ツ トコ

垂11使受取口及覗窓

6 盗難と盆摩

天窓 を利用し 周閣 の窓 を排する ζ と

7 在来 の住宅 K 封 ず る防盗設備

日 時

合 揚

出席者

( 特 段〉春委大倉委員曾

3 月14日午後6時 10分- 8時30分

朝 日倶築 部

委 員 長 松 隻

委 員 岩佐、石川、 小 川、 松夕、係、お野

井 上、浦 . 渡部 、清 水 、鈴 木 、卒 級

l 午後6時2)分 松 室委員長座長 となり 閉舎

松 集委員長 よ H本 年春季大合着陸行 l亡付 常務舎 の

原案J l Pち法修寺 を中心とし其他附近の 寺院建築

児暴の後奈良に 於て 開宴訟 に付説 明あり 但し本

案: : 1常務 舎と して 岡持す る もの にあ らず委 員舎

に一任 す るものな れば宜 しく協議 ありたき旨附

力日あ り

l 次 で協議 に入 り進むに従 ひ室生寺見挙設起り 座

長 よ り之 士衆議に誇 り採決の結果賛成大 多数に

してjポ3拒否決 室生寺見事に後更決定し協議を治

め愈要! A 下記 の巡 り決定合長 に報告する ζ と λ

L 散命

月 日 4月22 日( 日啄日 〕

場 所 大和図宇陀郡室生村室生寺 の建築 及美 術

研究 の後伊 賀名張西玉水技館 に於て 開宴

合費 l 人 令2闘5つ銭

以 t に付大合委員事務分泌 を F 記 の治定 む

春季大合委 員長

庶務衆接待係

宴合鎌接待 i系

見撃粂 記録係

合 計 f系

松 室 高1) 合 長

今 林 主 記

井 上 主 記

浦 主 記

仁1" 潔 主 記

渡 部 主 記

岩 佐 委 員

阪 口 委 員

松 久 保 委 員

石 川 委 員

小 川 安 委 員

秋 田 編 輯

加 藤 綱 幹

事rr 名 鋼 戦

高 橋 編 斡

谷 委 員

清 水 主 計

鈴 木 主 計

卒 塚 主 計



( 特 設〉都市武君主-運動準備協議曾

日 時 3 1'¥12 日午後6時 15分 - 8時

舎 場 建 築 倶 集 部 別 室

出 席 者 都 市音|鐙委 員 長 鳥 井信

同幹事 伊 藤和夫、北垣熊之介

数イヒ幹事 姫 野 武

災 害 強 度 幹 事 黒 田茂

合 長 理 事 片 岡 安

制令長Dll 司} s 野i I t 一郎、松室! It光

主記 井上岡獄 、浦英之助 、中告書誠一郎

渡部圭吾

主計 清水築二、鈴木末尾

l 午後6時 15分片岡合長座長 となり開合

先づ座長より見 ｾＧＥｊ［ 混成委員合を開きたる 王 ｉｉｉ 由に

付詳細設 明あ りたる後左の案 件に付設 l列の k 協

議せり

1 特設委 員合設置の件( 委員詮衡〉

1  j' l : 施要綱決定の件

1 防火建築促逝に闘し営局 1<こ建議するとと

2  [ " 建築と最i 令 J 7月放 を「武装都市建設貌 」とし

其 ｻ也 ［自Ｇｾ古 なる普 及 宜 ｦ 専の方法を講 ず ると と

3 防空模習に参加l するとと

1 琢算編成立企に資金調達 l亡闘する件

1 協議の和泉左の文案によ り都市武装促進委員合

を設置し委員を依濁するととに 決定せ P

{  

タ巴

昭 和9oj:o3月13日

日本建築協合令 長 片 岡安

都市武技促進委員合委員依慌の件

奔長年愈々御多 jj，pド鹿賀候F取者3 ! ミる七月下旬京阪

市ドに於て陸 軍 防 ｧｧ 大演習Ａ，ｾ行の趣に付之 を機と

しで我協舎に於ても之 に参加 し空襲 に到する防

火建築の{ 足溢其{也lく闘し大に努力致皮本協合に

都市武援促進委員舎を特設するととに相1友イ段に

就て は貴下をはじ別記各位に該委員を御依賜申

上f使間御多 j 日中御主主主雪なが ら斯界のrz御承引 の

上御i l . t力下され皮此段御依 事i努符i l i : 怠: 候 敬 具

i皇而左記日時初防lの委 員令 を防j合百I致依 fl 自国

防御繰合せ御出席被下皮願上侠

時 3月17日〈こ1..) 午後5時 半

( 5時牛- 6時食事 、1E6時間合〉

所 建築倶集部

都市武装促進委員曾委員氏名

( 敬務自在五十普順〉

秋田喜代治 1也悶 ｾｴ＠ 井 上 属 議

伊 藤 和 夫 今 林彦 太郎 1清 英 之 助

務 藤 藤 吉 加 慈 善 吉 北垣熊之介

黒田 tえ 古宇田 賀 清 水 祭 二

篠原 太郎 新 名 称 夫 鈴 木 末 尾

高 橋 祭 治 宅皇、政金吾 鳥井 信

鳥 井 捨 厳 内 藤 亮 一 中津誠一郎

波江 悌夫 d盟主F 主主 平 塚 鈴 吉

藤島哲三郎 本多 E 滋 本 間 乙 彦

三橋図太郎 予T本 長・冶 山崎 英 二

吉田 信 武 平日間 可1ー 渡 部 安 否

( 特 設〉都市武装促進委員曾( 第 1 1日1)

日 時 3 月 17日午後6時5分- 8時 10ノ〉

合 場 建 築倶楽部別焦

出 席 者 委 員 秋 田 、弁 1 、伊藤、筒、務族、北

垣、術水 、篠原. 新名、鈴木、徳敬、

鳥井f言、鳥井捨 、内藤、中深、淡江、

姫野、本多、山崎 、吉田

舎 長 叫 事 片 岡

制合長引'1¥事 ｾ野 、 松 窓

1 午後6時5分一同着席片間合長座長とな り倒合

先づ片岡合長よ り

御承知の油来る 7 月下旬京阪市1
1を中 心と して 近

畿全般に 豆 り 陸軍防 ｾ大演習を奉行さる ｌ に付

之を機とし我協舎は之に参加し然襲 に劃 する防

火建築の促進其他に闘し大 に努 力致した〈去る

本月 12 日懸念混成委員によ り都市武号室運動 準備

談合 を開催致しま して左 の項目に付論議致 しま

し た 結果まｬ＼ ｋｾ 都市武装促進委員合』を特設し 各

位に御多用中御遊力を願A、次第であります

左 の案件に付御 協議あ P たし

1 特 設委員合設置の件

1  j 'l:施主E網

1 防火建築促進に閥 U: i・局に建議すると と

2  [" 建築 と枇舎 J 7月号足を「武装都市建設披」と し

組官t な る普及1 i :俸の方法を講ず るとと

3 防空慣習に参加す るこ と

1 珠 if 編成放にでt合調達に附する (' 1二

l 方案 f ' I Oを議するに 先ち委 員長の五選を行ひ;冷衡

委員によ りだの沼決定

委 員 長 池田 賀 氏

高1) 餐員長 波 江 悌 夫 氏

1 本 月rjJ に軍部 より の治献を聞き| み g1i ll 首習に付概

念を得る とと 毎決定

8 5
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合員喜多邪j徳氏昭和96jo2 月26 日病を以て長逝せら

る廷に哀悼に禁へすままに照宵と略歴を掲げま重て弔

意を表す

喜多氏は明治33年 5 月10 日徳 IL l際美馬郡江原村大

宇野原村に生れ明治40年江原村虫: 江原南尋常高等:

小泉校へｾＮＧ事し大正 Ｔ 年 Ｓ 月同校高 等 科を 卒 業同年

4月徳島 l際立脇町中犠校へ入率 し大正8年同校 に於

て第4製年を修了 、同年9 月第一高等拳校へ入率し

大 JE9年9刀より同1 ) 年 4 月まで病気の: I i . t休撃 し同

12年3月同校を卒業す 、同年4月東京帝関大築工撃

部建築祭科へ 入製 L 大 i E 15年3月卒業す、同年5 月

より合資合i l l : が7水組に入 り爾来京都支庖をまEて東

京本市誌となり現今に 至る 昭和?年4月15日本協合

々員として入舎す 、昭和9年2月2 6 日念病により長

逝せらる 、享年35歳

静

一

居

動

一

韓

国

員

一

動

曾

一

轄

曾 員

問中 四郎君 市1
I戸究1勝区磯馴町3ノ34司書屋理主

間部 泰 文 君 兵調肱 川 益金郡米谷村ｾ［ へ阪 前 Ｒ Ｐ

三宅 貞淑君 兵庫l係川遊郡立花村銀口( 郡是製

糸塚 口約製品工場建築事務所内〉

青 柳 貞1止 君 兵 周q¥!i武庫君1I慌滋 村三依字小 .W，98

地方曾員

志木 英 雄 君 東京市大森区鵜ノ木町570

I V  86  

前 内文二郎 君 支那菅島市大港第5穏 E買( 爾昌公司

守守烏 出張所〉

特別賛助員

瀬 尾 永 治 君 大 阪 市 東 区 味 原町99ノ2

普通貨助員

久保岡正信君 旭匿北清水町765

前田繁太郎君 西協阿波凋4 ノ14繍田工業所

今村 1事成君 兵団qi l f ; 武庫郡大庄村滋新聞字西南
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編 輯 後 記

砂 4 月披は公間放と 言ふことにし1: 。丁度

失業救済事業に依る 大阪市立天王苛z公開の

gxifr とその動物闘の蹴張工司1 とが完成した

折であるから、天王寺公岡とそ の動物闘 と

に閲する記事及お民を中心とし. それに一

般公悶 lこ闘する記事をかlへて本月蹴を編輯

した。

惨公闘が市民 の1組出のf誌に必要な施設であ

るのは勿論 、叉市民の災害防 lトーの話に欠〈

べか らぎるも のであることは最近幾多 の経

験の語 るところで ある。

砂更に 若[' 市の美脱力; 公開に作つ月月極めて多

いことは史めて喋々する迄もないことと思

ふ 〉

降最近都市計望1事業の進展 と共に 、公図の

誠司EZLに増設の百十聾されるもの益 k 多きを

がl ふ る亦工! ' . なりと 言 ふべ きである。

ル その意味に於て、本蹴が公園計霊 に闘す

る一端を窺ふに役立ち得ば幸であ る。

ル動物闘の全開的言十聾立立に動物の習' 性に基

礎をおいに動物合の新しい設計に就いて .

天王寺動物園今回の誠張は 、浩国技術的に

も建築的にも幾多見るべきものが多い。本

放にその方面の構成者の可成に詳しい報告

を掲載し得たことは読者 と共に喜ぶ ところ

である。

砂最後に 三irll 氏の世験報告「乾式建築構造

の控偲材料」に就いて 、編輯が一つ の計m

を持って居? こ震に掲載が非常にむj [ したこ

￨ｾ 掲載に際して 三 浦氏にお詑ぴしなげれ

ばならない。

炉本 放の局に御多忙中を材料の蒐集や執筆

に努力下さつ 1: 公闘及動物国闘係者各位の

掠を多謝する次第である。( 新名)

建 築 と 紅 嘗

第 17 ｩ ｲｾ 第 Ｔ 鋭

毎月 l 回 1日登行 定 例 l加 . 50阿( 都税 2 銭〉

12加 6. 00削〈同 24 鐙〉

昭和 9 年 3 月25口 印 刷 昭 和 9 年 4 月 l 口 遊 行

幸運行・編斡

印 刷 人

西宮市今津町沖門字3l fl ! e05祁地

印 刷 所 大 阪 市 版 所

大阪市東区内淡路町 l 丁目 7番地

霊 査 行 所 ER 日 本 建 築 協 合

大阪市北区中之島3 ノ3朝 日 ピル

電話長本局(23)4500杏(6)

鋸替口座宍阪39.975番

特 約版 貿 信 柳 k 堂 書 庖

大 阪 市 西 瓜 J;t 町姻羽子板宿北

電 話 土 佐 堀 2HO番

ｓ 百替口座ｾ阪 Ｒ ＰＸＴＪ

1

・

'

f

・

叩
-

h

取

禁 輔 載

本誌に掲載せるも のは 、 一切 ζ れを無断にて

" 載 し又は皐行本に上梓その{ 也の複製行銭を

なすととを禁 ず。

鹿 告 掲 載 料 金

普 遁 I 1 頁 I 1 回
15∞ 

一 一トーーーー

陽

ヰ

事

一一一一一六一一

一一

一 一一表 紙 3 I  1 頁 I 1 回 I 45. 00 

一 一 一表 紙 4 I  1 頁 I 1 回 | 印. 凹

一 一 一建築事務所総 I 1 欄 I  1 回 I  1.50 

一 一 一{ 溜築寓悟設置案内) I  1 欄 I  1  回 I  5.00 

御 注 文

御注文は ずペ て前金で本合直接又は特約l苫へ

鍛替貯命又 は悠替で御悌込を願ひます郵券代

用 は - t ! J 噌、代金引換はお断 P 致 します。
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